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第一章










自分史上最高の衝撃




　彼が現れた時、私は自分の目を疑った。

　儚はかなさ漂う穏やかな笑顔は、昔と変わらず魅力的で。

　そう、変わらない。

　だからなのか、久しぶりすぎて現実味がなかった。

　けれど自分の名を、その形のよい唇から告げられてようやくリアルに起きているのだと我に返る。

「会いたかった、沙さ優ゆ」

　甘く微笑んだ彼、いち君は、私の幼馴染。

　ただし、中学三年生の時に疎遠になったので、会うのは十二年ぶりだ。

　なのに、彼は言った。

「沙優、俺と結婚してほしいんだ」

　私は生まれて初めて、開いた口が塞がらないというのを体験したのだった。




　事の始まりは、クリエイターが集まる展示会に参加したことにさかのぼる。

　現在、小さなデザイン事務所でグラフィックデザイナーとして働いている私は、風邪で休んだ同僚の代理で上司と共にブースに立っていた。

　毎年東京で行われるこの大規模な展示会には、イラストレーターやライター、作曲家等、さまざまなクリエイターがビジネスチャンスを求めて集まって来る。

　会場内は活気に満ちていて、企業やメディアからの来場者数もかなりのもの。

　うちの事務所も、毎年この展示会での商談でいくつか仕事を得ているので、例年通りに出展しているのだけど、実は、私が参加するのは初めてだ。

　今日休んでいる同僚はコミュニケーション能力が高く、こういったイベントでは重宝されている。

　私はといえば、説明や案内をするくらいなら問題ないけれど、営業的な交渉や呼び込みは得意ではないので、こういう場に呼ばれることはほとんどない。

　そういうわけで、今日は緊張しながら来場者の対応をしていた。

　やがて、上司が昼休憩のために席を外した時のこと。

　ひとりでうまく対応できるだろうかと、不安を紛らわすようにチラシやパンフレットを整頓していたら。

「これ……すごくいいですね」

　甘く柔らかな男性の声が聞こえて、私の胸が切なく疼うずく。

　その声は、思い出せなくなっていた懐かしい人の声に似ていて、ふと、私は確かめるように顔を上げて……固まった。

「私の探しているイメージにピッタリ……で……」

　そして、目の前の男性も、私を見て大きく瞳を見開く。

　今、起きていることが信じられなくて。

　それでも、私の唇は無意識に名前を零こぼす。

「いち、君？」

　この名前を最後に口にしたのはいつだったか。

　制服のスカートを風に揺らし、会いたいと願い、涙声で紡いだ彼の名前を久しぶりに呼ぶ。

　すると、彼もまた、私の名前を声にした。

「……沙優……」

　泣きそうな顔で呼んだ直後、彼の腕が私へと伸ばされる。

　気づけば、私は彼の腕の中に閉じ込められ、力いっぱい抱き締められていた。

　彼の震える吐息が耳元を掠かすめる。

「あ、の……本物？」

　未だ信じがたい偶然の再会に思わず確認すると、フッと笑う息が聞こえて。

「それはこっちのセリフだよ」

　彼はそっと体を離した。

　スラリとした長身に黒いスーツを纏まとう彼は、私をその優しそうな瞳で捉えると、嬉しそうに目を細める。

「久しぶり。会いたかったよ、沙優」

　どうやら、夢でも幻でもないらしい。

　私は十二年ぶりに初恋の相手、東とう條じょう一はじめと再会した。




　──初めていち君と出会ったのは、小学二年生の時だ。

　彼はいつも、教室の片隅で静かに難しそうな本を読み、クラスメイトの輪から外れた所にいた。

　そうかといって、別に嫌われているわけではなかったし、女子からは『王子様みたいだよね』と囁ささやかれていたっけ。

　お父さんが会社の社長だから将来のために勉強しなければいけないのだと、誰かから聞いたけど……。

　どうしてなのか。

　ひとりで本を読んでいる時のいち君が悲しそうに見えて。

　私はある日、一緒に遊ぼうと、勇気を出して声をかけたんだ。

　戸惑う彼の手を強引に引けば、いち君ははにかんで誘いに乗ってくれた。それが私たちの始まり。

　ちなみに、私が彼を〝いち君〟と呼んでいるのは、単純に読み方を間違えたからだ。

　いち君はとくに気にする様子もなかったし、そのまま呼び続けていたのだけど、中学校に入学してすぐの頃、彼も私をいつの間にか呼び捨てにしていたし、いいかげん本名で呼ぶべきじゃないかと思い、尋ねたことがあった。

『いち君じゃなくて、〝はじめ〟って呼ぶほうがいい？』

　けれど、いち君は頭を振った。

『ううん、〝いち〟でいいよ。沙優にはいち君って呼んでほしいから』

　とろりとした微笑みを向けられ、その時初めて彼に対し、胸が高鳴ったのを覚えている。

　恋というものを自覚した瞬間だった。

　文ぶん武ぶ両りょう道どうの王子様は、女子だけでなく男子からも人気があった。

　恋愛に関しては妬いてしまうことも多かったけど、先輩後輩問わず、いろんな女子から告白されても彼が首を縦に振ることはなかった。

　告白の噂を聞いて気になり、『○○さんに告白されたんだってね』とさり気なく探りを入れると『俺には沙優がいるから』と優しく微笑まれて期待して。

　戸惑いながら、いつ勇気を出して想いを告げようかと悩んでいた。

　彼は私と同じ公立中学校に通いたいからと、親に交渉して私立中学校への進学を蹴ったくらいだ。

　きっと、悪い返事ではないはず。

　それでもなかなか決心がつかないままモタモタしていたら……。

　告白することは叶うことなく、終わりを迎えた。

　いち君の、突然の転校によって。

　それから一切連絡も取れなくなり、ずっと疎遠だった。

　なのに……。

　まさか、こんな所で再会するなんて。

　彼は昔と変わらないどこか儚げな笑みを浮かべて私を見つめている。

「これは……もう運命としか思えないタイミングだな」

　呟いた言葉に、私は一体なんのタイミングなのかと口を開きかけた時だ。

「真ま山やま、代わろうか？」

　休憩から戻って来た上司は、戸惑う私を見て案内に手間取っていると勘違いしたらしい。

「あ……いえ、その彼は、私の」

　幼馴染で、と言いかけたところで上司は「おお！」とニンマリ微笑んだ。

「いいぞ。休憩行ってこい。ただし、人前でイチャイチャするなよ」

　予期せぬ方向に勘違いを重ねられ、私は驚いて頭を振った。

　それに対していち君は「ありがとうございます。沙優、少し話そう」と小首を傾げ、柔らかそうな髪をさらりと揺らし、誘う。

　とくに断る理由もなく、逆に聞きたいことがいろいろとあった私は、少々困惑しながらも鞄を手に取り、いち君と二人で会場の外へ向かった。

「そこのカフェにでも入ろうか？」

　彼が指差したのは、会場の隣に建つ美術館に併設されているカフェだ。

　日本庭園を眺めながら軽食を楽しめるようになっていて、少し敷居の高いイメージがある。そのせいで私は入ったことがないのだけど、今日のようにイベントで人が多い日でも、周りのレストランと比べれば比較的空いていると聞いたことがあった。

　私が同意すると、いち君は柔和な瞳に笑みを乗せて歩みを進めた。

　案内されたオープンテラスの席に座り、ちらりといち君の様子を窺うかがえば、メニューを眺めページをめくる何気ない動きが実に優美で、まるで映画でも見ているような気分になる。

　相変わらずの整った顔立ちに、もう忘れたはずの恋心が刺激されるような気持ちになっていると、ふと彼の視線が私へと戻ってきた。

「沙優はなににする？」

「あ、えっと……アイスティーで」

「食事は？」

「あんまりお腹空いてないから……」

　イベントで気を張っていることもあるけど、いち君との再会でさらに食欲が働かなくなっているようで、私はアイスティーのみを注文。

　彼もアイスコーヒーだけ頼んでいた。

　日本庭園には灯とう篭ろうが立ち並び、趣おもむきが感じられる。

　力強く生える緑の木々。

　その側に広がる池には白いスイレンが咲き誇り、存在感を主張していた。

　私は、その景色を眺めるいち君に声をかける。

「あの、いち君」

　十二年前のあの日、なにがあって今までどうしていたのか。

　それを聞きたくて彼の名を呼んだのだけど。

　振り向いたいち君は、艶やかな唇に人差し指を立てて。

「シー。鳥が驚くよ」

　優しく微笑みながら木の枝に鳥が止まってるんだと、声をひそめてアピールした。

　私は彼にならい、声のボリュームを抑える。

「鳥、好きなの？」

「うん。可愛いし……なにより、憧れるから」

「鳥に？」

「そう、鳥に」

　答えたと同時。

　羽を休めていた小鳥が、わずかに枝をしならせ、羽音を立てながら飛んでいった。

　水色の空を横切るように去っていく鳥を眺めるいち君の瞳には、羨望と慈愛がにじんで見えて。

　やがて鳥の姿が見えなくなると、彼は真っ直ぐな瞳を私に向けた。

　その双そう眸ぼうは真剣みを帯びていて、思わず鼓動が跳ねれば、いち君の唇が開いて……。

「沙優、俺と結婚してほしいんだ」

　今日一番の衝撃を私にくらわせた。

　おかげで思考は一時停止。

　言葉を失った私を心配したいち君が、困った様子で微笑んでいる。

「沙優、平気？」

　ぜんぜん平気じゃないからこうなってるんだと抗議したい気持ちが活力となり、私はようやく口を開いた。

「い、いやいや、冗談にしてはやりすぎだよ」

　混乱しながらどうにか言葉にすると、いち君はビックリさせてごめんと苦笑する。

　そして、「冗談ではないよ」とも。

　確かに彼の瞳は真剣だ。

　でも、偶然再会して十分ほどで結婚してくれなんて言われて、誰が本気だと思うだろう。

　少なくとも私は思わない。

　だけど、目の前の彼が騙だましているとも思えない。

「そん、な、いきなり言われても」

　再会に次いでプロポーズまで。

　驚きすぎて、オーバーヒート状態の頭で言葉を絞り出してそれだけ伝えると、いち君は微笑んで唇を動かした。

「じゃあ、結婚したくなるように頑張るから、これからチャンスをくれないかな」

「チャンスって……？」

　彼の言葉の先になにがあるのか。首を傾げれば、柔らかな風が吹いてワンピースの裾を揺らした。

　それは陽の光を浴びて茶に透けたいち君の髪も、ゆるゆるとなびかせる。

　斜めに流れる前髪の下で、私を見つめる二つの瞳を楽しそうに細めると、彼は提案した。

「君と会うチャンス。俺を好きになってもらいたいから、お互いをよく知るためにたくさんデートしようっていうことだよ」

　ああ、そうだった。

　いち君は昔から、穏やかな口調に似合わず強引なところがあったと、その有無を言わせない笑顔を見ながら、ため息を零したのだった──。










情熱に戸惑って




　一夜明けて──。

　私は目覚めてからの大半を、ベッドの上で過ごしていた。

　昨日のいち君との再会が頭から離れない。

『週に一度、デートをして俺の本気を確かめてもらいたいんだ。努力するから、君も少しだけ俺のために協力してくれると嬉しいんだけど……』

　どうかな、と頼まれて、私が仕方なく承諾すれば、いち君はふわりと笑った。

　甘く、心をとろけさせるような笑みに、否応なしに胸がときめいて、同時に懐かしさが込み上げたのを思い出す。

　この笑顔が好きだったな、と。

　私は、ぼんやりと天井を見つめながら、突然迎えた別れの日をまぶたを閉じて回想する。




　中学三年生の一学期も終わる頃。

　受験が本格化する前に、彼は転校した。

　いち君と仲がよかったはずの私はなにも聞かされてなくて。

　彼と同じクラスだった親友からその事実を聞いて呆然とした。

　けれど、後に思ったのだ。

　いなくなる前の彼は少し変だったと。

　頻ひん繁ぱんにデートに誘ってくれたかと思えば、いきなりタイムカプセルを埋めようと提案してきたり。

　卒業の時にみんなで埋めるでしょうって首を傾げた私に、いち君は言った。

『二人だけの思い出を、未来に届けたいんだ』

　二人だけという響きにドキドキしながら頷いて、私たちは専用のカプセルにそれぞれの品を入れて土の中に埋めた。

　そうして、別れ際。

『いち君、また明日ね』

　家に入ろうと踵きびすを返した私を、彼の声が呼び止めた。

『沙優』

　足を止めて振り返ると、彼はなぜだか泣きそうな笑顔を浮かべて、私を引き寄せると抱き締めた。

　ふわりと感じるお日様のような匂いを間近に、ドキドキと暴れる胸の内。

　突然すぎる展開に身動きが取れずにいたら……。

『このまま二人で、どこか遠くに行こうか』

『え……？』

　切せっ羽ぱ詰つまったような苦しそうな声が聞こえた。

　なにかあったのかと心配する気持ちと、大好きな人に初めて抱き締められた驚きに鼓動を高鳴らせていた私は、戸惑いながらも彼の背中に手を回そうとして……。

『ごめん……急に変なこと言って』

　彼が離れ、私の両手は行き場を失った。

『なにかあったの？』

『……大丈夫』

　まったく大丈夫じゃない顔で笑ういち君は、中学二年の春、彼のお母さんが亡くなった時のような表情をしていた。

　結局、なにも聞けないまま私たちはその日別れて──翌日。

　転校を知った私は、いち君と連絡が取れなくなって呆然としたのだ。

　母に、半泣きでどうにか会えないのかと尋ねても、首を横に振られた。

　私の母は、いち君と私の仲がよかったこともあって、いち君のお母さんの生前は親同士の交流があったのだけど、この頃には東條家との繋がりはなくなっていた。

　友達も先生も、いち君の行方を知らない。

　泣いて、泣いて、なにもわからず泣き暮れて。

　ただ、ひとつだけわかるのは、デートをしたのもタイムカプセルを埋めたのも思い出作りだったのだろうということ。

　けれどその数年後、タイムカプセルを埋めた公園は更地にされたあとにマンションが建てられ、二人の思い出は跡形もなくなった。

　行き場を失くした私の恋心と共に消え去ってしまった。




「ほんと……いきなりどうしちゃったのかな……」

　ため息のあとに零した声が私しかいない空間に溶けて消える。

　ふと、枕元に置いてあったスマホが震えたので手にすると、母からのメッセージが表示された。

【誕生日プレゼント送るから、他になにか必要なものがあれば教えて】

「……誕生日って、まだひと月以上先じゃない」

　思わず笑ってしまう。

　再来月の八月で、私は二十八歳になる。

　就職して実家を出てから、毎年誕生日にプレゼントを贈ってくれる両親。

　今年もリクエストがあればと聞いてくれるのはありがたいけれど、正直、今はそれどころじゃない。

　いち君とのことで頭がいっぱいだ。

　……と、そこまで考えて、あの頃心配して見守っていてくれた母には彼のことを報告しておこうと思った。

　返信ボタンをタップして、メッセージを作成する。

　プレゼントは考えておくと書いたあとに、【いち君と、偶然再会しました】と。

　すると、すぐに返信が来た。

【相変わらずイケメンだった？　会えてよかったわね】

　まずは外見の確認をする母の言葉に思わず笑ってから、最後のメッセージに頬を緩める。

　そう。ずっと、会いたいと思っていた人だった。

　彼がいなくなってからの娘の様子を知っている母からすれば、やはり喜ぶべき再会なのだろう。

　けれど、私が素直にそう思えないのは、彼からなにも聞かされず離れ離れになったことが、今でも心の中でしこりとなっているからだ。

　とにかく、これから何度か会ってから考えようと思い至った直後、玄関のチャイムが鳴って来客を告げる。

「真山さん、お届けものです」

　私は起き上がり、薄手のパーカーを羽織ると印鑑を手にしてドアを開けた。

　──瞬間、眼前に飛び込んできたのは白色の花束。

「東條様からです」

　……東條って、いち君……だよね。

　昨日、別れ際に住所を聞かれたのは、このためだったのかな。

「こちらに受領印をお願いします」

　配達してくれたお花屋さんに促され印鑑を押せば、花束が手渡される。

「これは……なんていう花なんですか？」

　変わった花だったので思わず尋ねると、お花屋さんの女性は微笑んで教えてくれた。

「ブーゲンビリアという名前ですよ」

　ブーゲンビリア、と繰り返して花を観察すると、女性が「変わった形の花ですよね」と声にして、私は頷く。

　確かに珍しいのだ。

　まず、ほとんど香りがない。

　それからもうひとつ。

「花の中に花がある……んですかね、これ」

「それ、外側は花びらじゃなくて葉っぱなんです。中で小さく咲いているのが花なんですよ」

「へぇー！」

　内側の小さな花と同じくらい白いから、てっきり花弁だとばかり思っていたけど、まさかの葉っぱだったとは。

　驚きながらも感心していれば、お花屋さんは「ちなみに、花言葉も素敵だからぜひ調べてみてくださいね」と言い残して帰っていった。

　私は数秒、腕の中のブーゲンビリアを見つめてから扉を閉める。

　……花言葉？

　そういえば、いち君は花が好きだった記憶がある。

　大きなお家の広いお庭に温室があって、中学の頃は遊びに行くと彼はいつもそこに入り浸っていたっけ。

　ガラスで覆われた温室の中、ガーデンテーブルに飲み物を置いて、本を読んでいたいち君。

　私も一緒に座りながら頬杖ついて、読書をする彼に話しかけていた。

『ごめん沙優、今いいところなんだ』

　そんな風に言って、かまってくれない時はわざと大きな声でいち君の名前を呼んで。

　彼はそんな私を邪険にすることなく、『仕方ないな』って本を閉じて笑ってくれた。

　懐かしい光景を思い出しながら、さっそく花言葉を調べてみようと、丸いテーブルの上に花を置いた時だ。

　花を包む透明なフィルムの外側に、ブーゲンビリアと同じ白色の封筒が添えられていることに気づいた。

　手に取ってみると、封筒の右下に【いちより】と書いてある。

　やっぱりいち君だったと思いながら、封を開けて中に入っている手紙を広げた。

　そこには、いち君の綺麗な文字が連なっている。





＊　＊



　Ｄｅａｒ 沙優

　昨日は久しぶりに君に会えて嬉しかった。

　この手紙と一緒に送った花は南国が原産地なんだ。

　実は、花言葉が俺の気持ちにピッタリだったから選びました。

　もし気になったら調べてみてほしい。

　来週また会えるのを楽しみにしています。

　Ｆｒｏｍ いち


＊　＊






　調べて、ということは、いち君は恥ずかしいからあえて花の名前は言わなかったのかな？

　いや、そうであれば花言葉の話題は出さないはずだ。

　つまり「俺の気持ちが気になるなら探して調べてね」ということだろう。

　……なんてずるい人だ。

　いち君のような人にそんな風に言われて、気にならない女性がこの世の中にいるだろうか。

　まして、私にとっては初恋の人。気になるに決まってる。

　私は手紙をテーブルに置くと、代わりにスマホを手に取った。

　そして、検索を始めようとインターネットの画面を開いたところで、彼のもうひとつのずるさに気づく。

　花言葉を調べようとしている今この時、私の頭の中にはいち君の存在がある。

　つまり、無意識に彼のことを考える時間になっているのだ。

　これは意図的なものなのか。

　もしかしたら、そこまで考えてはいないのかもしれない。

　けれど、どうにもそう思えてしまうのは、彼は昔からいい意味で人をたらし込むのがうまいからだ。

　礼儀正しく振る舞い、微笑みながら何事も有利に進める。

　中学の時は、先生たちもいち君の話にはよく耳を傾けていたのを思い出す。

「この手紙も花も、罠わなだったりして……」なんて、人聞きの悪い言い方をしてから「あ！」と声を上げた。

　花はさておき、手紙自体は罠でもなんでもなかった。私は、中学の頃から時々、いち君から手紙をもらっていたのだ。

「確か……実家から持ってきてるはず」

　呟いて、クローゼットの扉を引くと、下段の奥のほうにしまってある三十センチほどの収納ボックスを取り出した。

　滅多に開けることのないこの箱の中には、子供の頃から大切にしているものが入っているのだ。

　蓋を開けると、さまざまなものが所狭しと並べられていて、私は端のほうで束になっている手紙を手にした。

　これは、すべていち君からの手紙だ。

　バレンタインデーにあげたチョコレートのお返しに、キャンディーと一緒に渡されたメッセージカード。いち君の『ありがとう』という言葉をいつでも見返せるそれが、当時、彼に恋していた私にはとても素敵なものに見えて。

『メッセージカードって、普段もらうことないからすごく嬉しかった』

　いち君にそう伝えたら、彼ははにかんで言った。

『それなら、これから沙優にはたくさん手紙を送るよ』

　──年賀状、クリスマスカード、バースデーのメッセージ。

　なかなか会えない夏休みには、暑中見舞いも送ってくれた。

　そして、その返事を書くのに毎回うんうん唸っていた私。

「懐かしい……」

　いち君からの手紙を一つひとつ手に取って、最後にもらった一枚をそっと開いた。

　そこには優しくて丁寧な字で期末テストのことが書かれていて、そして──。

【追伸　夏になると沙優に会えなくなる。寂しいな】

　当時、私はこれを大げさだな、なんて思いながらも会いたいと思ってくれていることを喜んでいた。

　そして受験生だから、塾の夏期講習が忙しくなるけれど、会う時間は作れるよといち君に伝えたのを覚えている。

　その時、彼がワンテンポ遅れて、寂しそうに頷いたのも。

　私が気づかなかっただけで、いち君は教えてくれていたのだ。

　自分が転校していなくなってしまうことを。

　この手紙を何度も読み返しては後悔した。

　だから、涙で濡らしてしまって文字がにじんでいる所もある。

　いち君の手紙は、彼との大切な思い出だ。

　彼がしたためてくれた言葉を、私はずっと捨てることができなかった。

　過去の手紙に思いを馳せ、今日届いた手紙をもう一度読み返して……悩む。

　あの夏の日、会えなくなって、私の初恋は終わった。

　さんざん泣いて二度と会うことはないだろうと諦めて、別の人と付き合ってみたりもした。

　だけど、いつもどこかで隣にいる人といち君を比べてしまっていた。

　それでも、時間が経てば吹っ切れるだろう。いち君を忘れさせてくれる他の誰かと結婚すれば、めでたしめでたし……。

　そのはずだったのに。まさかまた、会えるなんて。

　しかも。

『沙優、俺と結婚してほしいんだ』

　衝撃的な展開で。

　嬉しくないわけじゃない。

　長い年月をかけてようやく諦めただけに、どうしたらいいのかわからないのだ。

　それに、いち君はずっと音信不通だった。

　怒っているわけではないけど、結婚を申し込むくらいならちゃんと理由を説明してほしいと思う。

「……返事、書いたほうがいいのかな」

　正直、手紙をもらうのは好きだけど、書くのは苦手なので悩んでしまう。

　私は昔から自分の気持ちを表現したりアピールしたりするのが苦手。

　文例のある形式的なものであれば難しくはないけれど、友人や家族に宛てるとなるとなにをどう書いていいのかわからない。しかも相手は、いち君だ。

「……とりあえず、花言葉を調べようかな」

　独りごちて、私は再びスマホを手にする。検索すると、探していた花言葉はすぐに見つかった。

　花の名前と写真が掲載されたページの下のほう。

　花言葉と記載された横に表示されたそれは……。

【情熱】【あなたは魅力に満ちている】【あなたしか見えない】

　どれも恥ずかしくなるものばかりで。

　とてもじゃないけど、花言葉を調べましたなんていち君には言えそうになく。

　結局、手紙は書かずに昨日交換したアドレスに感謝のメッセージを送った。

　あえて花言葉については触れずに……。










触れる手、未体験




　高く澄み渡る青空の下。

　まだ太陽がてっぺんに上りきらない時刻でも、休日の駅前広場はすでにたくさんの人で賑わっている。

　いつもなら、貴重な休日は家でまったりしているのだけど、今日は違った。

　昨夜、一時間近く悩んだ末に決めたシフォン素材のプリーツワンピースを着て外出している。

　なぜなら。

「……あ、いち君発見」

　今日は、いち君との久しぶりのデートの日だから。

　いち君はまだ私には気づかず、視線を街頭の大型ビジョンに向けているようだ。

　私はそっと深呼吸する。

　デートなんて何年ぶりだろうか。

　しかも相手がいち君ということに緊張していれば、ふと心地いい風が吹いて、心の強張りをほぐすように私の頬を撫でた。

　それは私を待ついち君の髪も柔らかく揺らす。

　彼の指が少し乱れた髪を直すように動いた時、周りにいる女性たちの視線がいち君に集まっていることに気づいた。

　昔からそうだ。

　その顔立ちのよさと、モデルのようなスタイルに女性は自然と目を奪われる。

　中学生の頃は、彼の隣に立っているだけで睨まれたことがあるくらい、いち君ファンは多かったものだ。

　清潔感のある白いシャツに細身のデニム。

　羽織っているジャケットは体のラインにほどよくフィットしたカジュアルなデザイン。

　とくに目立つようなコーディネートではないけれど、彼の持つ魅力に視線を惹きつけられてしまう。

　意を決して歩みを進め彼に近づいていくと、気配に気づいたのかパッとこちらに振り向いた。

「沙優！」

　ニコリと微笑んだ彼に、密かに胸を高鳴らせつつ「待たせてごめんね」と伝えて。

　するといち君は軽く頭を振って「ぜんぜん待ってないよ」と言う。

「それじゃ行こうか」

　大きな手のひらが、私へと伸ばされる。

「え？」

「デートなら手を繋がないと」

「て、て、手を？」

　確かに恋人同士のデートならそうだろうけど、私たちは久々に再会した幼馴染だ。

　相手はいち君だし嫌なわけではない。

　でもプロポーズのこともあり、どう応えればいいのか悩んでいると、ふと中学の時に手を繋いだことを思い出す。

　それはスケートリンクでだったり、躓つまずいて転んだ私を笑いながらだったりと、本当に些さ細さいなきっかけで繋ぐというもの。

　カップルとして繋いだわけではないけれど、彼の手がこちらへと差し伸べられるたびに私はドキドキしていたのだ。

　繋いだ手から、好きっていう気持ちが伝わってしまったらどうしよう、なんて考えながら──。

　大人になった今、久々に手を繋ぐという展開に動揺を隠せないでいると、節くれだった綺麗な手が少し強引に重ねられる。

「これならはぐれる心配もないし、俺も嬉しいし一石二鳥だな」

　はにかみ、引き寄せるようにして歩き出したいち君。

　彼にならい私も足を進める最中、戸惑いつつもやっぱり少し嬉しくて、そっと手を握り返した。

　そうすれば、いち君は嬉しそうに破顔して「今日は港の公園でゆっくりしようか」と行き先を口にする。

「うん」と頷いたけれど、実はほとんど生返事だ。

　手のひらから伝わる彼の体温にドキドキして、手汗をかきそうなくらい。

　──いつか、いち君とデートをして手を繋いで歩きたい。

　過去、彼に恋して願っていたことが、今現実となっている。

　だけど隣を歩く彼はあの頃よりも背が高くなっていて、いち君だけどいち君じゃないような不思議な感覚だ。

　未だ、この状況に順応できずぎこちない視線をいち君に送ると、彼もまた私の姿を瞳に捉える。

　そして、わずかに揺らいだと思えば。

「本当に、ずっと沙優に会いたかったから、こうしてるのがなんだか夢みたいだ」

　柔らかい声で、目を細め甘くはにかんだ。

　直後、カッと頬に熱が集まり、私はとっさにそれを隠すよううつむく。

　ずっと、だなんて。

　そんなこと言われたら期待してしまう。

　彼は昔から、私を想っていてくれたのでは、と。

　でも、いきなり姿を消して、十年以上、音沙汰もないことを考えれば、それはありえないだろう。本当に好きなら、メールの一通くらい寄越すはずだ。

　浮かれちゃ、ダメだ。

　これはリップサービス。

　変に勘違いして、また辛い思いをすることになったら……。

　あの苦しい日々を思い出した私は、振り回されないようにと心を落ち着ける。

　普通に、仲のよかった幼馴染として落ち着いて会話をすればいいのだ。

　私はうつむいた顔を上げて笑みを浮かべる。

「私も、同じ気持ちだよ」

　少し気恥ずかしくもあったけど、正直に口にすると、いち君は嬉しそうに頬を緩め、ほんのりと耳を赤く色づかせた。

「嬉しいな」

　そう言って、握り締めている手に再びキュッと力を込める。

　どうしよう。

　いち君って、こんなに積極的だっただろうか。

　振り回されないようにと自戒したばかりなのに、もうほだされそうだ。

　その後、彼のアピール攻撃を受けながらたどり着いた港の公園。

　海辺に広がる公園を潮風を浴びながら散歩し、海をまたぐようにかかる橋を眺めつつ話す内容は、当たり障りのないものばかり。

　今、どんな仕事をしているのかとか。最近見た映画の話とか。

　一番気になっていた、いち君が転校することを黙っていた理由を聞き出すことはできず、結局絞り出せたのは名前にまつわること。

「ねえ、小学生の頃、私がいち君の名前を間違えて呼んでたことに気づいて謝った時、いち君はそのまま呼んでって言ってくれたでしょ？　どうして直さなかったの？」

　今さらながらに問いかければ、いち君は甘くて優しい笑みを浮かべる。

「特別な感じがしたから、かな。俺を〝いち〟って呼ぶのは、世界で君だけなんだ」

　世界で君だけ、なんて。

　そんな風に言われて嫌な気持ちになるわけもなく。

　けれどどう答えていいかわからずにいたら。

「そろそろお昼ごはんにしようか」

　微笑みながら、いち君は私の手を引いてすぐ近くの芝生に移動した。

　そして、持っていたトートバッグからレジャーシートを取り出して敷く。

「わ、準備がいいね」

「今日はここでのんびり過ごすつもりだったんだ。さあ座って」

　促され、空の色に似たレジャーシートの上に座ると、いち君も私の隣に腰を下ろしてあぐらをかいた。

　次いで、またもやトートバッグの中に手を入れる。

　現れたのは、風呂敷に包まれた四角いもの。

　まさかと目を見張ると、いち君はニコニコしながら包みを解いて……。

「はい、お弁当作ってきたよ」

　二段になっている重箱の蓋ふたを開けた。

　色鮮やかな料理……と思われるものたちを見て、ああ、やっぱりと苦笑してしまう。

　いびつな形に握られたおむすびに、なにかのキャラクターにでもしようとして失敗したと思われる、崩れたおいなりさん。

　お弁当の定番である唐揚げは、これでもかというぐらいに焦げている。

　むしろ唐揚げと呼べるのかわからないレベルだ。

　救いなのは、彩りに入れられているプチトマトとブロッコリーは調理されていないこと。

「す、すごい！」

　ここだけ中学の頃から成長してないって、本当にすごい。

　とは言わず、とりあえず褒め言葉としてもとれるコメントを口にする。

　いち君は、ほとんどなんでも完璧にこなすけれど、実は料理だけはダメなのだ。

　家庭科の実習でもいち君のグループからは悲鳴が上がっていた。

　ご飯を炊けば、水分が多すぎてベタベタにしてしまうし、砂糖と塩を間違えてとんでもない味になったり、隠し味だと言って余計なものを入れたり、あまりのひどさに彼に任せてはいけないと、先生がつきっきりで監視するようになったくらい。

　私の言葉に気をよくした彼は、瞳を輝かせて「少しは上達しただろ？」なんて満面の笑みを浮かべる。

　これにはもう笑って対応するしかない。

　それにしても、荷物が多いなとは思っていたけど、正体がお弁当だったとは。

　まあ……私のために頑張ってくれたんだろうなと思うと無下にはできず、箸を手に取って「いただきます」と手を合わせた。

　いち君も私に続いて箸を持つ。

「そういえば、沙優にお弁当を作る話をしたら美み波なみに止められたんだ」

　それは正しい行動ですと心の中で突っ込んでから、私は美波と呼ばれた彼と歳の離れた妹のことを思い出した。

　おてんばな美波ちゃんは私を〝さーちゃん〟と呼んで、彼の家に行った時は一緒に遊んだっけ。

「美波ちゃん！　懐かしいな。元気にしてるの？」

「元気だよ。今は大学生活を満喫してる。飲み会があると、迎えに行かされるんだ」

　いち君によく甘えていた美波ちゃんの姿を思い出して、変わらないんだなと思わず笑ってしまう。

「美波も沙優に会いたがってるよ。君のこと大好きだったからね」

「私も久しぶりに会いたいなぁ。よろしく伝えてね」

「ああ、伝えておく。きっと喜ぶよ」

　笑顔で応えた彼に食べてみてと勧められ、私は覚悟を決めて真っ黒な唐揚げをひと口。

　やはりというか、予想通り苦い。

　食べられないことはないけれど、もはやこれはただ炭だと思えてくる。

　昔の私ならいざ知らず、再会して最初のデートでダメ出しはさすがに傷つけてしまうかもと思い、とりあえずおむすびを食べて笑顔を作った。

　こちらは形がおかしいだけで味は普通の塩むすびだ。

「私、おむすび好きなの。作ってくれてありがとう」

　唐揚げのことには一切触れずにお礼を言うと、いち君は胸を撫で下ろして微笑んだ。

　そして、自分はトマトを食べると私を見つめる。

「どうかな？　旦那さんとしてポイント高い？」

　いやいや、旦那さんポイントなら間違いなくマイナスだよ。

　でも、彼が朝から一生懸命頑張ってくれたことが嬉しいから。

「高得点です」と伝えると、彼は満足げに頬を緩めた。




　太陽の光を受けてキラキラと輝く海を眺めながら、お礼にもならないけど、近くのコーヒーショップで買ったアイスコーヒーを堪能している私たち。

　最初はぎこちなかった空気も、今は和らいでいる。

　いち君は、お父さんの会社を継ぐために頑張っているのだと今しがた語ってくれたところだ。

　ただ、その表情に楽しさや輝きがないことが少し気になった。

「お仕事、大変なの？」

　大変じゃない仕事はないことは百も承知だ。

　次期社長となれば私が想像するよりも遥かに苦労も多いだろう。

　けれど、彼は昔から微笑みの下に痛みを隠す人だから、思わず心配になって尋ねてしまった。

　すると、やはり彼は「大変だけど、楽しいよ」と笑みを浮かべ視線を逸らす。

　そして「今の仕事は好きだしね」と明るい表情で告げた。

　言葉に嘘はなさそうで、それならなにが彼を苦しめているのかと思案していたら。

「そういえば、この前展示されてた天使がモチーフのテキスタイルは誰のデザイン？」

　展示会の話題に切り替えられた。

　あまり触れられたくないのかなと思い、私はあえてその話に乗る。

「あれは私の作品だよ」

　以前、リップバームのパッケージデザインの依頼を受けていくつか制作したものの、コンセプトから少し外れてしまうからということでボツになったものだ。

　けれど、ありがたいことにクライアントからの評価が非常に高かったので、今回出展させてもらった。

「……そう、か。本当に、運命としか思えないな」

　零すように声にして、彼は水色の空へと視線を投げる。

　そして──。

「うん。決めた！」

　口元に弓を引く。

「なに。なんで笑顔なの？」

　なにかよからぬことを考えているのではと勘ぐり尋ねるも、いち君はちらりと私に視線を寄越し、笑みを深めただけで。

「うん。ちょっと思いついて。楽しみにしてて」

　なんだか怪しげな反応を返された。

　とりあえず、なにが起こっても驚かないように心の準備だけはしておこう。

　氷が溶けて少し薄くなったアイスコーヒーを飲みながら、そうひっそりと決めたのだった。










美しい策略家




　再会して初めてのデートの翌日、いち君からまた花束と手紙が届いた。

　今度の花は、下向きに咲く黄色い花びらのクレマチスだ。

　これは、私が知っていたわけじゃない。

　いち君からの手紙に花の名前が堂々と書いてあったのだ。

　その花言葉を意識せよと楽しむかのように。





＊　＊



　Ｄｅａｒ 沙優

　昨日はありがとう。

　思い出してみると、ちゃんとしたデートなんて初めてだね。

　次も喜んでもらえるように頑張るよ。

　プレゼントの花はクレマチスといいます。

　今回も花言葉にメッセージを込めたんだけど、気に入ってくれるといいな。

　それから聞きそびれたけれど、この前の花言葉はわかりましたか？

　わからなかったらいつでも聞いてください。

　それでは。

　Ｆｒｏｍ いち


＊　＊






　いち君にお礼のメッセージを送る時、ブーゲンビリアの花言葉については【ごめんね。まだ調べられてないんだ】と、書いて誤魔化した。

　どこまで本気なのか、気持ちをストレートにぶつけたようなあの花言葉に対して、どんな反応をしていいのかわからないのだ。

　これは相手がいち君だからというのもある。

　もし彼以外の相手であれば、うまくあしらうことができたかもしれない。

　もっと恋愛上手になりたいなと、ため息を吐いてからクレマチスの花言葉をインターネットで検索して調べたところ、花言葉は【策略】。

　いち君はデートの時に『楽しみにしてて』なんて言ってたけど、一体なにをするつもりなのかと、心の片隅に不安を覚えた。




　三日後。昼休みが終わり、満腹感から生まれる眠気と闘いつつ、パソコンとにらめっこしていた午後のこと。

「いやいや、これはまたとんでもない男前で！」

　爽やかな笑顔を携えながら現れたのだ。

「恐れ入ります。金かね子こ社長も、そのお召し物と合わせた眼鏡が素敵でいらっしゃいますね」

「おお！　気づいてくれましたか！　実はこれ、コーディネイトを意識してまして。東條さん、さすがですな」

　上品な光沢のあるスーツをバッチリと着こなした、お仕事モードのいち君が、私の職場に。花言葉の答え合わせの時間は、突然やって来た。

　豪快に笑いながら喜ぶうちの社長に向けていた彼の視線がちらりと私を捉える。

　そして、意味ありげに浮かべていた笑みを深めた。

　不覚だ。

　いち君が御曹司であることは知っていた。

　デートした時も、彼はお父さんの会社を継ぐために頑張っていると。

　そして、最近は会社が扱う商品の勉強のために企画部に移動したとも話していた。

　いち君のお父さんは化粧品会社を経営している。

　それは小学生の頃に母から聞いていて覚えていたけど。

「こんな利発なお方が後継者なら、『明めい倫りん堂どう』も安泰ですな！」

　まさかいち君が、国内シェアナンバーワンと言われている明倫堂の御曹司だったとは。

　彼は自分の父親のことをあまり話したがらなかったから、私も深く追及したことはなかった。

　というより、彼がどんな家柄なのかなんて気にしたこともなかった。

　そういえばお家がかなりの豪邸だったな、とか。

　いち君の家にあるものは明倫堂の物が多いな、とか。

　今さらながら思い出して、心の準備をしていたはずなのに、いともたやすく乱されている。

　でもまあ、この程度のサプライズならば驚きはしたものの、楽しめる範囲──。

「社長、今日はご挨拶とは別に一件ご相談がありまして」

「なんですかな？」

「彼女に、弊社の新作のパッケージデザインをお願いしたいんです」

　では済まなさそう！

『彼女』と口にしたいち君が、優雅に手のひらを伸ばした先にいるのは、私。

　ミーティング用のテーブルに案内されたいち君は、ビジネスバッグから企画書を取り出して社長に説明している。

　明倫堂で人気のコスメブランド『シャルマント』。

　フランス語で〝魅力的〟という意味なのだそうだ。

　今回は、その新作となる口紅のパッケージデザインの依頼らしい。

　コンセプトは〝唇にプロポーズ〟で、魅力的な唇になれるという意味が込められているとのこと。

　納期は二ヶ月後。

　わりとゆったりしたスケジュールなので、じっくりとデザインを考えられるのはありがたい……ことなのだけど。

「ご依頼はとても嬉しいですが、なぜ真山に？」

　驚き目を丸くした社長は首を傾げて問いかけている。

　当然だ。

　きっといち君は、仕事でも繋がりを作ってアピールポイントを用意したいのだと、予想したのだけど。

「展示会で拝見した彼女のデザインが、イメージにピッタリだったからです。彼女が手がけた商品はターゲットの心をしっかりと掴んで、評判もいい。なにより、時を経ても愛されるような魅力が感じられます」

　驚くほどに、彼は真剣な瞳で私の作品を褒めてくれた。

　それに乗っかり、社長もうんうんと頷く。

　これは……素直に嬉しい。

　いち君が私のデザインしたものをそんな風に思ってくれていたなんて。

　明倫堂という大手からの依頼。

　プレッシャーも大きいけれど、とてもやりがいのある仕事だ。

　サプライズは困るけど、詳しく話を聞いてみたいなと考える私をよそに、二人は話を進めていく。

「彼女には私も期待してるんですよ」

　社長が言うと、いち君がニッコリと微笑む。

「それは喜ばしいですね。実を言いますと、彼女は近々、私のお嫁……」

「あー！　お、幼馴染！　実は私たち、幼馴染なんです！」

　私は余計なことを言われないようにと、急ぎ立ち上がっていち君の言葉を遮さえぎった。

　私の慌てっぷりを見て、いち君はクスクスと肩を揺らして笑っている。

　これは……からかわれたのだろうか。

　私のリアクションを予想して、わざと自分の嫁になるとかって口にした？

　そうですか。

　そっちがそのつもりならばと、私は佇まいを直してニッコリと笑んだ。

「お断りします。どうぞ私よりも優秀な方がこの事務所にはたくさんいますので、別の方にお願いしてください」

　からかういち君に、お仕置きも兼ねて抵抗しようと続けるはずの声は、デスクに向き直ったところで制された。

　いつの間に私の隣まで来ていたのか。

　ほのかに甘く爽やかなフローラルの香りを連れて、いち君は私の肩を掴むと耳元に唇を寄せて囁く。

「受けてくれないなら、沙優は俺の花嫁だって言うけどいい？」

　声と共に漏れる吐息が耳をくすぐり、私は少し距離を取るように体を捻る。

「ず、ずるい！」

　声をひそめて抗議するも、彼は余裕の表情で小さく笑うだけ。

「そうだよ。俺は、君のことになるといくらでもずるくなれるんだ」

　覚悟してて。

　そっと囁かれて、怒るどころか頬を染めてしまった私を見て、いち君は少し嬉しそうに微笑んだのだった。




　──結局、いち君からの仕事を引き受けることが決まり、後日打ち合わせをすることになって。

「はぁ～……疲れた」

　会社のみんなに根掘り葉掘り聞かれた私は、仕事がはかどらず、いつも以上の残業になり、足を引きずるようにして帰宅した。

　お気に入りのリボン付きパンプスを揃えることもせず脱ぎっぱなしにし、鞄をダイニングテーブルに置くと、そのままベッドにダイブする。

　スプリングが軋きしんだ音を立てながら体を受け止めて、私はうつ伏せの状態でため息を零した。

　いち君が帰ったあと、本当に大変だったのだ。

『ただの幼馴染には見えない』

『実は御曹司と付き合っているんじゃないか』

『白状しちゃいなさい』とせっつかれて。

　社長に至っては『これでうちには明倫堂の仕事がたくさん入るな』なんて、本気とも冗談ともつかないことを口にする始末……。

　実はプロポーズされているなんて言えるわけもなく、私はひたすら小学生の頃からの付き合いですと苦笑いしてかわし続けたのだ。

　それにしても……。

『俺は、君のことになるといくらでもずるくなれるんだ』

　ずるくなれる、なんて。

　耳元で吐露された言葉は一途さをアピールしていて、今思い出しても気恥ずかしい。

　だけど、やはり腑ふに落ちない。

　十二年も経って、いきなり現れて。

　なぜ、私と結婚したいのか。

　やっぱり思考はそこに戻る。

　きちんと聞くべきだろうけど、はぐらかされるような気もして。

　ベッドサイドテーブルには、策略をほのめかしていたクレマチスの花が、我関せずと下を向いて咲いている。

　それをぼんやりと眺めていると、【今度の土曜日は楽しもう】というメッセージがいち君から届いた。

　確かに……せっかくの休日は楽しく過ごしたい。

　でも、少しくらい文句も言わせてもらいたいところだ。

　それと、プロポーズの理由は知っておかないといくらデートを重ねても納得はできそうもないから。

「タイミングを見計らって、今度こそ聞いてみよう」

　独りごち、疲れた体を起こすとお風呂場へ足を運んだのだった。










空白のケア




　悔しい。

　彼がハンドルを握って運転する姿を助手席から盗み見て、密かに唇を尖らせる。

　二回目となるデートという名の結婚プレゼンテーションは、夜の遊園地で行われることになった。

　迎えに行くよと言われて、夕刻、約束の時間にアパートの外で待っていた私の前に現れたのは、丸く愛あい嬌きょうのあるヘッドランプが印象的な白いオープンスポーツカー。

　ルーフは閉じているけど、運転席にはいち君が乗っていて、こちらに軽く手を振った。

　彼はエンジンを止めると、わざわざ車から降りてきて、挨拶もそこそこに助手席のドアを開ける。

「どうぞ、お姫様」

　アイドルのようなキラキラスマイルで言う彼はまさに王子様。

　白い車はまるで白馬のよう。

「隣に沙優が乗ってるの、なんだか変な感じがするな」

　はにかむいち君のハンドルさばきは滑らかで。

　ブレーキも丁寧で彼らしく。

　夕暮れのオレンジ色に照らされ、前方を見つめるその横顔もかっこよくて。

　どこまでも完璧で、悔しかった。

　揚げ足を取ってやろうとか、そんなつもりはないけれど、なんでもそつなくこなす彼が逆に心配になるというかなんというか。

　いや、料理のことはまあまあ問題か！

　むしろ、欠点があるからこそ親近感も湧くというか、可愛いななんて思ったりして……って、それでどうするというのか！

　いいなって思えたら、めでたくゴールイン!?

　いやいやいや。

　いくら好きだった人でも、親近感が湧いただけでは結婚はできない。

　じゃあ、なぜ私はそんな風に思うのだろう？

　……考えて、気づいた。

　いち君と私の間に、壁があるように感じるからだと。

　結婚したいと口にする彼は、十二年間、まったく音おと沙さ汰たのなかった人だ。

　当然、その間にいち君はいろいろと経験して生きてきたわけで、私も然しかり。

　会えずにいた年月は長く、あの頃には確かにあった親しい空気感を薄くしてしまった。

　変わらないと思う部分は多くあっても、私たちはもう、あの頃とは違う。

　突然の別れを経験したからこその微妙な距離感が、切ない。

　本当はいち君と近づきたいのだ。

　あの頃のような二人を取り戻したい。

　そんなことを考えつつ、「仕事のこと、本当に驚いたんだから」と先日彼が会社に訪れた際のことを口にすると、いち君は「楽しんでもらえた？」と笑う。

　あれで楽しんでたように見えるならいち君の目はどうかしてる。

　でも、彼のくれた言葉は私にデザイナーとしての自信を与えてくれた。

　同時に、プレッシャーも。

「いいデザイン、作れるかな」

　思わず弱音を吐いてしまうと、いち君の大きな手がポンと私の頭を撫でる。

「大丈夫。俺は、仕事には自信を持ってるんだ。それに、人を見る目もね」

　もしも不安になったらいつでも相談に乗ると励ましてくれた彼に、またもやときめかされたりしながらも、無事に目的地に到着した。

「わぁ、遊園地なんて久しぶり」

　陽が暮れてきているとはいえ、園内はそれなりに混んでいるようで、アトラクションのＢＧＭに賑やかな声が重なって聞こえてくる。

　大人になると、特別遊園地に行きたいとは思わなくなるけれど、実際に訪れてみるとテンションが上がるというもの。

　ましてや、夜の遊園地はライトアップもされていて格別の印象だ。

　心弾ませながら、まずは食事に向かおうと提案したいち君が意外なことを口にする。

「俺は初めてだよ、遊園地って」

「えっ！　初めてなの!?」

　元々、遊園地ではしゃぐような人ではないけど、それにしても意外で目を丸くした私に、いち君はさも当たり前だというように頷く。

「そうだよ、初めて。覚えてないかな？　中学の時、君が誘ってくれたの。チケットくれただろう？」

　チケットと言われて、私は一気に思い出した。

　確かに誘った。

　いち君のお母さんが亡くなる少し前。

　気落ちしているいち君の気晴らしになにかできないかと考えていた時、父から遊園地の招待券をもらったのだ。

　お母さんが大変な時にどうなんだろうと悩みもしたけど、なにか力になりたくて。

『二枚あるから、気分転換に行かない？』と誘った。

　いち君は喜んでくれたけど、結局、その翌週……。

　いち君のお母さんの容態が急変して入院。

　ひと月も経たず、他界してしまった。

　なので、遊園地のチケットを使うことはなかったのだけど……。

「あれから行く機会、なかったの？」

「あったよ。でも、沙優と約束してたし二人で行きたかったから、誘われても行かないようにしてたんだ」

　約束って言っても、日程さえ決めていないものだった。

　それを私と行きたかったから……って。

「本当に？」

「本当だよ」

「会わなかった間も？」

「会わなかった間も」

　おうむ返しに答えたいち君は微笑んでるけど、私は彼の隣で複雑な気持ちを抱えていた。

　私と行きたいと、そう思ってとっておいてくれたと言うなら、どうして転校したあとに一度くらい連絡をくれなかったのか。

　……なんて、鬱うつ々うつとしてもしょうがない。

　気持ちを切り替えよう。

　せっかく楽しい場所に来たのだ。

「じゃあ、いち君と約束した初遊園地、たくさん楽しもうか？」

　笑顔を向けると、彼は破顔させて。

「ありがとう」

　私の手をとると、指を絡めた。

　公園でのデートの時とは違う、いわゆる〝恋人繋ぎ〟に心臓が惑い、跳ねる。

　私に好きになってもらうためのアピールなんだろうけど、少しずつ大胆になってくるいち君にすんなりついていけない。

　だけど、やめてと跳ねのけるような不快感はなく、ドキドキしつつ受け入れてしまっているあたり……私はいち君を嫌いではないのだ。

　あの頃からあるのは、悲しい、寂しいといった胸の痛みで、それは彼を想うからこその感情。「なんで、どうして？」と思うことはいくつかあるけど、「嫌だ」と思ったことは、一度もない。

　私は、絶対にいち君を嫌いにはなれない。

　そう強く感じながら、彼に手を引かれ、夜を照らす煌きらびやかな園内へと向かったのだった。




　いち君が予約してくれたレストランは、園内でも会員しか入ることができないフレンチのお店だ。

　明倫堂がこの遊園地のスポンサーで、スポンサー企業の重役以上であれば会員になれるのだとか。

　薄墨を流したような夕暮れの空の下、お店が並ぶメインストリートの一角に、ひっそりとそのレストランはあった。

　入口でいち君が予約していることを告げると、執事のような格好をしたスタッフが四階の個室へと案内してくれる。

　店内は上品な雰囲気に包まれていて、さすがは会員制のレストランと納得しつつ、私はいち君と共に窓際に設置されているテーブル席についた。

　慣れない場所に緊張し、それを紛らわすように窓の外に視線を向ければ、大きな広場が見えた。

　少し離れた場所に点在する各アトラクションはすでに光を纏い、もうじき訪れる夜を待っているかのよう。

「すごい……特等席だね」

　感嘆の声を漏らすと、向かいの席に座るいち君が「気に入ってくれた？」と微笑んで首を傾げた。

「もちろん！　こんな素敵なレストランに連れて来てくれてありがとう」

　頷いてお礼を言うと、いち君は嬉しそうに笑う。

　やがて、コース料理が運ばれてきて、私たちはグラスを重ねた。

　魚介を使った美しい前菜に心を躍らせ、メインで運ばれてきた分厚いフィレ肉のポワレの美味しさに衝撃を受け、次はデザートというところで視界の端にあった広場の様子が賑やかなことに気づいてそちらに目を向ければ。

「いち君、見て見て！　パレードだよ！」

　すっかりと夜になった窓の外。

　流れ始めた光の洪水に思わず声を上げてしまう。

　まさかナイトパレードまでここから見えるとは予想もしていなかったので、ついはしゃいだ声を出してしまって恥ずかしい。

「ご、ごめんね、子供みたいに……」

「沙優に喜んでもらいたくて、この時間に予約をしたんだ。そうやってなんでも素直に反応してくれる君が、俺は好きだよ」

　ナチュラルに好きだと口にされ、私は頬に熱を感じてうつむいた。

　私の性格が好ましいと言ってくれてるだけなんだろうけど、いち君に言われると変に意識してしまう。

「ありがとう……」

　聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声でお礼を告げると、いち君はクスクスと肩を揺らして「どういたしまして」とグラスを手にした。

　そうして、光の溢れる景色を眺めながら、コクリと喉仏を上下させドリンクを流し込む。

　その横顔からは、中学生の頃に残っていた幼さがすっかり抜けている。

　中学生の時はそこまで私と変わらなかった身長も、今ではすっかり伸びて見上げるほどだし、グラスを持つ長い指も、広い背中も、彼が大人の男性なのだと物語っていた。

　夜の雰囲気のせいか、成長した彼の姿に胸がトクトクと速いリズムを刻んで、私は心を落ち着けるよう、そっと深呼吸したのだった。




「乗ってみたい乗り物があるんだ」

　食事のあと、彼がそう言って訪れたのは園内でも人気のアトラクションだ。

　スポンサー用のラウンジを使用したため、アトラクションに並ばずに入れるという裏技に驚きながらも搭乗したのだけど、その結果、現在の彼はというと。

「これは……想像以上だな」

　イルミネーションに彩られる風景の中、ベンチに腰を下ろす互いの姿を見て、呆あっ気けに取られていた。

　この遊園地で人気のウォーター系ジェットコースター。

　ラウンジでスタッフの人に透明のカッパを渡された時、噂通り少し濡れてしまうんだねと話をしていた。

　けれど、終わってみれば私たちは少しではなく、結構濡れていて。

　私が着ているデニムパンツの裾はすっかり色を濃くして、トップスのオフショルダーのブラウスもところどころ冷たくなってしまっている。

　そして、いち君も。

「ぷっ！　あはははは！　いち君濡れすぎだよ」

「いや、なんであのタイミングでフードが外れたんだろう」

　彼はスライダーの途中でフードが外れてしまって、部分的にではあるけど髪が濡れて水が滴したたっている。

　もうすぐ夏といえど、夜はまだ涼しい。

「大丈夫？」

　声をかけつつ、ショルダーバッグからハンカチを取り出して、いち君の髪を濡らす水分を拭き取れば、ありがとう、と苦笑し姿勢を低くした。

　いち君が困惑する姿は昔もあまりお目にかかれなかったので、なんというか嬉しい気持ちになる。

　そして、思った。

　過ぎてしまった時間を悔やむより、今という時間を大切にすべきなのだと。

「──私ね、少し寂しかったみたい」

　柔らかい毛先をハンカチで包みながら落とした本音に、彼はわずかに頭を上げた。

「寂しい？」

　聞き返されて、私は眉をハの字にして微笑むと小さく頷く。

「沙優、なにが寂しかったの？」

「いち君と私の間に空白の時間ができて、お互いをよく知らない私たちができあがってしまったことが」

　答えると、いち君が切なそうに瞳を揺らして視線を私から逸らした。

「急にいなくなって、ずっと……連絡も、しなくてごめん」

「なにか、連絡できない理由があったの？」

　聞いてもいいのか一瞬迷うも、今がタイミングかもしれないと問いかける。

　すると、彼はわずかな沈黙のあとに唇を動かした。

「……あった。でも、今それを沙優に言うのは違う気がするから、いつか話せる時が来るまで待っててくれるかな」

　ごめん。

　謝られて、私は彼の髪に触れている手を自分の膝へ置いた。

　本当は気になるけど、無理強いはしたくない。

　それに、もしかしたら、いきなり結婚を申し込んだ理由にも繋がっているのかもしれないと思えた。

　最後に会ったあの日、抱き締められた時、いち君は『二人で、どこか遠くに行こうか』なんて口にしていた。

　どうにもならない事情があったのかもしれない。

　それなら私は、彼が話してくれるのを信じよう。

「わかった。待ってるね」

　それだけ言って首を縦に振れば、いち君は愛おしげに瞳を細めた。

「十二年間の空白を埋められるように、君が俺を好きになってくれるように頑張るから。これからも沙優との時間をたくさん作らせて」

　彼の目尻が少し赤い気がするのは気のせいじゃない。

　その照れたような表情が彼の本気を、気持ちを伝えてくれて。

　私も頬に熱を感じながら頷けば、いち君は嬉しそうに頷く。

　その笑みは、中学二年生のバレンタインデーに『いち君のだけ、特別だよ』と告げた時の彼の表情と同じで、胸がキュンと切なく軋んだ。




　人生初の遊園地に、彼は大満足だったらしい。

　帰りの車内は行きより会話が弾み、いち君が笑えば私も笑って。

　私が笑うといち君も笑う。

　その空気は昔のように気兼ねない感じだった。

　もしかしたら、寂しいと本当の気持ちを吐き出せたからかもしれない。

　いち君に事情があったことも知ることができたし、つかえていたなにかが、わずかでも取れた。

　その効果なのかも。

　どことなくほぐれた雰囲気の中、もうすぐ深夜になろうという時間、車が私の住むアパートの前に停とまると。

　楽しかったからなのか。

　それとも、いち君ともう少し一緒にいたいのか。

　後ろ髪を引かれる思いで車を降りると、彼はトランクを開けてその腕にいっぱいのピンクと白の花束を抱えた。

「今日はありがとう。楽しかった。お礼、受け取ってくれるかな」

　小さな星を集めたような可愛らしい花束を受け取りながら、私は頬を緩めて「こちらこそ楽しかったよ」と伝える。

　するといち君は、トランクからもうひとつ、白い封筒を取り出して咲き誇る花の隙間に挟み入れた。

「今回は、花の名前も花言葉も書いてあるから」

　微笑んだいち君は、「それで……」と言葉を続ける。

「最初に送った、あの花の名前はわかった？」

　知らない振りをすることもできるけれど、嘘はあまりつきたくなくて。

「……ブーゲンビリア、でしょ？」

　名前を紡ぐと、彼は「ずるいな」と苦笑いした。

「知ってたんだ。なのに、沙優は知らん顔してたと」

「だって……、恥ずかしいというか、信じられないというか」

【情熱】【あなたは魅力に満ちている】【あなたしか見えない】

　どれも意味深な花言葉を思い出し、正直に思っていることを言えば、いち君は困ったように笑う。

「ひどいな。俺は本気だよ。俺はずっと沙優のことだけを想ってるのに──」

　切なげに微笑みながら、花言葉のように情熱的なセリフを吐かれて。

　私の心は稲妻が落とされたかのごとく衝撃を受けた。

　あまりの威力に痺れたように思考が固まって、言葉も返せず頬を染め、ひたすら呆気に取られる私を、いち君は優しく笑って見つめる。

　そして、気づけば彼の大きな手がそっと私の頬を這った。

　すり、と愛しむように触れられて。

「そういう照れ屋なところ、変わってないな」

　懐かしそうに細められた目が好ましいと告げているようで、私は耳まで真っ赤にしてしまった。

　今夜は月も星も強く輝いている。

　朱色に染まる私が、いち君にはよく見えているだろう。

　これ以上、彼の前に立っていたら、彼のペースに巻き込まれて醜態を晒さらしてしまうのではと思い至り、私は「あ、ああありがとう！」と完璧に動揺した声を出し、花束を抱えてそそくさとアパートへと踵を返した。

　レストランを予約してくれたこととか、アトラクションのこととか、いろいろとお礼を伝えてないことに気づいたのは、玄関の鍵をドアノブに差し込んでいた時で。

　私は家に入るとすぐに、下駄箱の上にもらった花束を置いて、ショルダーバッグからスマホを引っ張り出す。

　そして、靴も脱がないまま、まだ運転を再開したばかりであろういち君に、急いでお礼のメッセージを送った。

　いつだっていち君はどこか余裕があって、かっこよくて。

　私はそんな彼に振り回されっぱなしで。

　スニーカーの紐をほどきながら息を吐き出すと、花束の隙間に差し込まれた手紙が視界に入った。

　さっそく開封しながら床を踏み締めダイニングチェアへと向かう。

　そうして手紙を開くと、いち君の綺麗な文字が目に飛び込んできた。





＊　＊



　Ｄｅａｒ 沙優

　今日は君を楽しませることができましたか？

　また俺と会いたいと思ってもらえていたら嬉しいです。

　今日送った花は「ペンタス」という花です。

　花言葉は「希望が叶う」で、まさに今日のデートのこと。

　初めて遊園地に行くのは、沙優とって決めてたんだ。

　これからも、君との初めてを増やしていけたら嬉しいです。

　Ｆｒｏｍ いち


＊　＊






　いつものように一途さをアピールする文面。

　けれど、今日の心臓は落ち着きをなくして忙しなく脈打っている。

　それは、今まで信じられなかった彼の行動、気持ちが、少し信じられるようになったからだ。

「そろそろ、認めないとダメかも」

　好きかどうか、結婚に至るかどうかは別として、いち君の存在は私の中で確実に大きくなっている。

　それはもう間違いなさそうで。

　手紙を手にテーブルに突っ伏すと、独りごちる。

「やっぱり悔しいなぁ……」

　目を閉じても、開いても、頭に浮かぶのは甘く微笑む彼の姿。

　どうやら、昔も今も、私はいち君に弱いらしい。
















第二章










思い出の再生




　いち君との遊園地デートから週が明けて、月曜日の朝。パソコンを開くと、明倫堂の商品企画部チーフの吉よし原はら佳か苗なえさんからメールが届いていた。

　いち君から依頼された商品パッケージについての打ち合わせがあるのだけど、どうやら彼女が担当らしい。

　いよいよ本格的に明倫堂との仕事が始まる。

　事前にもらっていた企画書を元に、海外で人気のコスメパッケージをリサーチしたりしてさまざまな資料を集めた。

　コンセプトに絡めたデザインをいくつか提案できるように準備もしてある。

　明倫堂の商品も古いものから最新のものまでチェック済みだ。

　世界で活躍している企業の商品に携わることを改めて実感して気を引き締める。

　そして、当日。

　私は目の前にそびえ立つ立派なビルを前に、密かに感かん嘆たんの息を漏らした。

　ブラウンのタイルが美しく光沢する落ち着いた外観。

　ガラス張りのエントランスは開放感があり、先進的なデザインだ。

　三十階以上もあるこのタワーに、明倫堂で働く人たちが集まっている。

　案内されたウェイティングスペースは、白を基調とした明るく清潔感のあるデザイン。並んでいる白いソファには私の他にも数名、スーツに身を包んだ人たちが座っている。

　いつもはシャツにパンツを合わせたカジュアルなオフィスファッションで仕事をしている私も、今日は吉原さんと初対面なので、失礼のないようにスーツを着用。

　空いている席に腰を下ろし、ジャケットの襟を正してからスカートの上に手を重ねると、広いフロア内を見渡した。

　天井は吹き抜けになっていて、広々としている。

　随所に配置された大ぶりの観葉植物もアクセントになっていて、化粧品会社らしい美しさを意識したレイアウトになっていた。

　奥のほうにおしゃれな正方形のテーブルと椅子が並んでいて、おそらくそこがミーティングスペースなのだろうと目を走らせていたら。

「もしかして、俺を探してくれてる？」

　どこかからかうような、聞き覚えのある声が背後から聞こえて、パッと勢いよく振り向いた。

「い、いち君──じゃなくて、東條、さん」

　そこに立つ幼馴染をいつものように呼びそうになって慌てて言い直すと、いち君は小さく笑う。

「別に〝いち〟でいいよ。でもまあ、お互い立場もあるし、少し寂しいけど仕事の時は苗字呼びにしようか」

　わずかに首を傾けて、小さな声で言ういち君の提案に私は頷いて了承した。

　もしかしたら会えるかもしれないとは思ってたけれど、まさか打ち合わせ前に鉢合わせるとは予想していなかった。

　立ち上がりながら「いち君の会社、すごいね」と、うっかりいつもの調子になってしまって口元を慌てて押さえる。

　すると、彼は苦笑した。

「すごいのは俺じゃなくて祖父や父だから」

　紡がれた言葉は謙遜。

　けれど、一瞬、翳かげる瞳。

　まるでそれを隠すように瞼まぶたが伏せられた。

　大企業の御曹司となれば、いろいろと思い悩むこともあるのかもしれない。

　立場の違う私は、無遠慮に立ち入ることもうまく励ます勇気もなく、それでも彼の心労を案じて見つめていたら、いち君は気持ちを切り替えるようにニッコリと微笑んだ。

「ところで、今日の打ち合わせは吉原に代わって、俺が担当することになったからよろしく」

「え、なにかあった、んですか？」

　いち君相手にぎこちなく敬語で問いかけると、彼は少し腰を折って唇を私の耳元に寄せて。

「俺が沙優といたいから、かな」

　ここが会社だとは到底思えない言葉を囁いてまた背筋を正す。そして、じゃあ案内するよと踵を返した。

　少しだけ速度を上げた心臓。

　私は周りの目を気にしながらも、手触りのよさそうなスーツを纏ういち君の背中を追いかける。

　幸い、誰の目も私といち君に向いてはおらず、胸を撫で下ろすと彼の背中越しに小声で話しかけた。

「待って、いち君。まさか吉原さんにそんな理由を言って、担当を代わってもらったなんてことは……」

「ないよ。でも、沙優は俺の特別な人だからとは言ったけど」

　横顔だけで振り返り、楽しそうに目を細めたいち君。

　私は目を剥いて「えええ!?」と驚きの声を上げてしまう。

　もちろん小声だけど、たまたますれ違った男性が訝いぶかしげな視線を寄越してきたので、私は肩を丸めて頭を下げた。

　いち君はクスクスと笑い、また前を向く。

　本当のことにしろからかっているにしろ、心臓に悪いのでやめてほしい。私はそっとため息を吐き出した。

　彼が案内してくれたのは、十六階にある企画部専用のミーティングルーム。

　いち君が座って待っていてと椅子を引いてくれたので、私はお礼を述べてから腰を下ろした。

　そうして、彼が扉の向こうに消えたのを見送ると、鞄の中から名刺や手帳等、打ち合わせに必要なものを取り出す。

　この場所に通される途中、透明なガラス越しに企画部の社員の姿を目にした。

　そして気づいたのは女子社員の多さ。

　化粧品の商品企画ともなれば、女性が活躍することが多いのかもしれない。

　……ということは、つまりいち君はいつも女性に囲まれて仕事をしているのか。

　考えたとたん、胸の奥がモヤッとする。

　いや、別に私はいち君の彼女じゃないし。

　彼女じゃない、けど。

　もし、彼女になるのなら少し心配になる環境ではあるよね。

　いや！

　彼女になるかは未定だけど！

　自分で想像して慌てて否定する。

　その時、コンコンとノックの音が室内に響いて、私は背筋を伸ばした。

「はい」

　返事をすると、ミーティングルームの扉が開いて。

「お待たせしました。企画書をお持ちしました」

　現れたのは、クリアファイルに挟まれた企画書を持ったいち君と、ひとりの女性。

「失礼します。お飲み物をお持ちしますが、なにがよろしいですか？」

　コーヒー、紅茶の他に緑茶もありますよと優雅に微笑んだ女性。

　肌は陶器のように美しく、唇は艶やかで。

　長い睫まつ毛げになだらかな曲線を描く美しい眉。

　緩やかに巻かれたロングスタイルの髪はどことなくセクシーで、まるで女優さんのようだ。

　二十代後半……おそらく、私とそう変わらない年齢だとは思うけど、私とは比較にならないほどの綺麗な人に、目が釘づけになる。

「ご、ごめんなさい。えっと……」

　紅茶で。

　そう答えようとした矢先、向かいの椅子に腰を下ろしたいち君が「ああ」と声を発して。

「彼女は紅茶派なんです。アイスティーでいいかな？」

　尋ねられ、彼が私の好みを覚えてくれていることに驚きながらも頷いた。

「え、は、はい」

　確かに、私は紅茶派だ。

　中学生の時、いち君の家でご馳走になってから好きになった。

　デートしている時も選ぶのはなんとなく紅茶だったけど、彼がそんな些細なことをちゃんと見ていて、覚えていてくれたのは少し感動だ。

「じゃあ、吉原さん、よろしくお願いします」

「はい。少々お待ちください」

　軽く頭を下げた吉原さんと呼ばれた彼女。

　もしかして、彼女が本来担当するはずだった企画部のチーフなのでは……。

　そうだとしたら、『特別な人』だとか『彼女は紅茶派』だとか、そんなのをいち君から聞かされているわけだ。

　まして、今の口調だって少しくだけていたし、もし私が吉原さんの立場なら、彼女なのかしら？なんて少しは疑うだろう。

　仕事だって、コネでもらった……と想像したっておかしくない。

「あんな風に言って、もしも変に噂されたらどうするの？」

「俺たちのことを？」

　問われ、私はしっかりと頷いてみせる。

「俺は沙優となら噂されてもかまわないし、そのうち結婚すればみんな知ることになるんだから別にいいよ」

「そ、そういうことじゃなくて。いや、そういうことならなおさらよくないよ」

「この案件を任せたことが、贔屓ひいきやコネじゃないかってこと？」

　いち君の言葉に、私は真面目な顔で首を縦に振った。

　すると、今まで柔らかかった彼の表情も真剣なものになる。

「この前も言ったけど、俺はちゃんと沙優のデザインしたものを見てる。君の作るものは魅力的だし、受け取る側の心に残る。だから頼んだんだ」

　シャルマントの五感を魅了するというテーマに、沙優の生み出す洗練されたデザインはピッタリなのだと、続けて彼は語った。

「いち君……」

　魅力的だという響きが、心に残るという言葉が。

　自分を表現するのが苦手な私には、自分の才能を認めてもらえたみたいで、とても、とても嬉しくて。

　大きな仕事を任せてくれた彼の信頼に私の胸が震える。

　そういえば、彼はいつだって私のことをよく見ていてくれたし、認めてくれていた。

　小学五年生の頃、運動会のリレー選手に選ばれて密かに練習していたのにバトンを落としてビリになってしまって。

　笑顔で悔しさを隠していた私に、いち君は『一番頑張ってたのは沙優だよ』と言ってくれた。

　私は気づかなかったけれど、きっとどこかで見ていてくれたのだろう。

　そして、その日の夕方に、手紙をもらったのだ。

　手作りの金メダルが入った手紙を。

　そのメダルはタイムカプセルに入れてしまって残念ながらなくなってしまったけど、手紙は今も保管してある。

　懐かしくも心温まる思い出に思わず頬を緩ませ、私はひとつ頷いた。

「ありがとう、いち君。お仕事、しっかりやらせていただきます」

　私を選んでくれた彼の期待に応えられるように。

「うん。よろしくお願いします」

　いち君が微笑むと、それを合図に私たちは本格的に仕事モードに突入したのだった。




　私は打ち合わせが終わると、ウェイティングスペースでいち君と別れ、お手洗いへと向かった。

　鏡の前で、先日購入した明倫堂の口紅を塗り直す。

　新商品のコンセプトである〝唇にプロポーズ〟。

　豊富なカラーバリエーションで、自然な色味と質感にもこだわっているとのことだ。

　ゴージャス、かつ可愛らしいイメージでとの注文を受けたので、職場に戻ったらすぐに取りかかろう。

　プロポーズだから、幸せな気持ちになれる可愛らしさがあるといいかな、なんて考えながら、廊下に出たところで、前方に、誰かと話しているいち君を見つけた。

　相手は五十代くらいのすらりとした男性で、高級そうなスーツを着込んでいる。

　雰囲気からいって役員の人だろうか？　この会社に知っている人なんていち君しかいないはずなのに、私はなぜかその人に見覚えがあった。

　浅黒い肌に、高く筋の通った鼻。

　その端正な顔をどこかで……と記憶を掘り起こしながら、いち君に視線を移せば。

「はい、問題ありません。ご安心を」

　頭を下げた彼が、一瞬、なんだか苦しそうに見えて……思い出した。

　その男性が、いち君の父親だということを。

　私の前ではよく笑みを浮かべているいち君が、お父さんの前では表情を硬くしている。

　まるで感情のない人形のような表情に、もうひとつ思い浮かんだ過去。

　小学生の頃、彼と初めて会った時、ひとりで本を読んでいた時のいち君も、こんな顔をしていたのだ。

　昔はそこに寂しさを覗かせることもあったけど……今は、なにかを諦めたような冷めきった顔にも見えて。

「いち君！」

　放っておけず、あの頃のように思わず声をかけてしまった。

　いち君は驚いた顔で私を視界に捉えている。

　そして、形のいい唇が「沙優……」と私の名を紡いだ瞬間。

「……沙優？　真山沙優さんかい？」

　いち君のお父さんの瞳が私を真っ直ぐに見つめた。

「はい、真山沙優です」

「そうか。素敵な女性に成長したね。私のことは覚えているだろうか」

「もちろんです。ご無沙汰しております。私、このたび御社の新商品のパッケージデザインを担当させていただくことになりました。いいものをお届けできるように精一杯頑張らせていただきますので、どうぞよろしくお願いします」

　いち君のお父さんは明倫堂の社長。

　失礼のないようにしっかりと頭を下げた直後。

「──君に、デザインを？」

　お父さんの口から疑問が溢れて。

「仕事に私情を挟んだのか！」

　厳しい声がいち君に向けられた。

　慌てて背筋を正すと、いち君が庇かばうように私の前に立つ。

「違います。彼女は実績もあり、そのセンスとデザインが今回の商品に合うと考えたからです。どうぞ結果を見てご判断ください」

　きっぱりと跳ね除けて、父親と対たい峙じするいち君。

　彼がどんな表情で父親を見ているのかは、私の位置からでは見えないけれど、東條社長は緩く頭を振ると「わかった」と答えて。

「沙優さん、私は少し急いでるので、またそのうちゆっくり」

　私に軽く手を上げて挨拶をすると踵を返した。

　すると、少し離れた場所に立っていた眼鏡の女性が社長にビジネスバッグを渡す。

　おそらく社長秘書なのだろう。年齢は私と近そうだけど、物腰が落ち着いていて、年上のような印象もある。

　二つの足音が遠ざかっていって、私はいつの間にか硬くなっていた体の力を抜く。

　そして、すぐにいち君に謝った。

「ごめんなさい。勝手に仕事のこと口にしちゃって」

　すると、彼は振り向いて微笑みを浮かべる。

「気にしないでいいよ。それより、さっき君が声をかけてくれた時、昔のこと思い出したよ」

「昔って？」

「小学生の時のこと。君が初めて俺に声をかけてくれた時のことだよ」

　ああ、そうか。

　彼もまた、私と同じように思い出していたのか。

　思わぬ偶然に、私も笑みを浮かべる。

　そうすれば、彼は懐かしそうに顔を綻ばせて。

「沙優に『遊ぼう』って誘われた時は戸惑ったけど、あの時、本当はすごく嬉しかったんだ。救われたような気分になった」

　今も、同じ気持ちだよ。

　そう言ったいち君の寂しそうな笑みは、やはり初めて声をかけた時とよく似ていると思った。










瞳、氷点下




「高校の同窓会？」

　木曜の夜。

　残業で疲労した足を引きずって帰ってきた私は、ポストに投函されていたいくつかの封筒の中にそれが紛れているのを見つけた。

　テーブルに水色のキーケースとその他の封筒を置き、同窓会の案内状を手に取る。

　高校の同級生で今でも付き合いがあるのは片手で数えられる程度。

　しかもその全員が女友達。

　すでに結婚して子供がいる友人もいるけど、当時はそれぞれの恋愛に奮闘し、泣いたり笑ったり忙しかった記憶がある。

　そういえば、中学校の同窓会にいち君が来たことは一度もなかった。誰も連絡先を知らなかったのだから、当たり前なんだけど。

　いち君は寂しくなかったんだろうか。

　新しい学校で楽しくやれていたから気にしたこともない、とか？

　明日はいち君と、終業後にデザインのヒントを求めに、アート展に行く約束をしている。

　差し支えなければ高校時代のことを話題にしてみよう。

　もちろん、大切なのは今だけど、離れていた間の彼のことを少しくらいは知りたい。

　だから。

「──俺の高校時代？」

　翌日、美術館で、気に入ったのか一枚の絵をずっと見つめているいち君の横顔に話を振ってみた。

「突然どうしたの？」

　館内に静かに流れるクラシックミュージックに、彼の高くも低くもない穏やかな声が重なる。

「実は昨日、高校の同窓会の案内が届いたの。それでなんとなく自分の学生時代を思い出してね、いち君は高校の頃どうしてたのかなって思って」

「つまり、俺のことが知りたくなったんだ」

　機嫌よさそうにニコニコするいち君。

「興味を持ってくれて嬉しいな。でも、別に楽しい話はないよ？」

　それでもよければ。

　そう言って、いち君は引き続き絵画を見て回りながら話してくれた。

　全寮制の私立高校に通っていて、夏休みは海外の姉妹校に通いホームステイをしていたこと。

　今でも仲のよい友人のこと。

　二年生の時に生徒会長に就任したこと。

　部活は友人に誘われて弓道部に所属していたこと。

　センター試験の前日に高熱を出したこと。

　たくさん、教えてくれた……けど。

　ひとつ、気になってしまった。

「……いち君の高校って、男子校？」

　彼の語る高校時代の話には、女子の気配がまったくと言っていいほどなかったのだ。

　だから、首を傾げて問えば。

「共学だよ」

　きっぱりと否定された。

　では、もしかして私に気を遣って女の子の話題を口にしなかったのだろうか。

　いち君ほどの人が、高校生活で一度も浮いた話がないなんて想像もつかない。

「彼女とかいなかったの？」

　ズバリ聞いてみると、彼は頬を緩ませ目を細める。

「ん？　気になる？」

「……ちょっとだけ」

　なんて、本当はかなり気になっているのだけど、素直に伝えることができなくて、私は涼しい顔をして小首を傾げた。

　こういうところ、自分でも可愛げがないと思う。

　だけど、いち君はすべてお見通しとばかりにクスクスと笑った。

「俺の心にはずっと沙優がいたんだ。だから、なにも心配しないで」

　甘い言葉につい頬を染めてしまうけど、私は唇をわずかに尖らせる。

「ずるい。それ、答えになってない」

「そうかな？　あ、こっちはファッションアートだって。見てみよう」

　どこか誤魔化すように、私の手を引いたいち君。

　でも、『俺の心にはずっと沙優がいた』なんて。

　そんな風に言われたら抗議を続けることもできず。

　なにより、私は高校の頃、いち君のことを忘れたくて初めて彼氏を作ったのだ。

　だから、彼を追及するのも違う気がして。

「ヒントになりそうな作品あるかな？」

　私は、彼の誤魔化しに乗り、その大きな手を握り返した。




　ほぼすべての展示品を見終わり、少し喉が渇いた私たちは館内にあるカフェへと向かった。

　幸いにもテーブル席は空いていて、いち君は自分が買ってくるから待っていてと言い残し、レジカウンターへ向かう。

　彼の優しさに申し訳ないと思いつつも甘えさせてもらい、テーブルとお揃いの白い椅子に腰を下ろそうとした瞬間。

「もしかして沙優ちゃん？」

　背後から名前を呼ばれて振り返れば、そこに立っているのは懐かしすぎる人の姿。

「えっ……聖せい司じ？」

　自分の唇から久しぶりに紡がれた名前に、目の前の彼が破顔する。

「やっぱり沙優ちゃん！　久しぶりじゃん」

　まさかの遭遇に動揺を隠し切れない私は、まばたきを繰り返した。

　再会を喜び、白い歯を見せて笑う聖司は、高校二年生の春、初めて付き合った人。

　気さくでおしゃれな彼は女友達も多くて、私もその中のひとりだった。

　それが、いつしか彼氏彼女という関係に変わったのは、タイムカプセルを埋めた場所にマンションが建つと母から聞かされた時だ。

　唯一残る、いち君との繋がりが絶たれてしまう。

　それが嫌で、ならばいっそ掘り返してしまおうと現地に急いだけれど、すでに目印のクリーム色の花が咲く木はなく、土だけが広がっていた。

　ショックを受けた私はしばらく落ち込んでいたのだけど、その気持ちに寄り添ってくれたのが聖司だった。

「え、なに？　ひとりで来てんの？」

　再会を喜びながら、首を傾げる聖司。

　サイドに流された長い前髪が柔らかく揺れる。

「違うよ。えっと……幼馴染と、一緒に来てるの」

　彼氏でもない。

　ただの友達というのも違う。

　今のいち君との関係を言葉にするにはそれしか思い浮かばなくて伝えると、聖司は幼馴染が女性だと勝手に決めつけたようで。

「そっか。俺も残念ながらデートじゃないんだ。ところで同窓会の案内、沙優ちゃんとこにも届いた？」

「うん、昨日」

「行く？」

「まだ決めてないよ。仕事も忙しいし、どうしようか迷ってるんだ」

　同窓会はデザインが決定する時期と重なるし、もしかしたら難しいかもしれない。

　なので、八割方欠席で考えているのだけど……。

「行こうよ。久しぶりにみんなとも会えるよ」

　そう言われて、ほんの少しだけ揺らぐ心。

　顔を出す程度でも出席しようか……と思案していたら、聖司が私の顔を覗き込んできた。

「忙しいなら、落ち着いた頃に二人で飲みにでも行く？」

　私を誘う彼の瞳の奥には、付き合っていた頃に見せられていた淡い色香。

　制服姿の聖司が、私の手を引いて自分の部屋に誘おうとした時の目が脳裏をよぎって困惑していると──。

「残念だけど、彼女はその誘いには乗れません」

　両手にストローの挿さったドリンクカップを手にしたいち君が、にこやかな表情で会話に入ってきた。

　幼馴染を女性だと勘違いしていた聖司は面食らって目をぱちくりしている。

　そんな聖司にかまわず、いち君はテーブルにドリンクを置くと私の肩をグイッと抱き寄せた。

「初めまして。彼女に近づかないでもらえますか」

　終始笑顔のいち君は、穏やかな声で挨拶しているのに喧けん嘩か腰ごし。

　どんな相手にもスマートに対応し、自分のペースに持ち込むいち君らしからぬ強引な態度から、彼の機嫌がとてつもなく悪いことが窺える。

　聖司はというと、あからさまな敵意を向けられてようやく事態を呑み込んだらしい。

「……幼馴染って、この人？」

　尋ねられ、私が頷くと、いち君は貼り付けている笑顔をキープしたまま「東條です」と名乗った。

　その刹せつ那な、聖司が目を見張る。

「東條って……もしかして、いち君？」

　聖司の声に、いち君の笑顔が引きつった。

「その名前で俺を呼んでいいのは沙優だけなので、やめてください」

「そっか、なるほど。会えたんだ」

　いち君の話なんて聞こえてないかのように、聖司が私に話を振ってくる。

　そうだった。

　聖司は知っているのだ。

　いち君の名を。私がなんて呼んでいたかも。

　当時抱えていたいち君への想いごと、私が彼に相談し、打ち明けていたから。

「よかったね」と聖司が言ってくれたので和やかに別れるのかと思いきや、細められた聖司の視線がいち君に向けられて。

「初めまして。俺、あんたを超えられなかった沙優ちゃんの元彼です」

　まさかの反撃に出た。

　私の肩を抱くいち君の手に力が入る。

　いち君の様子を見るまでもない。憩いの場であるカフェに殺さつ伐ばつとした空気が漂い始め、全身の血の気が引く。

「いち君のこと、忘れさせてあげたかったんだけど、俺じゃ力不足だったみたいで」

「ちょ、ちょっと！　聖司！」

「でも、俺がもらったよ。彼女の〝初めて〟をぜんぶね」

　とんでもない爆弾を投下され、私はやめてくれと目で訴え頭を振った。

　けれど、聖司は「ごめんね、沙優ちゃん」と謝ってから。

「でも俺、ずっといち君に言いたかったんだよね。お前のせいで沙優ちゃんと俺はダメになったんだって」

　聖司は、いち君を冷めた目で見る。

　だけどそれも一瞬。すぐに笑顔を見せた。

「てことで、スッキリ！　子供みたいでごめんなー。沙優ちゃん、いち君がまた勝手に消えたりしたら連絡して。酒でも付き合うよ」

　じゃあね。

　ひらひらと手を振り、なに食わぬ顔でカフェから出て行く聖司。

　それを見送る私は、背筋が凍りそうな笑みを携えているいち君の横で、苦笑いを浮かべるしかなかった。




　──どんな会話で和まそうとしても、いち君の目の奥が笑っていない。

　カフェでの一件から、今、家に送ってもらっている彼の車内でもそれは継続された。

　このままではよくないと思い、私は思い切って口を開く。

「あの、今日は聖司が変なこと言ってごめんなさい」

　でも、どうやら謝り方を間違えてしまったようで、いち君は運転しながらまたもや口だけで微笑んだ。

「まるで、彼が今も君の恋人みたいな謝り方だな」

「なっ、そんなわけ──」

「ないってわかってる。でも……腹が立つんだ。彼の言葉だけじゃなくて、俺がずっと沙優の側にいられてたら誰にも渡さなかったのに。自分で決めたことだから仕方ないんだけど、ね」

　だんだんとその表情を硬くしていく彼の横顔を、私は静かに見つめていた。

　自分で決めたこと？

　引っ越すことを、いち君が決めたというのだろうか。

　一体なにがあったのだろう……？

　それを聞くことは憚はばかられて無言でいると、赤信号でブレーキを踏んだいち君の視線が私を捉えた。

「沙優の高校の同窓会、さっきの彼もいるんだろ？」

「うん。たぶん」

　そう答えてから、聖司とのことを心配しているのだと悟る。

　私たちは恋人じゃない。幼馴染だ。

　だけど、私は……。

「──同窓会は行かないよ」

「え？」

「仕事が忙しい時期なのもあるけど、いち君を心配させるの嫌だし」

　笑顔でそう言うと、硬かった彼の表情が緩み。

「ありがとう、沙優」

　ようやく、いつもの柔らかい笑みを見せてくれたのだった。










私らしく輝く




　大好きな彼からのプロポーズ。

　それは、多くの女性が憧れるシチュエーション。

　たとえば、ホテルのスイートルームで夜景を眺めながら。

　たとえば、バカンス先の南の島で、波音をＢＧＭに。

　たとえば、なんでもない日に、さり気なく。

　人によって異なるけれど共通するのはやはり幸福感だろう。

　幸福を約束されるプロポーズ。

　ゴージャスで、可愛らしくて、魅力的な唇──。

　アート展から四日後。

　職場から帰宅した私は、いち君から渡された資料を元に、頭に浮かぶイメージを文字やイラストに起こしていく。

　ペンを動かし、悩み、手を止めて。

　何気なく視線を動かした先には、いち君から送られた赤い花びらのゼラニウム。

　鮮やかなその花を数秒見つめたあと、私は白い机の引き出しから手紙を取り出し開いた。





＊　＊



　Ｄｅａｒ 沙優

　せっかくのデートで気を遣わせてごめん。

　同窓会に行かないと言ってくれてありがとう。

　だけど、君には君の歩んだ人生があり、そこで育んだ絆がある。

　俺は大丈夫。

　気にせず出席してください。

　Ｆｒｏｍ いち


＊　＊






　花の名前は書いていなかったけど、届けてくれたお花屋さんが『ゼラニウムは私も好きな花なんです』と教えてくれた。

　ゼラニウムの花言葉は【尊敬】【信頼】【真の友情】。

　きっと、私を信頼していると伝えたいのだろう。

　いち君の綴った文字を眺め、ゆっくりとため息を落とした。

　展示会で再会したその日にプロポーズをされて、好きになってほしいと努力してくれる幼馴染。

　彼は時々、昔からずっと私を想い続けてくれているような言い方をする。

　最初は信じられなかったけれど、いち君の様子を見ていると、本当なのではと思うようになってきていた。

『俺の本気を確かめて』

　再会した日に言っていた彼の言葉。

　戸惑いしかなかったけれど、今は……信じ始めている、というより〝信じたい〟と思っている。

　彼が心から、私と結婚したいと思ってくれていることを。

　そこにある気持ちを。

　そして、私もまたひとつ認めなければならない。

『誰にも渡さなかったのに』

　吐露された独占欲を嬉しく感じ、再び、いち君に惹かれ始めている自分がいることを。

　私は、同窓会には行かないと決めた。

　いち君は強がっているだけかもしれない。

　だって、彼はいつだってそうだった。

　辛いのを、悲しいのを我慢して、隠して、微笑む。

　本当は大丈夫じゃない時ほど、笑うんだ。

　だから、私はいち君の気持ちを優先したい。

　偽りじゃない、彼の笑顔を守るために。

「笑顔……か」

　呟き、手にしていた手紙をしまうと、資料に書いてある〝幸福〟という文字の隣に〝笑顔〟と綴ってみる。

　いち君がよく笑顔を見せていたのは、温室にいた時だった、と、そこまで考えて思いついた。

　幸福や笑顔、プロポーズといった花言葉を持つ花々をモチーフにしてデザインするのはどうだろう？

　ゴージャスさも可愛らしさもアピールできる。

　閃ひらめいた私はさっそくキーボードを叩き、花言葉を調べ始めた。

　いち君の笑顔を思い浮かべながら。




　クライアントが望むものを作る。

　それが私たちグラフィックデザイナーの仕事だ。

　あれから私はたくさんのアイデアをスケッチした。

　歴史ある明倫堂というブランドを意識し、目をひきそうな華やかなものや、可愛らしいアンティーク調、宝石のようなキラキラしたもの。

　浮かぶ限りのデザインを描いた。

　その中からコンセプトに合うものをうちのチーフディレクターと相談し、いくつか選んで数点のラフを作成。

　そしてそのラフを元にしたデザインの完成見本がようやく仕上がったので、今日はこれから明倫堂でプレゼンテーションを行うことになっている。

　今回はいち君以外の企画部の方も同席するから、私はいつも以上に緊張気味だ。

　本来、プレゼンの時はディレクターが同行して一緒に説明してくれるけれど、今回はいい経験になるからと、私ひとりに任された。

　うまく説明できるか不安だけど、準備はしっかりしてきたし、精一杯頑張ろう。

「お越しいただきありがとうございます」

　ウェイティングスペースで待つ私を迎えてくれたのはいち君ではなく、吉原さんだ。

「本日はよろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします。企画部のみんな、楽しみにしてましたよ」

　同性の私でも見惚れてしまうような美しい顔に極上の笑みを浮かべる。

　さらに何気ない世間話をしながら会議室へと案内をしてくれる彼女から、官能的なバラの香りが漂ってきた。

　しかもそれがすごく彼女に似合う香りで、その完璧さにため息が零れそうになる。

　吉原さんは自己プロデュースが上手な人だ。

　どうしたら自分を素敵に見せられるのかぜひご教示いただきたい……と、そこまで考えて、そんな自分自身に驚いた。

　私は、今までそんな風に自分を飾りたいなんて思ったことがなかったから。

　メイクはいつもナチュラルだし、それは髪型も服装もしかりで。

　香水も一応持ってはいるけど、普段からほとんどつけたりしない。

　でも今、私は確かに自分自身を磨きたいと考えた。

　綺麗に、なりたいと。

　これって、もしかして……。

「いち君の、影響？」

　やっぱり私は彼を意識しているのだと、思わざるを得ない。

「いち君、ですか？」

「えっ！」

　吉原さんの声がいち君と発して、驚いた私は目を見張る。

「今、真山さんがそう呟かれたので……」

　どうやら知らないうちに声にしていたらしい。

　羞しゅう恥ちで頬を染めながら、私が気にしないでくださいとお願いしたところで、会議室に到着した。

　木目調の扉が吉原さんの手によって開けられた次の瞬間。

　私は、固まってしまった。

　室内を柔らかく照らす間接照明の下、ブラウンの楕円形の会議テーブルを囲む椅子に座っていた三人が立ち上がる。

　中央には今日もスーツをかっこよく着こなすいち君。

　その両サイドには、吉原さんとはタイプの違う美女が二人。

　……いち君を筆頭に、企画部のこのグループは異常に顔面レベルが高いと思う。

　というか、なに？

　いち君はいつもこんなハイレベルな美女たちと仕事してるの？

　それなのになんでこんな平凡でちんちくりんな私にプロポーズ？

　いち君は美女に囲まれて目がおかしくなってるんじゃないかと疑いながらも、どうにか笑顔を浮かべて名刺を交換。

　仕事モードのいち君にも挨拶をした私は、気を取り直しさっそくプレゼンを始める。

　企画書を配り、デザインの意図を伝える最中、花をモチーフにしたものについては花言葉の意味も説明した。

　その時、それまで真面目だったいち君の眼差しが一瞬和らいだのに気づいて、私までつられるように口元を緩ませてしまう。

　中でも好評だったのは赤と白、二種類のアネモネの花をモチーフにしたデザインだった。

　赤いアネモネは【君を愛する】、白は【真実】が花言葉。

　誠実さがあることと、アネモネの花自体が可愛いらしくてロマンチックな雰囲気があるので、商品のコンセプトに合うのではと盛り上がる。

　何パターンもの見本を作成するうちに、気づけばコンセプトから離れてしまったというケースも少なくないため、何度もディレクターに相談したかいがあったと私は胸を撫で下ろす。

　いち君は、アネモネをモチーフにした見本を見つめながら「うん、俺もこれが好きだな」と頷いた。

　そうすれば、彼の言葉に美女たちが一斉に同調する。

　彼女たちはいち君に笑顔を向け、和気あいあいと、店頭に置いた際のイメージとして作成したパッケージの模型を手にしている。

　クライアントの笑顔に、私も自然と笑みが零れた。

　そうして打ち合わせが終わりホッと胸を撫で下ろしていると、ロビーまでいち君が送ってくれるというのでエレベーターを待つ。

「アネモネのデザイン、すごくいいね」

「ありがとう。喜んでもらえて私も──」

「東條さん」

　すごく嬉しい、という声は綺麗なソプラノにかき消された。

　吉原さんがいち君を呼び止めたのだ。

「申し訳ありません。部長が東條さんを探していて」

「わかりました。真山さん、今日はここで失礼します。また連絡しますね」

「はい」

　去り際に「ごめん」と小声で言われて、私は微笑みを返し彼を見送る。

　吉原さんが私に会釈をしてから、いち君の横に並んで、彼に綺麗な笑顔を向けるのが見えた。

　それにいち君も優しい笑顔で応えて……。

　さっきまで晴れやかだった私の心が、チクリチクリと感じる痛みに重く曇っていった──。




「はぁ～……」

　アネモネのデザインがめでたく採用されたにもかかわらず、深いため息が落ちてしまったのはアパートの階段がしんどいからではない。

　いち君の周りにいる美女たちの存在に、すっかり自信をなくしてしまったからだ。

　いや、元々自分に自信を持っているわけじゃない。

　ただ、いち君は本当に私でいいのかと不安になってしまった。

　あまりネガティブな考え方はしたくないけど、今日はさすがにテンションが上がってこない。

　見本を手に取る彼女たちの指先がおしゃれに彩られていたのを思い出し、なにもつけていない自分の爪を見てまたため息を吐いた。

　こんな日はアルコールでも注入すべきなのかと考えつつ、レザーのトートバッグから鍵を取り出していると、手に当たったスマホが震えていることに気づく。

　鍵を開けてからスマホを手にして画面を確認すれば、いち君からの着信だった。

　もしかしてデザインになにか問題でもあったのかと、ドアを開けながら急いでスマホを耳に当てる。

「いち君、なにかあった？」

　お仕事モードの硬い声が聞こえてくるのを覚悟して問いかけると、電話越しのいち君は柔らかな口調で言った。

『連絡するって言っただろ？』

「う、うん」

　今日の別れ際、確かに言ってたけど……。

『東條さんじゃなく、幼馴染の俺としてお礼を言いたくて。素敵なデザインをありがとう。吉原さんなんて、次に新作を出す時も沙優にお願いしたいって言ってたくらい気に入ったみたいだよ』

　吉原さんの名前を出されて、私は思わず声のトーンを落とし「気に入ってもらえて嬉しい」と、昼間言えなかった言葉を口にした。

　すると、いち君が首を傾げる気配と共に『沙優、なんか元気ない？』と心配そうに尋ねてくる。

　私は誤魔化すように元気な声を出してそんなことないと伝えたけど、吐き出したい欲求に負けてしまい……。

「企画部の人たち、みんな綺麗だよね」

　つい、零してしまった。

　いち君も含めてね、なんておどけて無理矢理あははと笑う。

　そうすれば、彼は『そうかな？』と口にしてから。

『俺にとっては沙優のほうが可愛いし魅力的だけど』

　さも当たり前のように言ってのけた。

「そ、そんなわけないでしょ！」

　どう比べても、私より彼女たちのほうがハイレベルだ。

　なのにいち君は『いや、沙優は可愛いよ』とクスクスと笑って連呼する。

　さすがに恥ずかしくなってきて、パンプスを脱ぎながら「私はほら、本当に平凡だから」と熱くなり始めた頬を手で覆った。

　照れているのが伝わったのだろう。

　いち君は楽しそうに笑ってからさらに言葉を紡ぐ。

『君は可愛いよ。笑顔も、心もぜんぶ』

　だから、君は君らしく……。

　今の沙優が好きだと優しい声色で告げられ、落ち込んでいた気持ちが少しずつ上向いていく。

　そうだ。

　私は私らしくいよう。

　たったこれだけのことで持ち直すなんて我ながら単純だと思うけれど、いち君の言葉を心に染み込ませ、私は口元に笑みを浮かべた。

　一度きりの人生、下ばかり向いていてはもったいないと、顔を上げて。










とろける眼差し




　それは、金曜の夜のこと。

　明日はいち君とデートの日なので、できるだけ早く帰りたい私は、デザインの修正を急いでいた。

　あと少し、キリのいいところで帰ろうと色味を調整していた時、デスクに置いていたスマホが規則正しいリズムで震え、着信を知らせる。

　現在の時刻はもうすぐ午後十時。

　この時間に電話がかかってくることは珍しく、一体誰からだと画面を見れば、そこに表示された名前は【東條 一】、いち君だ。

　明日のことで緊急の連絡があるのかと思い、私は急ぎ立ち上がると廊下に出る。

「もしもし？」

　応答すれば、聞こえてきたのはいち君の穏やかな声……ではなく。

『こんばんは。俺、羽は鳥とりというものですけど、実は一が酔い潰れて君の名前呼んでるんだ。悪いけど迎えに来てもらえないかな？』

　いち君の友人だった。

　酔い潰れて私を呼んでるなんて、ちょっと恥ずかしい。でも、それと同時に嬉しくもあって、私は羽鳥さんという人に場所を確認する。

　聞けば遠くはなく、ここからなら三十分もあれば行けそうだ。

　とりあえず、今日の仕事は月曜日に早めに出社して終わらせよう。

　そう決めると私は急いで、帰り支度を始めた。




　たどり着いたのは、蔦の絡まるレトロな外観が魅力的なバー。

　中へと足を踏み入れると、カウンター席の他にテーブル席がいくつか見える。

　ただ、どこを探してもいち君の姿はなく、もしやお店を間違えたのかと不安に駆られていると、カウンターに立つバーテンダーさんが「東條様をお探しですか」と声をかけてくれる。

「はい。もしかしてもう帰りましたか？」

「いえ、東條様はいつも奥のお部屋をお使いになられますので、そちらへどうぞ」

　低く渋い声でそう言って、部屋のほうを手で指し示した。

　薄暗い照明の中、私は扉に歩み寄りノックをする。

「真山です」

　流れるジャズの音楽に自分の声を重ねると、ほどなくして扉が開いた。

　現れたのは、無邪気な笑顔を浮かべる男性。

「やあ、君が一の想い人か。はじめまして、羽鳥です。彼とは高校からの付き合いなんだ」

　二つのワードで、私はいち君の高校時代の話を思い出した。

　確か仲のよい友人の名前が羽鳥だったはずだ。

「はじめまして。あの、私はいち──東條君とは幼馴染の……」

「沙優ちゃん、だろ？　一からよく君のことは聞かされてたよ」

　話しながら羽鳥さんは室内を見せるように一歩下がる。

　すると、黒い革のソファに倒れるようにしてうたた寝しているいち君を見つけた。

　ほんのりと蒸気した頬がなんだかセクシーで、見たこともない彼に心臓が跳ねる。

　お酒を飲んでいない私の顔まで赤くなりそうで、私は自分を誤魔化すように唇を動かした。

　それにしても。

「どれだけ飲んだのよ……」

　あきれて声にしたけど、もしかして飲みたくなるようなことでもあったのかなと心配になる。

「私、お水もらってきます」

　いち君を起こすにしてももうお酒は飲ませられないと、バーカウンターへ踵を返そうとしたら、羽鳥さんが小さく笑った。

　笑う理由がわからずに小首を傾げると、彼は「ああ、悪い」と謝る。

「一が君の話ばかりするから、どんな女性なのかと気になってたんだが……うん、確かに可愛いな」

　いきなり笑顔で褒められて私は目を丸くした。

「か、からかわないでください！」

「至って本気だけど。派手に着飾らず、清楚で嫌味がない」

「あの、ありがとうございます。でもちょっと褒められ慣れていないので恥ずかしいです……」

「そういう自然体なところもいいね」

　先日、いち君にも褒められたけれど、まさかお友達までに言われるとは予想外すぎる。

　類は友を呼ぶというやつだろうか。

　私の様子を見て楽しそうなとこまで似てるし。

「羽鳥さん、面白がってません？」

「嘘は言ってないぞ。ついでに、一を放っておけずに迎えにくるとこも可愛いらしい」

　どうやらここにノコノコと私がやって来たことを言っているらしい。

　褒めてるというよりからかうような口振りに、私は羽鳥さんを軽く睨んだ。

「あなたが強引に呼び出したんじゃない」

「そうだったな。悪い悪い」

　悪びれた感じもなく笑う羽鳥さん。

　飄ひょう々ひょうとした雰囲気を持つこの人と話しているとペースを乱されそうなので、私はそれ以上なにも言わずにカウンターの店員さんの元に向かった。

　透明なグラスに冷えたお水をもらって部屋に戻ると、羽鳥さんがいち君の頭を軽く叩く。

「おーい、一。愛しの沙優ちゃんが来てくれたぞ」

　愛しの、という部分に突っ込むか否か逡しゅん巡じゅんしていると、いち君が身じろいだ。

「ん……、気安く沙優って呼ぶなよ……、樹いつき」

　舌足らずな口調で羽鳥さんをたしなめる彼に、私は声をかける。

「いち君、起きて！　お水飲んで目を覚まして！」

　声を張りながら、まだ瞼を閉じているいち君の傍かたわらに膝をつくと、パチリと彼が覚醒した。

　そして、私をその視界に捉えると困惑して瞳を揺らす。

「さ、沙優!?」

「そうよ。おはよう。はい、お水どうぞ」

「……あり、がとう」

　私の登場に酔いが少し醒めたのか、彼は体を起こすと私の手からグラスを受け取った。

　いち君が起きたのを確認した羽鳥さんは、戸惑う彼を楽しそうに眺め、やがてソファに立てかけてあった自分のビジネスバッグを手に持つ。

「じゃ、沙優ちゃん、あとは頼むよ」

　いち君に無理するなよと言い残し、羽鳥さんは店を出て行った。

　とりあえず、グラスに口をつけたいち君の横に腰を下ろすと、ソファが小さく軋む音を立てる。

　テーブルの上には高級そうなワインやウイスキーのボトルが置かれていて、私はそれらを眺めた。

「いち君も、潰れるほどお酒飲むことがあるんだ」

　デートの時は飲んだとしても嗜たしなむ程度だった。

　子供の頃の印象がまだ強いせいか、はたまた王子様なルックスがそうさせるのか、彼が酔い潰れる姿とうまく結びつかなくてついそんな風に声を零すと、いち君はお水を飲み干してグラスをテーブルに置く。

「あんまり、ここまで飲むことはないんだけどね。強くはないし」

「私も強くないけど好きだよ」

　とは言え、シャンパンやカクテルくらいしか飲めないので幅は狭いのだけど。

「いいなぁ、お酒は。沙優に好きって言ってもらえて」

　やはり酔っているのだろう。

　いち君はとろりとした瞳を細めて微笑んでいる。

「お酒に嫉妬？」

　本当のところ、彼の乱れた雰囲気と言葉にドキドキしてるんだけど、余裕ぶって返した。

　私の質問にいち君はケラケラと笑って「そうだよー」なんて答えている。

　ああ、やっぱり彼は相当飲んだようだ。

「いち君、なにかあったの？」

「……どうして？」

　彼は私を視界から外し、逆に私に問いかける。

「お酒飲んで、嫌なことを紛らわせたかったのかなって」

「そう見える？」

「うん、見える」

　きっぱりと答えると、いち君は苦笑した。

　やはり大きなお世話だったかなと、話を切り替えようかと口を開いたと同時。

「沙優は、家族は好き？」

　突然そんなことを聞かれて私は「んー」と声にしながら数秒悩む。

「好き、だと思う。嫌になる時もあるけど、愛情持って育ててくれてるのを感じるし」

　アグレッシブな母に、のほほんと穏やかな父。

　喧嘩もそこそこしてきたけど、その都度しっかり向き合ってくれる両親に、私は感謝をしている。

「そっか。うん、確かに、君のご両親は素敵だと俺も思うよ」

　いち君は、記憶に残る私の両親の姿を思い出しているのか、少し懐かしそうに微笑んだ。

「いち君は……お父さんのこと苦手？」

　先日、彼のお父さんを前にしたいち君の表情や態度を見れば、彼が父親に対して思うところがあるのは見て取れる。

　だから、あえてお父さんのことだけを尋ねれば、予想通り、いち君は「もう、昔からね」と答えた。

「お父さん、厳しいの？」

「厳しいよ。でも、それだけなら別にかまわない」

　いち君は深呼吸をするように息を吐き出す。

「俺はね、小さい頃から父に本をたくさん読めと言われていたんだ。父さんのような立派な大人になるためにと。でも、本を読むたびに思ってた。母さんを泣かせる人が、立派なのかって」

「……お母さん、泣いていたの？」

　私の記憶に残るいち君のお母さんは、いち君のように穏やかな笑みを浮かべている優しい人だ。

　春の陽だまりのような温かな雰囲気に、私もこんな素敵な大人になりたいと憧れたりもした。

　いち君のお母さんはいつも幸せそうで、泣いていたなんてまったく想像もつかないけれど……。

「俺たち子供には隠れて、だけどね」

　きっと、お母さんが泣いていた理由が、彼が父親を苦手とする原因なのだろう。

　それがなんなのかを聞くのはさすがに憚られて、私は口をつぐんだ。

　でも、ひとつ納得がいった。

　お母さんが亡くなってから、いち君は家に帰るのを嫌がってた時期があったのだ。

　妹が寂しがるからと結局は帰るのだけど、父親と揉めていたのかもしれない。

　そして、今日、彼が酒に飲まれてしまったのも、父親となんらかの諍いさかいがあったのかも。

　プライベートのことを軽々しく「聞くよ」なんて言えないけれど、なにか力になれないかと思案した私は、あることを思いついた。

「ね、いち君。明日のデートなんだけど、うちに来ない？」

　体ごといち君に向けて提案すれば、彼は目を丸くする。

「え？　沙優の家!?」

「そう。明日はどこにも行かないで、お家でまったりコースにしよう！」

　彼にとってまさかのお誘いだったのか、いち君はわずかに口を開けてまばたきを繰り返し、やがて我に返ったように背筋を正すと、首を縦に振った。

「行くよ！　絶対に行く！」

「そ、そんな意気込まなくても」

「だって嬉しいんだ。ああ、でも気をつけて。俺だからいいけど、他の男を簡単に部屋に入れてはダメだよ」

「入れませんー。いち君だけだよ」

　口にしてから、誤解されるような言い方だったことに気づいて私はハッとする。

　深い意味はないと告げる間もなく、いち君は嬉しそうに瞳をとろつかせて。

「俺も、沙優だけだよ」

　言うや否や、私を引き寄せると額に口づけられてしまった。

　唇が触れた部分がひどく熱い。

　さすがにこれにはテンパってしまい、私は顔を真っ赤にしながら一気に彼との距離を空ける。

「あはは、沙優が逃げた」

「もうっ、いち君！」

　酔ったいち君の相手は、心臓が破裂しかねないと学んだ夜だった。










思い出の魔法




　午前中、朝イチで近所のスーパーに足を運んで食材を購入。

　帰宅後すぐに仕込みを開始。

　まずは本日のサプライズとなるデザートから作り始め、約束の時間に間に合うようにと手を動かしていく。

　テンション上げていこうとエプロンを着けてすぐにスマホを操作し、音楽を流したけど、耳に入ってきたのは最初だけ。

　やることがたくさんありすぎて、どうにかすべての行程を終えるまで、曲が流れているのをまったく意識しなかった。

　あとはできた料理を盛り付けて完成というところで、いち君からのメッセージを受信する。

【あと十分くらいで着くよ】

　部屋は昨夜のうちに片づけていて、朝から掃除機もかけた。

　二人掛けの白いテーブルにも、最近ひと目惚れをして買ったレースのセンタークロスをひいて華やかな印象になっている。

　玄関もトイレも抜かりなく、残るは使いたてほやほやのキッチンのみ。

　一応片づけながら作っていたので、五分もあれば綺麗になるはず。

　そう予測し、スポンジを手にして、てきぱきと洗い物を始めた。

　そして、十分後。

「お邪魔します」

　爽やかなアイスブルーのデニムと、ボーダーＴシャツに綿麻のテーラードジャケットを羽織ったいち君がやって来た。

　私が少し緊張しながら出迎えると、いち君は手にしていた細長い紙袋を差し出した。

「これ、お土産。アイスワインなんだけど、よかったら食事のあとに飲もう」

　アイスワインは凍結したブドウを使ったもので、とても甘く芳醇な香りがするワインだ。

　以前、カナダに旅行に行った友人からお土産にもらったことがあるのだけど、その美味しさに衝撃を受けた記憶がある。

「ありがとう！　楽しみ。あ、狭くて申し訳ないけど、適当に寛いでてね」

　伝えて、私は再びキッチンへ入った。

　私が住むこのアパートは１ＬＤＫの間取りだ。

　間仕切りの引き戸を閉めると狭く見えるため、いつも全開にしてワンルーム風にしている。

　ただ、玄関からベッドが丸見えになるのは嫌なので、少し背が高いシェルフを仕切りに使っていた。

　いち君からもらった花は、そのシェルフの上に飾られていて、今もゼラニウムが部屋の雰囲気を明るくしていた。

　ちなみに、今までもらった花は何本か取り出してドライフラワーにし、瓶に入れてシェルフに飾っている。

　どうやら彼はそれに気づいたらしく、食器をテーブルに並べる私に「これ、ありがとう」と指差して微笑んだ。

「それね、昔、いち君のお母さんが教えてくれたの」

「母が？」

　少し驚いた彼に、私は頷いた。

「いち君のお家の温室の花をもらった時、枯らしたらどうしようって言ったことがあって。そしたらお母さん、こんな風にドライフラワーにするといいのよって」

　見せてもらったドライフラワーは、瓶に入っているものだけでなく、リースになっていたり、ホルダーに入れて飾られているものもあった。

　それを教わって以来、お花をもらう機会があると、こうしてドライフラワーにして飾るようになったのだ。

　思えば、私はいち君のお母さんから素敵なことをいくつか教わっている。

　今日私が彼を招待したのも、まさにそれが関わっているのだから……。

「そうか。確かに、温室や家の中にはお手製のドライフラワーが飾られてたな」

　懐かしいな、と目を細めドライフラワーを眺めるいち君。

　その瞳は思い出を慈しむようで、どこか寂しそうにも見えて、私は気持ちが沈まないように明るい声を出す。

「今日、予定を急に変えてごめんね」

「かまわないよ。それより、俺もなんか手伝うよ」

　言いながら彼はジャケットを脱ぐと椅子の背もたれにかけた。

　私はそのジャケットを預かって、ハンガーにかけるといち君を制する。

「いいの、いち君はお客様なので座ってて。あ、でもあんまり期待しないでね」

　用意した魚介のサラダとフライパンで作ったアクアパッツァはたまにしか作らないから少し不安だ。

　どちらも簡単なわりに豪華に見えるので、友達が遊びに来た時の定番料理なんだけど、はたしていち君の合格をもらえるのか。

　そんな思いが顔に出ていたのか、彼は小さな子供を安心させるように微笑む。

「沙優が作ったものならなんでも嬉しいよ」

　その言葉を聞いて、私は少し安あん堵どし笑みを返した。

　キッチンで料理を盛り付け、ダイニングテーブルに並べれば、いち君は感嘆の声を上げる。

「すごく美味しそうだ」

　いただきますと綺麗に手を合わせると、彼はひと口食べるごとに頬を綻ばせた。

「美味しい」と喜んでくれ、味も好みだと言ってもらえて私も一安心しながら味わう。

　そして。

「デザートもあるから、ちょっと待っててね」

　空になったお皿を片づけて、冷ましておいたそれをいち君の前に置いた。

「……これ、もしかして」

　彼の瞳が、大きく見開かれる。

「そう、いち君のお母さんのだよ」

　今日、いち君を誘った目的であるこのデザートは、彼のお母さんが時々作ってくれたタルトタタン。

　昔、これが好きだといち君が言っていた。

　実は私も気に入って、レシピを教えてもらったことがあったのだ。

「久しぶりに作るからうまくできてるかわからないけど、食べてみて」

　いち君のお母さんは『これがもっと美味しくなる魔法よ』と、アプリコットジャムをプラスしていたので、もちろんそれも煮たりんごに混ぜてある。

　横に立ち、ドキドキしながら見守っていると、いち君はフォークを手にした。

　続けて、いただきますと唇を動かすと、そっとタルトを切り取る。

　そして、ひと口味わって。

「……うん、母が作ったのと同じ味だ」

　何年ぶりだろう。

　彼は嬉しそうにそう声を零して目元を緩めた。

「よかった！　ほら、元気がない時はお母さんの手料理とか食べると不思議とホッとするじゃな──」

「沙優」

　私の言葉に被せるように名前を呼んだいち君は、私の腕を強く引く。

　そして、突然のことにバランスを崩した私の体を力いっぱい抱き締めて閉じ込めた。

　顔がカッと熱くなって。

　トクトクと、鼓動が早鐘を打つ。

「ちょ、いちく」

　懐かしい母の味に感極まっちゃったのかと目を泳がせていれば、意外にも落ち着いたいち君の声が耳をくすぐった。

「変わらないな。沙優は昔も、そんな風に励ましてくれた」

「そ、そうだっけ？」

「そうだよ。それが、失敗したやつだからよく覚えてる」

　え、私ってば失敗したのを食べさせたの？

「母が亡くなって落ち込んでる俺に、タルトタタン風だとか誤魔化して食べさせてくれたんだ」

「ひ、ひどいね私……」

　何度かタルトタタンを食べてもらった思い出はあるけど、あまりにもひどすぎて記憶を抹まっ消しょうしたのかもしれないなんて苦笑してしまう。

　いち君も私を抱き締めながら小さく笑っていた。

「わ、忘れていいよ」

「忘れないよ。君とのことは、忘れたくない」

　愛しさをにじませた声で囁かれ、胸が切なく締め付けられる。

「いつだって君は飾らず、ありのままで接してくれてて。俺を特別扱いせず、軽口叩きながら隣で笑ってくれてた。それは再会した今も変わらない」

　沙優、と彼の柔らかな声が私を呼んだ。

「君の笑顔は、俺の心を明るくしてくれる。出会った時からずっと、太陽みたいに照らしてくれてるんだ」

　キュウッと抱き締める腕に力がこもる。

　彼の背に、腕を回して抱き締め返してもいいものか──。

　そうしたい気持ちはあるものの、胸の内にある想いが今の私のものなのか。

　それとも過去の私のものなのかがわからなくて躊躇ためらってしまう。

　けれど、間近で香るいち君の優しい香りにほだされて押し退けることもできずにいれば、抱き締めている彼の腕に力が込められる。

「ねえ、沙優。俺にはやっぱり君しかいない」

　君の中でも俺が一番になるといいな。

　眉を下げて微笑むいち君の願いは、私の心にじわりじわりと広がり、甘さを持って染み込んでいった。










どんな彼にも魅せられて




　夢を見た。

　水色の空と、色鮮やかな花や優しい木々に囲まれた広い草原。

　その景色の中央に、アンティーク調の白い椅子があった。

　絵画のような風景をぼんやりと眺めていると、横から突風が吹いて私は目をつむり、身を縮める。

　そして気がついた。音が、なにもないことに。

　肌を撫でる風の感触はあるのに、音だけがしない。

　なにが起こっているのかと、恐る恐る顔を上げると、椅子に、美しい女性が腰掛けていた。

　両手を膝の上に綺麗に揃えて、長い睫毛を瞬またたかせて。

　私を静かに見つめ微笑んでいる彼女の薄く形のよい唇が動く。

「ありがとう」

　音のない世界に、彼女の声がハッキリと聞こえて。

　優しげな声に、椅子に座る女性がいち君のお母さんだと思い出した。

　直後、左隣に気配を感じて顔を向ければ、中学生の頃のいち君が立っていて、そっと私の手を引いた。

　その顔は悲しそうで、気づけば彼のお母さんも悲しげに眉を下げている。

　どうしたのと、開いた唇からは声が出なくて私は空いている右手で喉に触れた。

　次の瞬間、ふと二人の視線がある一方へと向いて、私もそちらを見やれば、そこには厳しい顔でいち君のお父さんが立っていた。

　いち君が、なにかに耐えるように私の手を強く握る。

　大丈夫？

　声はやはり出せなくて、戸惑う私をまた、彼のお母さんが見つめる。

「どうか、一をよろしくね」

　心配そうに言うから、安心させたくてうんうんと力強く頷くと、彼のお母さんはふわり。

　温かい笑みを浮かべてくれた──。




　目覚ましの音が聞こえて意識が浮上する。

　最初に見えたのは間仕切りにしている木製のシェルフで、そこに飾られたドライフラワーの入った瓶をぼんやりと眺めた。

　こんな夢を見るなんて、昨日、タルトタタンを作ったからだろうか。

　だけど、ただの夢だと割り切ることができないのは、いち君のお母さんの言葉があるからだ。

『どうか、一をよろしくね』

　それが、メッセージのようで。

　私はまだ覚醒しきっていない頭で、約束を守らないとと思いながら体を起こした。

　と言っても、結婚をするという結論が出たわけではないので、今のところは幼馴染として彼の隣にいるということになるのだけど。

　いち君に惹かれてることは自覚してるくせに結婚に踏み込めないのは慎重すぎ、だろうか。

　いやでも惹かれてるからって、すぐに結婚に踏み切らないのは普通だよね。

　いち君が、結婚してほしいからと一生懸命アピールしてくれるのは嬉しいけれど、やっぱりまだ自分の気持ちに自信が持てない。

　でも、突然の転校には理由があるみたいだし、転校してからもずっと会いたいと願ってくれていたとすれば、それは──。

「いち君に、めちゃくちゃ愛されてるってこと？」

　思わず声にして、自分の言葉に顔が熱くなる。

　え、え？　え！　ええ!?

　いやいやいや、一旦落ち着こう。

　あくまでこれは私の想像だ。

　現実的には、転校には事情があって、まあいち君もいろいろな経験があり、なんだかんだで幼馴染のあの子がいいな、みたいな流れが妥当だろう。

　あまりロマンチックに考えて舞い上がるのは危険だ。

　期待して、恋に落ちて、また突然いなくなられたら……たぶん、もう二度と恋なんてできない。

　私はベッドに腰掛けたまま、部屋を見渡した。

　昨日、この家にいち君がいた。

　一緒にごはんを食べて、抱き締められて。

　その後、タルト食べようって私が言って空気は元に戻ったけど、もしも、私が抱き締め返していたなら、そのあとはどうなっていただろう。

「…………」

　今日は休日。

　たらればに囚われていたら、せっかくの休みを無駄にしてしまう。

　とりあえず冷蔵庫の中はすっからかんなので、コンビニになにか買いに行こうとクローゼットの扉を全開にした。




　どうやらいち君は、このお花屋さんが気に入っているらしい。

「真山さん、愛されてるんですねー」

　いつもお花を届けてくれる女性が再び私に可愛らしい花束を渡してくれた。

　ピンクのバラに、小さな葉と小ぶりの白い花。

「あの、この花はなんて名前ですか？」

　私が指差したのは、白い花のほうだ。

　実は今までもらった花はすべて一種類のみで届けられていた。

　でも今回は二種類。

　お花屋さんは明るい笑顔を浮かべる。

「これはブライダルベールですよ」

　ブライダルベール。

　もはや花言葉とかではなく直球で気持ちを伝えられているようにも思える。

　言われてみれば、確かに白いベールのイメージが湧く花だ。

　かすみ草に似ていて可愛らしい。

　丸く束ねた花束の持ち手にはピンクのリボンが巻かれていて、ブーケのようにも見える。

　そして、いち君からの手紙が挟まれているのを確認すると、お花屋さんが受領証を差し出しながらおずおずと聞いてきた。

「あの、うちのオーナーが言ってたんですけど、送り主の東條様って明倫堂の御曹司なんですか？」

「え、ええっと、そうみたいですね」

　私にはあまりいち君が御曹司という意識がなく、どちらかといえば初恋の幼馴染という印象が強いので、改めて聞かれると戸惑ってしまう。

　あ、そういえばそうだった、と。

「すごい、そうなんですね！　実は私の従い姉と妹こも御曹司に見初められて、昨年結婚したんです。どこにそんな出会いあるんだよって思ってたんですけど、あるところにはあるんですねー」

　彼女は羨ましいと笑って、次の配達先へと急いでいった。

　ドアを閉めて、花束をテーブルに置く。

　御曹司との結婚、か。

　そういえば昔、友達に玉の輿だねと言われていち君との仲をからかわれたことがあるけど、当時はあまり深く考えなかったなぁ。

　私にとって重要なのは、いち君と一緒にいられることだったから、今思えば本当に純粋に恋愛をしていたのだと思う。

　いち君と旅行したいなとか、もっと自由に会いたいなんて考えて、早く大人になりたいと願っていたはずなのに。

　大人になった今、立場や責任といったしがらみがある上に、失敗や挫折を繰り返してきたこともあり、変に尻込みするようになった。

　好きだという気持ちだけで、いち君の隣にいた過去の自分が羨ましい。

　なんて自じ嘲ちょう気味に微笑んでから花束に挟まれた手紙を取り出し、少しざらつきのある白い封筒を開いた。





＊　＊



　Ｄｅａｒ 沙優

　昨日はありがとう。

　すごく嬉しかった。

　お土産にもらったタルトタタン、美波にも食べさせたらとても喜んでいました。

　よかったらまた気が向いた時にでも作ってください。

　Ｆｒｏｍ いち


＊　＊






「美波ちゃんも食べてくれたんだ」

　喜んでくれたとのくだりに、頬が緩む。

　いつか美波ちゃんにも会いたいなと思いながら手紙をしまい、花言葉を調べようとしたところで着信音が部屋に鳴り響いた。

　ベッドサイドテーブルの上で充電しているスマホを手に取れば、表示されているのは久々に見る名前。

「ゆっこ、久しぶり！」

　ちょっとテンションの上がった私の挨拶に、彼女の元気な声が答える。

『沙優！　久しぶり！　元気してたー？』

　ゆっこは高校時代の同級生で、卒業してからもたまに会ったりしている仲のいい友達だ。

　当時はバスケ部に所属していて、面倒見がよいお姉さんみたいな人柄はずっと変わらず、現在は結婚し、一児の母になっている。

「元気だよ。ゆっこはどう？　子育て順調？」

『イヤイヤ期真っ盛りで毎日ヘトヘトよ。だから、同窓会でストレス発散するつもり。沙優も行くでしょ？』

「あー、ごめん。私は仕事でパスなんだ」

『えっ、そうなの？　残念。会いたかったなー』

　ゆっことは、彼女が出産してからは年に一度くらいしか会ってない。

　確かにそろそろ会いたいなと考えていると、ゆっこが『それならさ』と再び明るい声色で続ける。

『今夜、横浜で幹事会するからよかったら来ない？』

　聞けば、ゆっこは今回の同窓会で幹事メンバーに入っているらしい。同窓会に参加できないのなら、今夜、一緒に参加してみんなと飲もうと誘ってくれた。

　とくに予定もなかったし、明日に響かない程度であればいいかなと、私は承諾する。

『やった！　場所と時間は今からメッセージ送るからよろしく。じゃ、また今夜に』

　テンションの高いゆっことの通話を終えると、私はスマホで時刻を確認する。

　十四時二十五分。

　家を出るまでまだ時間はある。

　服装だけ決めておこうと、ハンガーに手をかけた。

　頭の隅で、いち君に飲み会に行くことを報告すべきかと悩みながら。




　午後六時。

　夏の夕暮れは少し明るく、駅構内は音に溢れている。

　行き交う人々の足音や話し声。運行情報を知らせる放送。

　そして、私のスマホの受信音。

　私はふと足を止めて、トートタイプのカゴバッグからスマホを取り出すと、少し緊張して画面をタップする。

　実は、家を出る前にいち君にメッセージを送信しておいたのだ。

　彼は以前、同窓会のことを心配していたから。

　今日の飲み会は一応その同窓会絡みだし、やはりひと言伝えておくべきだと考えて、お花のお礼と共に知らせておいた。

　女友達に誘われたから、同窓会の幹事会に少し顔を出してきます、と。

　安心してもらえるかはわからないけど、ゆっこの名前と店の場所も教えた。

　その返信が、今きた。

【連絡ありがとう。楽しんできて。なにかあれば迎えに行くから言ってください】

　ひとまず穏やかな文面を見て胸を撫で下ろす。

〝なにかあれば〟というのは、終電を逃すとか、飲みすぎるとかそんな話だろうか。

　そうだとすれば、早めに帰るつもりだし、私は元々あまり飲まないからとくになにもないだろう。

　そう思って、指定されたお店に入ったのだけど。

「なんで、聖司がいるの!?」

　まさか、いち君が警戒している張本人が。

「おー？　マジで？　さすがにこれは運命なんじゃない？」

　ここにいるなんて。

　広めのボックス席に座り、ウェルカムムードのみんなに首を傾げて問いかけた。

　ゆっこから教えてもらった幹事メンバーのリストに聖司の名前はなかったはず。

「俺は安あん西ざいに声かけてもらったんだよ」

「僕が呼びましたー」と、こちらに手を振って笑みを見せている安西君は、高校生の頃より少しぽちゃっとしている気がする。

　そういうパターンか……。私もゆっこに誘われて、急きょ参加しただけになにも言えない。

「はいはい、沙優ちゃんは俺の隣ね」

　聖司が自分の隣の椅子をポンポンと叩いて座るように促すけど、元からそこしか空いてないので仕方なく言われるがままに腰を下ろした。

　すると、私の真向かいに座っているゆっこが楽しそうに身を乗り出す。

「なになに、もしかして復縁？」

　そんなわけないでしょ！と答えると、聖司は「俺、今ちょうどフリーなんだけどねー」なんてアピールしてきた。

　でも、彼は昔からこんな感じで受け答えするので、周りも話に軽く乗ってくるだけ。

「お前ら付き合ってたんだっけ」

　なんて誰かが言って、だんだんと懐かしい話題に花を咲かせていくみんな。

　聖司は今のところみんなの話に首を縦に振りながらジントニックに口をつけている。

　そんな中で、私はいち君のことを考えていた。

　帰ったほうがいいのだろうか、と。

　でもゆっこも喜んでくれてるし、あまり早く切り上げるのも忍びない。

　とりあえず聖司もいたことを黙ったままではいられないので、現状の連絡はしておこう。事情を説明して【できるだけ早く帰るようにするね】と伝えると、返信はあっという間に届いた。

【ゆっくりしておいで。俺に気を遣わないでいいよ】

　私を信頼してくれてるなら嬉しいけれど、どうするのが正解なのか、悩んでしまう文面だ。

　一番いい方法はなんだろうかと逡しゅん巡じゅんし、私は再びいち君にメッセージを送った。

【仕事もあるし、元々早く帰るつもりだったから大丈夫だよ。また連絡するね】

　付き合ってはいないけれど、そんな雰囲気のやり取りをくすぐったく感じながら、私は同級生たちの会話に戻った。

　そして、幹事メンバーたちは同窓会についての話し合いに入り、私はというと……。

「で、沙優ちゃん、あのあとどうしたの？　いち君と付き合うようになった？」

　聖司の質問攻めにあっていた。

「……なってないよ」

　答え、プラスチックのストローをくわえると、

「マジで？」

　くし切りにされたレモンをグラスから外した聖司は、どこからか聞こえる笑い声に自身の声を重ねた。

「だってあの人、めちゃくちゃキレてたじゃん」

「うん、そうなんだけどね」

「沙優ちゃんがその気じゃないの？　あんなに好きだった相手なのに？」

　思わず私は眉を下げてしまう。

「すごく好きだったから、よくわかんないんだよね」

　ときめくのは、昔の想いが一時的に復活してるからなのかもって考えてしまう時があって、今の自分の気持ちがよく見えない。

　それを素直に言葉にすると、聖司は「なるほど」と頬杖をついて私を覗き込むようにする。

「沙優ちゃん、俺と再会してさ、俺にときめいてる？」

「ぜんぜん」

「可愛い顔して、ハッキリ言うね～」

　笑いながら頬を引きつらせる聖司は「まあいいや」と言うとグラスに口をつけた。

　そうしてお酒で喉を潤すと、つり目がちな瞳に再び私を捉える。

「沙優ちゃん、本当に引きずってたもんな。だからこそいろいろ悩むんだろうけど、別にさ、過去のいち君にときめいてるわけじゃないじゃん？　今のいち君の行動でときめいてんだろうしさ。好きだったから、好きになりやすい。そういうことじゃないの？」

　──好きだったから、好きになりやすい。

　その言葉に、私の中でなにかがストンとはまったような感覚がした。

「ましてや沙優ちゃんは両想い寸前みたいなところで放り出されたんだから、また好きになるのは自然だろ。見た感じ、いち君はむかつくくらいいい男っぽいしさー」

　おどけたように笑って、聖司は優しく目を細める。

「大丈夫。沙優ちゃんは、昔の恋に引きずられてるわけじゃない。相手がいち君だから、だよ」

　いち君だから、惹かれて。いち君だから、好きになる。

　聖司のアドバイスに、私は目から鱗うろこが落ちる。

　確かにそうだった。

　いち君が転校するまでは、いち君以外の男の子を異性として意識したことはなかった。

　彼がいなくなってようやく意識できたのが聖司で。

　それでも、いつも心のどこかにいち君の存在があった。

　聖司はそれを受け入れつつ、でも必死に消そうとしてくれていたけれど、私たちは互いに苦しさを覚えるようになっていって。

　高校卒業を前に、私から別れを告げた。

　ごめんなさい、と。

　正直、聖司を心から好きだったとは言いきれないけれど、彼と出会えてよかったとは思っている。

『大丈夫、大丈夫だよ。沙優ちゃん』

　今さっきも口にしてくれた、大丈夫という言葉。

　私がいち君を思い出して落ち込んでいる時、何度もそう言って寄り添ってくれていた聖司だから、甘えることができたのだ。

　彼でなければ、付き合おうとは思わなかっただろう。

「聖司、ありがとう」

　昔も、再会した今も、私を優しく支えてくれて。

「おう。今度こそうまくやれよ？」

　聖司に会いたくない、なんて思ってたけど、彼がいてくれてよかった。

　……なんて、都合よすぎだよね。

　とにかく、今後もし彼がいても警戒する必要はなさそう──。

「でも、いち君とうまくいかなかったら、俺と付き合おうね」

　では、なさそうだ。




　ゆっことも久しぶりに会えて、近況を報告し合って。

　近々ゆっこの可愛い息子にも会いに行かせてよと話したところで、私はひと足先にお店を出た。

　お酒で少し火照った頬に潮風があたって気持ちがいいなと、最後の階段を踏んだ直後──。

「沙優」

　柔らかな声が、私を呼び止めて。

　その聞き覚えのある声に私は驚き顔を上げた。

「えっ、いち君！　どうしたの？」

　すっかり夜の気配に包まれた街中、パイプ状の白いガードレールに腰掛けていた彼に小走りで駆け寄ると、いち君は眉を下げて微笑む。

「ごめん……やっぱり俺、沙優のことが心配で」

　彼の手にはスマホが握られていて、もしかして、心配しながら私からの連絡を待っていたのかと想像し、胸が痛んだ。

「大丈夫だよ。聖司も、なんだかんだ言いつつもいち君とのこと応援してくれてるし」

「応援？」

　安心してもらいたくて口にしたけど、言ってから失敗したと唇に手を当てた。

「えっと、私といち君の……その、いろいろ？」

　濁して伝えると、いち君は端正な顔をキョトンとさせて首を傾ける。

「いろいろって？」

「い、いろいろはいろいろ！」

　この話は終わりとばかりに強く言えば、いち君はなんとなく察したようで小さく笑った。

「送ってく。車回すから、ここで少し待ってて」

「え、でも駅近いし」

「俺が沙優と一緒にいたいんだ。だから、沙優は俺のワガママに付き合ってよ」

　いち君の優しいワガママに、私は苦笑いして頷いた。

　ありがとうと伝えると、彼は駐車場へと足を向ける。

　その後ろ姿を見送りながら、そういえば、ブライダルベールの花言葉は【花嫁の幸福】や【願い続ける】だったのを思い出した。

　花も花言葉も、どちらも彼からのメッセージなんだろうなと多くの人が流れる街を眺めながら考えていると、やがていち君の運転するスポーツカーが停車する。

　運転席のウィンドウが下りて、促されるまま助手席に座った。

「暑かったら言って。買うものがあれば寄るけど、なにかあるかな？」

　大丈夫だよと告げると、いち君はアクセルをゆっくりと踏み込む。

　運転するいち君をちらりと見れば、彼は夜の街に視線を向けていた。

　このまま送ってもらうだけなのもどうなのかと、もう少し一緒にいたい気持ちに言い訳をして唇を開く。

「あの、時間あるなら少しお茶していかない？」

「え？」

「心配もさせたし、送ってくれるお礼もしたいし……」

　どうかな、と首を傾げると、いち君は花の蕾が綻ぶような微笑みを浮かべて頷いた。

　そうして、私たちは近場にあった深夜まで営業しているカフェに入店する。

　シックな雰囲気の店内には鼻をくすぐるコーヒーのいい香り。

　一番奥のテーブル席に座った私たちは、テーブルに立てかけてある茶色い表紙のメニュー表を開き、豊富なドリンクメニューを眺めた。

　ここのカフェはコーヒーだけじゃなく、紅茶の種類も多いらしい。

「それじゃあ私はアイスアップルティーを飲もうかな」

　メニュー表を閉じると、いち君が微笑んで頷く。

「沙優が誘ってくれてよかった。ほんとは少し相談したいことがあったから」

「相談？」

「うん。ああ、すいません。アイスアップルティーとアイスコーヒーをひとつずつお願いします」

　通りかかった店員に注文してくれたいち君。

「かしこまりました」と微笑して、黒いエプロンをつけた店員はオーダーを厨ちゅう房ぼうに伝えにいった。

　ふと、いち君がズボンのポケットからスマホを取り出してディスプレイを確認する。

　そして「進捗か……ちょっとごめん」と手早く文字を入力した。

　仕事なのだろうと、私は店内に流れるゆったりとしたクラシックミュージックを聴きながら彼を待つ。

　やがてまたスマホをポケットに戻し、いち君は話す。

「俺もね、お礼がしたいんだ」

「お礼？」

　いち君が端正な顔をニッコリさせると同時、冷たいアイスアップルティーとコーヒーが運ばれてきた。

　シロップもなにも入れずストローに口をつけて、喉を潤す私に、彼は言った。

「タルトタタンのお礼」

　その言葉に、私は目を丸くして頭を振る。

「そんな、お礼なんていらないよ。私が勝手にやったことだし」

　いち君のために作ったタルトタタンは、お礼なんて一ミリも期待せずに作ったものだ。

　彼の好きなものを食べたら、少しは元気が出るかもしれないと、ただそれだけ考えて作った。

「そんなつもりじゃないから」と伝えれば、いち君は「わかってる」と優しく目を細める。

「そうだとしても、すごく嬉しかったんだ。だから俺になにかさせてほしい」

　いち君は頼むと、グラスに汗をかいたアイスコーヒーをひと口飲んだ。

　カラン、と氷が位置を変えて落ちる音がして。

「思いつかないなら今度デートで探しに行こう」

　彼が続けて提案する。

「沙優の好きなものを買っていいから」なんて言われてしまい、私は慌てて首を横に振ってお断りする。

「いらないよ。さっきも言ったでしょ？　そんなつもりで作ったんじゃないもの」

　気持ちはありがたいけど買ってもらえない。

　そう言えば、いち君はしょんぼりと肩を落とした。

「でも、なにかしたいんだ」

　う、ぐぅ……！

　そんな、今にも捨てられようとしてる子犬のような瞳で見ないでほしい。

　ないはずの犬の耳が、力なく垂れてる幻まで見えそうだ。

　そして、私は知っている……。

　いち君はこうやって自分の意見を通そうとしているのを。

　相手と状況を見て、強気に出たり下手に出たり。

　こういうところ、企業のトップとしては申し分ない才能だと思うけれど。

　それはさておき、さっきから通路を挟んだ隣の席の女性の視線が痛い。

　尽くす彼の気持ちを無下にしてるひどい女だと思われているのか、いち君を見る目は優しいのに、私への視線は厳しいのだ。

　完全に私が折れなければならない状況に、頭をフル回転させる。

　お礼なんて本当にいらない。

　そもそも、普段からいち君にはよくしてもらってるから必要ないくらいなのに。

　でも、それを言ってもたぶん彼は引かない。

　それならやはり私が欲しいものをお礼にもらうしかないのだろう。

　けれど、今欲しいものなんてとくにない。しいていえば、休みくらいだ。

　来週、港で行われる花火大会も、去年は休日出勤していて事務所から音だけ聞いていたっけ。

　……と、そこまで考えて思いつく。

　来週のデート、まだどこに行くか決まっていなかったはずだ。

　それなら花火大会を希望して、それを欲しいものに当てがえばいいのでは？

　とりあえず今はこれしか思い浮かばない。

　私は、元気のない視線をアイスティーに落とす彼に提案する。

「じゃあ……花火が見たいな」

　予想していない言葉だったのだろう。

　いち君は「え？」と顔を上げて私を見た。

「来週の土曜、港の花火大会があるでしょ？　それを、一緒に見てくれる？」

　それじゃお礼にならないと言われたら、「いち君と見たいというワガママを叶えてもらうからお礼になる」と返すつもりだった。

　でも、どうやらそれは必要なかったらしい。

　いち君は水を得て生き生きと咲く花のような笑顔で頷いた。

「もちろん！」

　快諾されて、胸がキュンと締め付けられる。

　忙しなく早鐘を打ち始めた心臓。

　いち君だから、好きになる。

　本当にそうだなと、この瞬間、私も笑みを零しながら思ったのだった。










近づく唇




　駅前は花火大会を目的とする人々で溢れかえっている。

　観覧席のある公園ではこの日に合わせたイベントを開催していて、マーチングバンドの演奏が喧騒の間に聴こえてきた。

　人にぶつかりそうになりながら歩いていたのは最初だけ。

　人の流れは港のほうへと向かっているけれど、私は途中からひとつ隣の通りへと移動したのだった。

　人混みの多さを避けたわけではなく。

　いち君に指定された待ち合わせ場所に向かうためだ。

【午後六時に、ロイヤルホテルのロビーで待ってて】

　花火が上がるのは午後七時を過ぎてから。

　その前に屋台とか見て回ってどこかで立ち見かなぁと考えてはいたんだけど、その場合だと待ち合わせは駅前だと予想していた。

　まさかホテルのロビーで会うとは考えもしなくて、メッセージを見てから数分……いち君は仕事なのではないかという結論に達した。

　忙しいから部屋でギリギリまで仕事をしているとか、打ち合わせがこのホテルで行われている、とか。

　そうだとしたら申し訳なかったなと思いつつ、私は纏う浴衣の襟の合わせに手を添えた。

　この浴衣は二年前、レトロモダンなデザインにひと目惚れして購入したものだ。

　白地に赤い椿つばきと紺色のドットがストライプの代わりにラインを引く、少し個性的な浴衣。

　ずっと機会を逃していたけれど、ようやく着ることができた。

　可愛くなりすぎないようにと、帯は黒を基調にしたデザインで、帯おび紐ひもは椿に合わせ赤にしている。

　捻りながら後ろでひとつにまとめた髪に挿したかんざしも赤。

　少しでもよく見えるように頑張ってみたけれど、どこもかしこも浴衣美人が歩いているので、特別頑張った感じには見えないかもしれない。

　そんなことを考えながら、たどり着いたホテル。

　フロントの前に広がるロビーは吹き抜けになっていて、窓からは暮れゆく美しい空が望める。

　大きなシャンデリアの下にいくつか並ぶソファやテーブル。

　そのひとつに腰掛けた私は、カゴ巾着からスマホを取り出した。

　約束の時間までまだ十分ほどあり、どう過ごしていようかと悩んでいると、

「沙優、早いね」

　いち君が、軽く手を振りながら現れた。

　しかも、浴衣姿で。

　これは完全に不意打ちだ。

　彼が昔住んでいた家が洋館風だったからか、あまり和のイメージがなかった。

　だから、浴衣を纏ういち君に私の胸の鼓動は跳ねっ放しになる。

　私は慌てて立ち上がって彼を迎える。

「いち君、浴衣、すごく似合うね」

　凸凹感のある素材の浴衣は、黒地だけれど所々に白が織り混ざっていて重たく感じさせない。

　というより、着ている彼が爽やかな好青年なので清涼感がある。

　どこかの浴衣モデルかと思うくらいで、素直に褒めるといち君は照れ臭そうに頬をかいた。

「ありがとう。でも、沙優には敵わないな」

　いやいや、どう見てもいち君に軍配が上がるから。

　男女の違いはあれど、どちらが浴衣をうまく着こなしているかアンケートを取れば、間違いなくいち君が勝つだろう。

　だけど。

「沙優はセンスがいいよね。デザインの仕事に就いたのもわかるよ」

「そ、そうかな？」

　仕事のことに絡めて褒められると素直に嬉しい。

「似合ってる。可愛いよ」

「ありがと……」

　恥ずかしい。

　ホテルのロビーで向かい合ってベタ褒めされて、居たたまれない。

　気づけばフロントのお兄さんとか、少し離れたソファに座ってる年配のご夫婦とか、めちゃくちゃ温かい目で見守ってるし。

「え、えっと、そろそろ行く？」

　早く見る場所を確保しないといけないのもあるけど、この場から離れたくて促すと、いち君は「そうだね」と頷いて、なぜかロビーの奥に向かう。

「いち君？　出口は反対側だよ」

　声をかけて引き止める私に、彼は振り向いて微笑んだ。

「こっちなんだ」

　そう言って、エレベーターホールを指差す。

　いち君はそのまま柔らかな照明が照らすホールへと足を進めた。

　私は戸惑いながらも彼のあとをついていく。

　エレベーターに乗ると、いち君が押した階数は高層階。

　そこは、ハイクラスの客室専用ラウンジがあるらしく、エレベーター内の案内板にはレストランやバーの表記も見てとれた。

　もしかしてレストランで夕食を食べながら、なんて贅沢な観覧になるのかと恐縮しつつ、肩をすぼめ高級感溢れる内装のラウンジを歩く。

　しかし微笑みを浮かべたいち君の足は、またもや私の予想と違う方向へと向かった。

　レストランと記載された金色のプレートとは別の方向へと進み、奥にあるエレベーターに乗り込んでさらに上昇し、最上階へ。

　ルームナンバーが付いた白い扉をいくつか視界に捉えつつ、絨じゅう毯たんが続く廊下を進み、やがていち君の足が止まったのは『ロイヤルスイート』のプレートが掲げられた客室。

　いち君がカードキーを取り出すのを見て、私はやはり仕事で宿泊していたのだと心の中で頷く。

　きっと、忘れ物でも取りに来たのだろう。

「ここに泊まってるの？」

「昨日、仕事が終わってからね。たまたま空きが出たらしくて運よく予約が取れたんだ」

「そうなんだ。よかったね」

　笑みと共に言えば、なぜかクスクスと小さく肩を揺らした彼。

「どうしたの？」

「いや。たぶん予想もしてないんだろうなと思って」

「なにを？」

　首を傾げても、いち君はまた少し笑っただけで答えてはくれない。

　釈しゃく然ぜんとしないけど、とりあえずロイヤルスイートに泊まるだなんて、やっぱりいち君は御曹司なんだと痛感した。

「どうぞ、入って」

　いち君に促され、でも私は首を横に振る。

「え、いいよ。忘れ物でしょ？」

　ここで待ってると言うと、いち君はまた楽しそうに目を細めた。

「じゃあ、お願いしていいかな？　一緒に探してくれる？」

　ああ、なるほど。

　忘れ物じゃなくて、探し物！

　それならお手伝いしようと、私は頷いて部屋に入った。

　そして、最初のエントランスホールに入った瞬間、私はそれに気づく。

　壁にかかった大きな円形の鏡。

　その前に設置された大理石の飾り棚の上に、大きな白い花束とカードが置いてあった。

　それを見つけた私を、いち君は意味ありげに目を細めながら見つめ、先に行ってるねと、隣の部屋に移動してしまう。

　もしかして、最初からこれを渡すつもりで部屋に入れたのだろうか？

　そう思いながら花束に近づく。

「これは……クレマチスだ」

　以前もらったクレマチスの花。

　あの時は【策略】の意味が込められていたけれど……。

「え？　まさかまた？」

　さっきのいち君の表情を思い出し、またなにか企んでいるのではと慌てて白いカードを手に取る。

　表には【Ｄｅａｒ 沙優】と書かれていて、裏返すとそこには見慣れた彼の文字。

【お礼、気に入ってくれると嬉しいです／Ｆｒｏｍ いち】

「……もうっ、いち君。これだけじゃわかんないよ！」

　どこかの部屋にいるであろういち君に聞こえるようにエントランスで声を上げると、奥のほうからいち君の笑い声が聞こえた。

「沙優、こっちにおいで」

　呼ばれて、私は花束を抱えカードを手にし、いち君の声を頼りに部屋を移動する。

　最初の部屋は、薄い水色の壁に覆われたダイニングルーム。

　家具が白で統一されていて、頭上に吊るされた大きなシャンデリアがキラキラと輝いている。

　ダイニングの奥にはキッチンスペースもあり、エスプレッソマシンや白い大きな冷蔵庫も設置されていて、カウンターにはちょっとしたスナックやフルーツ。

　至れり尽くせりで、さすがロイヤルスイートルームと言わざるを得ない。

　普通に生活していたらなかなかお目にかかれない部屋に若干テンションが上がり始めた私は、他の部屋はどうなっているのかと、花言葉のことはひとまず置いといて足を前に進める。

　ダイニングから連なるのは、広い広いリビング。

　全面ガラスの窓の向こうには夕陽を照らす海の景色が広がっていて、それを背景にするように置かれたグランドピアノ。

　黒く艶やかなピアノに手を添えながら、いち君は微笑んだ。

　それはまるで、一いっ幅ぷくの絵画のよう。

「今日はここからゆっくり花火を眺めてもらおうかなと思って」

　……え？

　それって、つまり。

「あの、この部屋は仕事のためにとったんじゃないの？」

「違うよ。沙優へのお礼」

「え、待って待って。探し物は？」

「ああ、それはないかな。しいて言えば、エントランスに置いた花を、さっき君が見つけた」

「これで、お礼になるかな？」とはにかんだ彼。

「じゅ、十分すぎるというか、贅沢すぎるというか……」

　まさか、スイートルームから花火が見れるなんて考えもしなかった私はひたすら呆気にとられてしまう。

　すると、そんな私をいち君は心配そうに見つめた。

「もしかして……気に入らなかった？」

「そんなことないよ！　ただ一瞬、喜びより驚きのほうが勝ってしまっただけで、こんな特等席で見られるなんてすごく嬉しい。ありがとう、いち君」

　笑みを浮かべて告げれば、いち君は安堵し破顔する。

「よかった！　あ、沙優。夕食はまだだろ？」

　機嫌よく尋ねられて頷くと、彼もまた首を縦に振った。

「実は、屋台を回れないから気分出ないかなと思って、用意したものがあるんだ。適当に座ってちょっと待ってて」

「え、あの、なにか手伝うよ！」

　そうじゃないと、よくわからない物体になったものを食べさせられそうだ。

　お弁当を思い出して声をかけたけれど。

「今日、沙優はお礼される側だろ？　いいから座ってて」

　優しく制されて、私は仕方なく覚悟を決めた。

　もらった花束をピアノの上にそっと置く。

　そして、豪華な調度品を視界に捉えつつ窓際に寄って、オレンジ色に染まる港の景色を見下ろした。

　キッチンから、いち君がレンジを使う音や冷蔵庫を閉める音がする。

　大丈夫かなと心配になってダイニングのほうを見ると、ちょうど彼がこちらにやって来た。

「眺めはどう？」

「最高」

　即答するといち君は手に持った透明なグラスをリビングのテーブルに置いて微笑する。

「バスルームからも景色が眺められるんだよ。よかったら入っていく？」

「えっ!?」

「ベッドルームからも見えるし、泊まっていってもかまわないんだけど……」

　どうする？　と言いたげに首を傾げた彼に、私は両手のひらを彼に向けて小さく振った。

「い、いいですっ」

　焦りすぎて敬語になってしまった私に、いち君は「そう？」と意外そうな顔をする。

「明日も休みだし、名案だと思ったんだけどな」

　本気なのか、それともからかわれているのか。

　私は苦笑いしてキッチンへと踵を返す彼の背に言葉を投げる。

「名案だけど、そういうのは、ちゃんとお付き合いしてからね」

　すると、いち君はピタリと歩みを止めて振り返り、少し真面目な顔を見せた。

「じゃあ、今この瞬間からお付き合いをスタートするのはどう？」

　これは、たぶん本気。

「それは……」と声を零すと、その様子に彼が笑顔を浮かべる。

「嬉しいな。プロポーズした時はあんなに必死に断ってたのに。少しは望みが出てきたのかな」

　返事は求めていなかったのか、いち君は声にするとキッチンに戻った。

　そして、次に現れた時、大きめのトレイに食事を載せてテーブルに置いた。

「簡単なものだけど雰囲気は出るかな？　俺好みの味付けにしたから、もし沙優の口に合わなかったらごめん」

　そう言って振る舞われたのは、屋台では定番のたこやきと焼きそば……だと予想されるもの。

　焦げていびつな形のたこ焼き。

　野菜が大きすぎて麺の存在が負けている焼きそば。

「ダ、ダイナミックだね……」

「たこ焼きが丸くならなくて苦労したよ」

　見事にひとつも成功してないたこ焼きを見て笑ういち君。

　問題はそこだけじゃないけど、とりあえず私も笑う。

「それで、味見はした？」

「してないよ」

　やっぱり、と私は苦笑した。

　中学の時もそうだった。

　味見をしないのだ。

　そして、作って満足して自分は食べない。

　私はたこ焼きを箸で掴むと、いち君の口元まで運ぶ。

「はい、いち君。あーん」

「いいよ。沙優のために作ったん──」

「あーん！」

　食べて料理というものを理解してもらおうと、私は有無を言わさず口を開けろと繰り返した。

　いつもと違う様子に気づいた彼は、戸惑いながらも唇を開く。

「あ、あーん……」

　そして──。

「ん……んん？」

　複雑そうに眉根を寄せて呑み込むと。

「あんまり……美味しくない……」

　残念そうに肩を落とす。

　ちょっとかわいそうだけど、目的は達成。

　なので、今度は私がたこ焼きを頬張ると、いち君は目を見張った。

「それ失敗したから食べなくてもいいよ」

「せっかく作ってくれたんだもの。食べさせて」

　いち君が喜ばせてくれようとしたのはちゃんと伝わってる。

　だから、まだ少し生の野菜だってぼりぼり食べた。

　そうすれば、いち君は「ありがとう」と微笑んでから自分も野菜をかじる。

　そして「微妙」と言いながら笑ったので、私も笑った。

　心温まる時間に、これは策略というより素敵なサプライズだと思う。

　でもこれらを策略だと思って用意してくれているいち君の姿を想像すると、微笑ましくて口元が緩んだ。

　口直しにとルームサービスでフードを頼んで。

　飲み物はお茶でもお酒でもなんでもあるよと言われ、私はお茶をお願いする。

　いち君は少しだけ飲もうかなと、見たことのない瓶ビールを冷蔵庫から出してきた。

　聞けば、イタリアのビールらしく、苦味が少なくほんのりフルーティーな飲み口だとか。

　気づけば太陽は地平線へと落ち始めていて、私たちはそれを眺めながらグラスを合わせた。

　そうやって寛ぎながら、料理や花火の思い出話に花を咲かせていると、いつの間にか窓の外は夜の景色に変わっていて。

　そろそろかな、なんて話していた矢先、一発目の花火がドン！と大きな音と共に打ち上がった。

「始まった！」

　私の声にいち君が頷く。

「大きいね」

「ね！　すごい迫力！」

　窓ガラスいっぱいに弾けて咲く花火は圧巻で、私は思わず立ち上がる。

　パタパタと下駄を鳴らして窓の前に立つと、二発目が上がった。

　月が浮かぶ夜空に、色鮮やかな花火が次々と咲いては散っていく。

　負けじと輝く港の夜景も相まって、溢れる光の洪水に圧倒されていると、いち君が私の隣に並んだ。

　──ドン。

　ドン、ドンと。

　晴れた濃紺の夜空に大輪の花が一瞬のうちに広がる。

　手を伸ばせば届くのではないかという大きさのそれらを、飽きることなく見つめていたら、ふと、小指に彼の小指が触れて、遠慮がちに絡まった。

　その瞬間から、私は動けなくなる。

　心臓が騒ぎ始め、緊張でどうしたらいいかわからない。

　でも、繋がれた小指は嫌ではないと伝えたくて、私もまたそっと小指に力を込める。

　すると、いち君が沙優、と呼んだ。

　導かれるように顔ごと視線を向ければ、美しい光が煌びやかに咲いて、彼をさまざまな色に染める。

　パラパラパラと弾け散る音に重なって、いち君の唇が開いた。

「抱き締めても、いい？」

　確認されて、うつむく。

　問いかける彼の表情が、あまりにも切なく、甘くて、思わず逃げてしまった。

　逃げてしまった、けれど。

　私の返事はひとつだけ。

　うつむいたまま小さく頷くと、そっと小指から引き寄せられるように、私の体がいち君の腕の中に包まれた。

　花火が上がって。

　鼓動が強く打つ。

　彼の手が、頬に添えられて。

　視線が絡まれば、いち君の瞳が揺れる。

「ずっと、君にこうして触れたかった」

　花火の合間に囁くと、その端正な顔が近づいてくる。

　逃げないでと願うような切なさを瞳に宿され、いち君となら、と瞼を下ろした刹那。

　リンゴン、と豪華なドアチャイムの音が鳴り響いて、私たちは夢から覚めたようにハッとして離れた。

「ご、ごめん！」

　彼は言い残し、エントランスへ向かう。

　その謝罪がどの意味なのか。

　わからずにいる私の耳に届いたのは騒がしい声。

　どうやらエントランスでいち君が誰かと会話しているらしく、なにか揉めているのかなと、花火の音を聞きながら気にしていたら、ダイニングのほうからヒョコッと女性が顔を覗かせた。

　そして、私を見つけると顔を輝かせる。

「さーちゃん!?」

「えっ？」

「さーちゃんだー!!」

　久しぶりと興奮気味にこちらにやって来るのは、アイドルのようにキラキラとした愛嬌のある女性。

　明るく茶色に染められた長い髪と、マスカラたっぷりの長い睫毛。

　いきなりのことに私は頭に疑問符を浮かべていたのだけど、私をさーちゃんと呼ぶのはひとりしかいないことを思い出し、目を見張った。

「美波ちゃん？」

「そうだよー！　久しぶり、さーちゃん」

　美波ちゃんは嬉しそうに抱きついてきて、わたしもまだ少し戸惑いつつも笑顔で抱き締め返す。

　私が美波ちゃんと最後に会ったのは、彼女がまだ九歳の時だ。

　メイクをしていても面影がそのままですぐに思い出せた。

「わー、さーちゃん、浴衣素敵！」

「ありがとう」

「美波、落ち着いて」

「久しぶりに会えたんだもん、仕方ないでしょー」

　いち君になだめられた美波ちゃんは、頰を膨らませる。

　どうやら彼女はあの頃から変わらず天てん真しん爛らん漫まんな性格のようだ。

　外の花火に負けないくらい賑やかになった室内。

　美波ちゃんがふと、あ、と私をキラキラした瞳で笑顔を見せる。

「さーちゃん、この前はタルトタタンありがとう！　美味しかった」

「喜んでもらえてよかった。また機会があれば作らせてね」

「ぜひぜひ！　にしても、まさか兄さんがここ予約してたとは。声かけてよ」

　この部屋は東條家の御用達という。

　美波ちゃんがホテルに予約を入れようとしたら、花火の日はすでにいち君が押さえていると言われ、彼女は様子を見に来たのだ。

「残念だけど、これは沙優へのプレゼントだから」

「えー？　ずるーい」

　と、拗ねてから私といち君を交互に見た美波ちゃんは、なにかに気づいたように口を開けた。

「あっ、そうか！　私ってばお邪魔だ。兄さんごめんねぇ」

　わざとらしく頭をコツンとして笑いながら謝る彼女。

「でも兄さんって結構奥手だから、心配。私がアドバイスしようか？」

「ははっ、余計なお世話だよ」

　笑顔で怒ったいち君は、眉を下げて私を見た。

「ごめん、沙優。騒がしくて」

「いいよ。私も美波ちゃんに会えて嬉しいし」

　正直なところ、彼女が来てくれて安堵している自分がいる。

　彼は今、普通に私と接しているけど、瞼を閉じた私をどう思ったのか。

　気になるけれど、聞く勇気もなくて。

　それならば、この賑やかさに今は誤魔化してしまってもいいかなと考え至る。

「もしよければ、少し二人で話してて。すぐ帰すのも悪いし、いいかな？」

　いち君の提案から、彼も今は焦らないことにしたのがわかって私は頷いた。

「もちろん」

「ありがとう」

　一瞬だけ、彼の瞳が迷うように揺れたけど、微妙な空気を作ってしまわないように笑顔を美波ちゃんに向ける。

「ありがとう、さーちゃん！」とはしゃぐ美波ちゃん。

「なにか飲み物とか用意してくるよ。美波は沙優とゆっくりしてて」

　そうして、いち君はキッチンへ向かった。

　美波ちゃんがとりあえず座って話そうと言って、私たちは弾力のある夜空のような紺色のソファに腰を下ろす。

「美波ちゃんは今大学生だっけ？」

「そうなの。今もバリバリ就活中でーす」

　少し面倒そうな顔で言って、美波ちゃんはソファの背もたれに体を預けた。

「いち君と同じように、お父さんの会社で働いたりとかはしないの？」

　就活がうまくいかないのなら、父親に頼むのもありなのではと思い尋ねたけれど、美波ちゃんは首を横に振る。

「それはしなくていいって、兄さんに言われてるから。好きなことをしていいよって言ってくれてるの」

　少しだけ申し訳なさそうに微笑んだあと、美波ちゃんの表情がつまらなさそうに曇った。

「それに、お父さんとはあまり関わりたくないし」

「そっか……」

　これは、あれだろうか。

　ある時期がくると毛嫌いする現象。

　お風呂は父よりも先がいい。

　洗濯物は父のものと一緒に洗わないで。

　それが長引いているのか。

　はたまた──。

「私も兄さんも、完璧でいろって父さんから言われて育ってきたの。だから、努力してきたんだけど……」

　いち君と同じで、原因があり、父親に苦手意識を持っているのか。

「もしかして、美波ちゃんもお父さんが苦手？」

　というか、眉を寄せる彼女はいち君が父親のことを語る姿とそっくりで、避けているのは一目瞭然だ。

　苦笑いをするかなと予想していたのだけど、美波ちゃんは怒りの表情を浮かべる。

　そして……。

「そりゃ、偉そうなこと言って不倫を繰り返してるような人は尊敬できないし苦手にもなるよ」

　とんでもない話を聞いてしまった。

「ふ、不倫？」

「さーちゃん知らなかったの？」

「詳しくは知らなかったかな」

　私のほうが苦笑いして言うと、美波ちゃんはしまったという顔をする。

「じゃあ、あとで兄さんには謝っておかなきゃ」

　やっちゃったなぁなんて零す彼女を見ながら、私はひとり納得していた。

　きっと、東條社長はいち君が幼い頃から不倫をしていたのだろう。

　それが原因で、いち君のお母さんは泣いていた。

　いち君は昔から愛情深い人だから、家族を傷つける父親を許せずにいるのだ、と。

　──それにしても、不倫とは。

　今は奥さんがいないわけだから、女の人がいても不倫にはならないだろうけど、いち君たちからしたらずっと裏切られているような感覚なのかもしれない。

　人は誰しも欲望という獣を心の内に飼っていると思う。

　それを理性という手綱で繋ぎ、うっかり飛び出してしまわないように制御しているのだ。

　けれど、東條社長はなにかのきっかけで手綱を離してしまった。

　そして、それを放し飼いにし続けた結果、家族を傷つけた──。

　私はなんて言葉をかければいいのかわからず、空気を震わす花火に視線をやる。

　すると、美波ちゃんが私を呼んだ。

「そんな話よりさ、さーちゃんは兄さんと結婚してくれるの？」

「え？」

「兄さんね、さーちゃんと結婚するために頑張ったんだよ。転校してしばらくはずっと苦しそうな顔してたし、許婚いいなずけの話がなくなった時は……」

「こら！　美波！」

　突如、部屋に叱咤の声が響く。

　私たちが一斉に見た先には、その手に飲み物と焼き菓子を持ったいち君が厳しい顔で立っていた。

「わ、やばい」

「余計なことは勝手に話さないように」

　咎とがめられ、美波ちゃんは素直にごめんなさいと謝る。

　そして、どうやら逃げることを選んだようで、美波ちゃんはソファから腰を上げた。

「兄さん、お菓子ありがとう！　私はあとで食べるからごゆっくり～」

　慌ただしく部屋から出て行く彼女に手を振って見送って、私は深いため息を吐くいち君に視線をやる。

　すると彼は苦笑し、そっと瞳を伏せた。

「ごめん、いろいろと。本当に」

「ううん。美波ちゃんに会えて嬉しかった」

　許嫁とか、結婚するためにいち君はなにを頑張ったのかとか、気になることはあるけど、それもちゃんといち君から聞くのを待つよと伝えると、彼は「ありがとう」と弱々しく瞳を細める。

「気を取り直して花火、見ようか」

　いち君の声に私は明るい笑みを作って頷いた。

「そうだね。飲み物、なにかお代わり持ってくるよ」

　それから、私たちは甘い雰囲気に戻るわけでもなく。

　彼の父親の話に触れるわけでもなく、花火が次々と夜空を鮮やかに染めるのを眺めていた。

　ただ、さっきキスをされそうになってハッキリしたことがひとつだけある。

　声には出さず、舌の上で転がした想い。

　やっぱり私は、いち君のことが好きだ。










吐き出して、潤って




『いきなりだけど、今夜会えるかな？』

　日曜日の昼前。

　ダイニングの椅子に座り、以前友人からもらった紅茶をアイスティーにして飲んでいたら、いち君から電話がかかってきた。

　どうしたのかと問えば、どうやら昨夜の件らしい。

　私と別れたあと、美波ちゃんから、父親のことを勝手に話してしまったと謝罪があり、一応自分の口からも家庭の事情を話しておきたいのだといち君は言う。

　とくに用事もなかったので、私は了承し通話を切った。

　午後五時半に迎えに行くと言われ、支度をして待っていれば迎えにきたのはいち君の愛車ではなく、黒いリムジン。

　リムジンと同じ色のスーツと白い手袋を着用した運転手さんが降りてきて、後部座席のドアを開けると、高級そうな革のシートにシンプルな白のカットソーを着たいち君が微笑んで座っていた。

「お待たせ。いきなりだったのにありがとう」

「ううん、気にしないで」

　覗き込むように腰を折って微笑み返すと、運転手さんの渋い声に「さあ、どうぞ」と乗るように促される。

「ありがとうございます」

　昨日のスイートルームもだけど、リムジンに乗るのも初めてで、わずかに高揚しながらいち君の向かいに腰を下ろした。

「これ、お家の車なの？」

「一応ね。仕事の時はいつもこれで送り迎えをお願いしてるんだ。車の中で仕事もできるからね。帰りも送るから心配しないで潰れていいよ」

　からかうような笑みを浮かべるいち君。

「そこまで飲む予定はありません。いち君じゃないんだから」

「はは、それを言われると弱いな」

　私の反撃に彼は、今日これから向かうのもいち君が以前酔い潰れたバーなのだと話した。

　聞けばそのお店は大学時代から行きつけのお店なのだとか。

「東條様、お部屋のほうへどうぞ」

　いち君が入店すると、以前、私に声をかけてくれたバーテンダーさんがカウンターから出てきた。

「ありがとうございます、マスター。料理は今日もお任せしていいですか？」

「かしこまりました」

　どうやら彼はここのマスターらしい。

　マスターは目元の皺を深めて微笑むと、個室の扉を開けて通してくれる。

　賑やかなお客さんの声がわずかに遠ざかり、私たちはコの字型に設置されているソファシートに腰を下ろすと、それぞれお酒をオーダーした。

　私は白いオフショルダーブラウスの肩の位置を直し、ふと思ったことを口にする。

「いち君て、敬語使うよね」

「ん？」

「親しい人にはくだけるけど、職場でも部下に敬語使ってるでしょ？　さっき、運転手さんにも敬語だったし」

　昔はどんな友達にも普通に話していたはずだ。

　もう学生ではないし、社会に出れば敬語で人と接する機会は多い。

　でも、私の知っている限り、職場の先輩や上司たちは私たちにはあまり敬語を使わない。

　けれどいち君は、企画部の人たち全員に対して敬語だった。

　元々物腰が柔らかい人だから異和感はないけど、疲れないのかなと少し不思議に思っていたのだ。

　いち君は私の疑問に「そうだね」と肯定した。

「沙優の言う通り、線引きみたいなのをしてるんだ。社会人になりたての頃、同期の子に親しくされてると勘違いさせてしまったことがあって、それ以来ね」

　苦笑いし、長い足を組む彼に同情してしまう。

　詳しくはわからないけれど、人一倍に周囲に気を遣っているのだろう。御曹司っていうのも大変だな、と。

　やがて頼んだお酒とおつまみがテーブルに並べば、いち君は「それで、父の件だけど……」と、本題を切り出した。

「いつかは話しておくべきだって思ってたんだ。でも、君は女性だから嫌悪するかもしれないと思って。それに、結婚に不利になりそうなら話すべきじゃないかなって黙っていた。卑ひ怯きょうな考え方でごめん」

　確かに、プロポーズしてくれている人の父親が女性関係に緩いのは悩むところかもしれない。でも、私は潔癖ではないし、もし結婚するとしても彼の父親と結婚するわけではない。

　もちろん関わりは深くなるだろうから無視できる問題ではないかもしれないけど、自分に被害がなければ、困ったねという程度だ。

　彼ら兄妹が父親を苦手とする理由に納得がいったという思いのほうが強いというのが、本音。

「私はあまり気にしないから大丈夫。人様の人生をとやかく言えるほど立派な人間ではないし」

　そして、自分に不利なことはしないいち君の性格はよくわかっているから、ずるいのはある意味慣れている。

　そこに悪意がないことも知っているし。

　むしろ、それだけ結婚したいと考えてくれていることが嬉しかった。

　いち君はとりあえず私に嫌われなくてよかったと、胸を撫で下ろした。

「今のところ父の悪評は会社に影響は出てないけど、なにかあった時は責任取って経営から手を引いてほしいと思っているんだ。その話をしても、そんなヘマはしないと鼻で笑われたけどね」

「悪評って……女性を取っ替え引っ替えしてるとか？」

「そうみたいだよ。問題があれば金で解決してきたようだし」

「わー……」

　あきれ果てているのか、彼は長いため息を吐き出す。

　そうか。いち君は明倫堂の後継ぎだから、父親の女癖の悪さは会社としても悩みの種になるんだ。

　どこかにリークでもされたら会社のイメージに悪影響を与えるし、恨まれて刃にん傷じょう沙ざ汰たになることだってありうる。

　いち君のお父さんはキリッとした顔で年齢のわりには若く見えるし、なんせ社長だから、女性が寄ってくるのもわかるけれど。

　でも好き放題して家族を苦しめるのは理解不能だ。

　ストレスを抱えたいち君が、酔い潰れる日もあって当たり前だろう。

　唸る私に、いち君が眉を寄せて笑う。

「最近は秘書とも付き合ってるらしいよ」

　秘書、というと、以前東條社長と会った時、側に控えていた眼鏡の真面目そうな人だろうか。

　思い返していると、いち君はお酒の少なくなったグラスを傾けた。

「彼女が秘書として父につくようになったのは今年の四月からなんだけどね」

「えっ！　早い」

　展開もだけど手の早さに脱帽だ。

「他にもいるみたいだけど、父は昔からそういうのを俺たち家族には隠しもしないんだ。自ら話さないけど、バレても隠さない、が正解かな」

　なんという開き直り方。まったくもって理解できない。

　そんな態度されたら、家族に対して愛情深いいち君が苦手になるのも頷ける。

「母がまだ元気だった頃、俺が母に父さんを好きじゃないと言ったことがあったんだ。そうしたら……」

　いち君が手にしていたグラスをテーブルに置いて、悲しげに視線を落とす。

『そうね。お父さんを理解できる人は少ない。でもね、一。仕事と真面目に向き合い、家族には不自由なく生活をさせてくれている。それは感謝しないといけないわ』

　だから、悪いところばかり見るのではなく、いいところにも目を向けてあげて。

　心優しい彼のお母さんは、そう言って静かに微笑んだのだそう。

「でも結局、母は父を恨み、それでも嫌いになれず病に倒れ亡くなった。母の葬式でも、父は涙ひとつ流さなかった。俺は、やっぱり父が苦手だし好きにはなれない。でも、だからといって逃げたくはないんだ」

　最後、言葉に力を込めるようにして視線を上げたいち君。

　彼は真っ直ぐな瞳を私に向ける。

「確かに父の仕事に対する姿勢は学ぶべきところがたくさんある。だから、決めたんだよ。父を超える男になるって」

　そうすれば、なにも言われないし、言わせない。

　会社のためにならないことはやめてくれと言うことができる。

　いち君はそう話すと、グラスに残ったお酒をゆっくりと喉に通し、飲み干した。

「いち君、ちゃんと話してくれてありがとう」

「こちらこそ、聞いてくれてありがとう。気持ちのいい話じゃなくてごめん」

　お代わりを頼もうかとメニューを手にした彼に、私は頭を振る。

「気にしないで。話してもらえて嬉しいから」

　正直に気持ちを伝えると、いち君はメニューに落としていた視線を私に戻し、安堵と喜びを混ぜたような笑みを浮かべた。

　私も笑みを返し、まだあまり中身の減っていないグラスに触れる。

「いち君はさ、昔から立ち回るのが得意でしょ？　上手に相手の心を揺さぶったり、引きつけたり、まとめてみたり。私には真似できないからすごいなって思ってる」

　もしかしたら、それは父親のことがあるからうまくなったのかもしれない。

　厳しくも身勝手な父親の心を変えるため。

　健気に子供たちを支えながら耐える母親を救うため。

　年の離れた妹が自分のように悩み傷つかないようにするため。

　明倫堂の後取りとして与えられた役割を果たすため。

　うまく立ち回れば悪いことにはならないと得た処しょ世せい術じゅつ。

　だけど、その裏には相当な努力があるはずだ。

　事実、いち君はつねに気を張ってるイメージがある。

「でも、それって本当はすごくいち君の負担になるんじゃないかなって思うの。だからね──」

　そこで一度言葉を切って、私は斜め向かいに座るいち君を見つめる。

「頑張らない時間も作ってね」

　辛いなら辛いと言っていい。

　悲しいなら泣いてもいい。

　苦しいのを我慢して無理をして前を向いても、吐き出さないと消えないものもあるから。

　だから、時々は吐き出して。

　役に立つかはわからないけど、私でよければいつでも聞くよ。

　なるべく穏やかな口調で伝えると、いち君は瞳を揺らめかせ、ありがとうと言った。

　その表情は、店に入る前の彼と比べると晴れやかだった。




「沙優、待って。少しいいかな」

　あれから、私たちは食事を済ませて明日も仕事だからと早めに店を出た。

　リムジンで送ってもらい、離れることを少し寂しく感じながらお礼を述べて。

　おやすみなさいと車を降りた私に声がかかって足を止める。

「どうしたの？」

　ショルダーバッグのベルトに手を添えて首を傾げると、車から降りてきたいち君が、私を見て、またすぐに視線を逸らした。

　躊躇うように眼差しを彷徨わせ、再び私を捉える。

　街灯に照らされた柔らかい髪が、緩やかに吹いた夏風になびいたと同時。

「もし、あれが俺の勘違いじゃなく、沙優が俺を受け入れてくれるつもりだったなら──」

　そこまで声にして、いち君は言葉を探すように黙った。

　あれ、とは。勘違いとは。

　受け入れる……と、順番に考えて、答えに至る。

　彼が言っているのは、昨夜のことだと。

　彼の口づけを、受けようと私が瞼を閉じた時の話だ。

　理解したとたん、ボッと顔が熱くなる。

　今が夜で、そして明かりの少ない外でよかったと思いながら、熱い頰を思わず両手で包めば、途切れていた彼の言葉が続きを紡ぐ。

「結婚のことはひとまず保留でかまわないから、俺と付き合ってほしいんだ」

　いつも余裕の態度を見せている彼が、すがるように私の頬にある手を包み込んだ。

　少しだけ、力を込めて。

　伝わる体温に、想いに、知らず熱い吐息が零れる。

　彼と会うたびに、言葉を交わすたびに、私の中で少しずつ膨れ続けていた想いが喉を迫り上がって。

「……はい」

　彼に、応えた。

　たぶんいち君はよい返事をもらえると予想していなかったのだろう。

　または、どうやったら私からイエスと言わせられるか必死に考えていたのかもしれない。

　だって、私の返事に一瞬真顔になったのだ。

　理解が追いついてないとばかりに。

　でも、それも数秒。

　彼は満面の笑みを浮かべると、一気に私との距離を詰めて抱き締めてきた。

　そして、耳元で誓う。

「ありがとう！　次は、結婚したいって思ってもらえるように頑張るよ」

　苦しいほどの抱擁に、私は苦笑いしながら彼の広い背中に腕を回した。

　そうすれば、彼の唇が私の耳元に寄せられて。

「好きだよ」

　ストレートな告白が、私の心臓を甘く撃ち抜いた。













第三章










その唇は落ちない




　デザインの微調整を繰り返し、チーフディレクターからのＯＫが出たところで、最終確認のために明倫堂企画部のアドレスにデザインのデータを送信する。

　無事に送信完了されたのを確かめて、マウスから指を離した。

　いよいよ仕事も大詰め。

　白いアネモネをモチーフにしたパッケージは、ゴールドのラインとパールを入れることでゴージャスさを醸し出し、大人可愛いデザインに仕上がった。

　あとはいち君からさらに修正の依頼が入るかどうか。

　けれど、ひとまずは形になったことに息を吐き出せば、最近お腹が出てきたことを気にしている金子社長が、ポコッと出た自分の腹回りをさすりながら「まーやま」と、軽いノリで私を呼んだ。

「お疲れ様です」

　さすがに社長相手に軽く返せないので笑みを乗せて挨拶をした。

「順調かな？」

「はい、今はとくに問題もなく」

　現在、明倫堂の新作パッケージの他にもう一件、ノベルティーデザインの仕事を手伝っているけれど、そちらも滞りなく進んでいる。

「そうかそうか。で？」

「はい？」

「明倫堂の御曹司様とも、順調かな？」

　ウキウキと探る社長は、いち君が来社して以来、ずっと私たちの関係を疑っていた。

　──いや、社長だけじゃない。

　事務の子も『真山さん、最近おしゃれしてますよね。彼氏ですか？　もしかしてあの明倫堂の王子様とですか!?』と、ランチの時に何度も尋ねてきたし、仕事上、いち君とも少なからずやり取りを交わしているチーフディレクターも『あの王子様は真山のこと好きなんじゃないか？』となにを見たのか聞いたのか。

　勘ぐって楽しそうに様子を窺っていた。

　ちなみに、いち君と付き合うことになったことはもちろん誰にも話していない。

　会社に関係のない友人や親にも言ってない。

「ふ、普通ですよ？」

「それは普通に順調ってことなのかな？」

　引く気はないのか、さらに問いかけてくる社長。

　これはもう逃げるが勝ちだと思い、私は腕時計を見た。

「あっ、いけない！　私、これから生地屋さんを回らないといけなくて。し、失礼します」

　私はトートバッグを手に持ち、椅子から腰を上げて社長に頭を下げるとそそくさと退散。

　そんな私の背中を追いかけ、なおも声をかけてくる社長。

「おお、頑張ってくれたまえ！　もしも御曹司と結婚なんて話になったら、ぜひひとつご贔屓に頼むよ！」

　その声に振り返った私は、愛想笑いだけを向けて事務所をあとにした。




　大きな噴水のある涼しい公園のベンチに座り昼食を済ませると、まだ頭の上にある太陽の熱を感じながら理想の生地を探し歩く。

　ふと私のスマホが震えたのを感じ、トートバッグから取り出せば、いち君からのメッセージを受信していた。

【これから昼休憩です。データありがとう。期待を上回るデザインで本当に沙優に頼んでよかった。あとでみんなの意見も聞いて、夕方にはメールを送り返すのでよろしくお願いします】

　わ……嬉しい。

　彼の期待以上の成果が出せたことに喜びを噛みしめる。

「……って、あれ？　仕事の話だけだ」

　いつもは仕事の話は会社のアドレスに送られてくる。

　スマホのメッセージに仕事の話をしてくるのは珍しいなと思った矢先、すぐにまた彼からのメッセージがプラスされた。

【午後も頑張ろう。土曜日が待ち遠しいです】

　早く会いたいという彼の想いに、にやけそうになるのを防ぐため唇を軽く引き結ぶ。

　いち君と恋人関係になってからまだ一週間も経っていない。

　昨日の夜は少し電話で話したけれど、お互いに忙しくて十分も話していなかった。

　というか、いち君が『これ以上話してたら会いたくなるから』と言って切り上げたせいもある。

　うちの社長は自社の売り上げのために私といち君の結婚を本気で望んでいるようだ。

　でも、結婚するかどうかはまだこれから決めること。

『付き合ってみなければ見えないものもある』

　そう言って、すごく好きだった人と付き合えたのに一週間で気持ちが萎えて破局した友人もいるし、石橋を叩いて渡る慎重派の私としては、いくらいち君とはいえ、やはりすぐに結婚するという決心はつかない。

　でも、彼と結婚したら幸せになれるんだろうなぁとは思える。

　何年経っても愛情を持って接してくれるだろうし、それは子供にも分け隔てなく与えてくれそうだ。

　ただ、明倫堂という大企業の次期社長との結婚。

　平々凡々な私が嫁入りするとなると、いろいろと努力しなければならないことも多いだろう。

　一体なにをどう努力すべきなのか見当もつかないけれど、そういったものも含めてまだ考える時間は欲しかった。

　私は彼のメッセージに返信する。

【土曜日に会えるのを楽しみに、お仕事頑張るね】

　結婚はさておき、彼を想う気持ちは確かに胸の中にあるから、私はそれを隠すことなく、けれど彼の負担にならない程度の文章で伝えたのだった。




　午後九時。

　あくびを嚙み殺し、電車に揺られて数十分。

　自宅に帰宅してローヒールのパンプスを脱いだ私は、冷蔵庫から麦茶の入ったガラス瓶を取り出してグラスに注いだ。

　冷えた麦茶で喉を潤して、夕飯をとっていないことを思い出した私の視界に入ってきたのは、日曜日の告白のあとに受け取った桃色のアマリリス。

　ストローのような茎の先には花火を連想させる大きな花が横向きに咲いている。

　花言葉は【誇り】【素晴らしく美しい】。

　枯れてしまう前にドライフラワーにしようと、夕飯をつまむ前に準備を始めた。

　その直後、スマホがいち君からの着信を知らせて私は指をスライドさせる。

『沙優、急にごめん』

　聞こえてきた彼の声には疲れがにじんでいた。

「ううん。お疲れ様」

　労わるように伝えると、電話口の向こうでいち君が肩の力を抜くように息を吐き出す。

『うん、沙優もお疲れ様。もう、家にいるかな？』

「今さっき帰ってきたところだよ」

『あの、いきなりで悪いんだけど、少し会いたいんだ。五分でもいいから寄ってもいいかな？』

　遠慮がちに。

　けれどどこか硬さのある声でお願いされ、なにかあったことが予想できて、私は小さく頷く。

「大丈夫だよ。待ってるね」

　気をつけて来てねと伝えると、よっぽど急いでいるのか、いち君はいつもより余裕なさげに通話を切った。

　そして三十分後、いち君がチャイムを鳴らす。

　仕事のあとすぐに来たのか、彼はワイシャツにネクタイを締めた姿で、玄関に入るなり私を抱き締めた。

「い、いち君？　なにかあった？」

　驚きつつ受け止めるように彼の背中に腕を回すと、彼は耳元で緩く頭を振った。

「……なんにもないよ。いつも通り」

　なんにもないはずない。

　だって、私を腕の中に閉じ込める刹那、見えた表情は少し泣きそうだった。

　でも、いち君は誤魔化す。

「ただ、実感したかったんだ。沙優と付き合えたことを」

　いきなりごめん。

　そう言って私を解放すると、笑みを浮かべた。

「ほんとに？　なんにもないの？」

　真っ直ぐに、彼の瞳を見つめる。

　これでまだ誤魔化すのなら、彼の中で話せない、話したくない理由があるのだろう。

　なんでもないとまた言われたら引くつもりで首を傾げたのだけど、いち君は困ったように眉根を寄せた。

「……本当は、少し、父と揉めた」

　理由を聞こうとは思わなかった。

　いち君にとっては、苦手意識のある父親と揉めるということだけでも、心に負担がかかっているのではと考えたからだ。

「そっか。私にできることはある？」

　だから私は彼の気晴らしに徹すればいい。

　いち君もきっと、ストレスから逃れるために私に会いに来たのだから。

　部屋に上がるように手を引くと、彼の指が私の指にそっと絡まる。

「あるよ」

「なに？」

「早く、結婚してくれること」

　指先に力をこめて目尻を下げたいち君。

　結婚は置いておいてと言っていたのだから、これは冗談交じりなのだと思い、私は照れながらも「もう、またそれ？」と彼から視線を外した。

「……ははっ、ごめん」

　声が弱々しい気がして再び彼を見れば「ん？」と穏やかな笑みを携えていて、気のせいだったのかなと首を横に振る。

「車は？　リムジン？」

「いや、自分ので来たよ。家に父が押しかけてきて勝手なこと言い始めたから、追い出してすぐ沙優に連絡しちゃったんだ」

　小さくため息を零したいち君に、私は「お疲れ様」と労いながら冷蔵庫を開けた。

「おつまみみたいなのしかないけど、食べていく？」

　尋ねると、彼は「いいの？」とまばたきをひとつして私を見つめる。

「実は私も夕食、これからだったの。付き合ってくれる？　あ、でも帰り眠くなっちゃうかな？」

「大丈夫。沙優の手料理を食べたらテンション上がって眠くはならないよ」

　相変わらずうまいことを口にしたいち君に、私はあきれて笑った。

　本当は嬉しいのだけど、素直になれない。

　でも、いち君はそれさえもお見通しとばかりに、ニコニコしていた。

　テーブルを挟み、二人で私の作ったおかずをつまんで。

　なんとなくお腹が満たされたところで、壁にかかった時計を見れば、もう日付変更まであと一時間もない。

「いち君、時間大丈夫？」

「俺は平気だけど、沙優が明日辛いのは困るから、そろそろ──ぷっ」

　帰ると、言うつもりだったのだろう。

　けれどその言葉は紡がれず、代わりに彼は笑った。

　何事かとわずかに瞳を瞬かせている私に、いち君は自分の頬を人差し指でトントンと叩いてみせる。

「ついてる」

　最初、なにをと首を傾げかけて、それが食べ物なのだと理解した私は急いで頬に手を当てた。

「あれ？　ここ？」

　うまく取れなくて確認すると、彼は小さく笑って「違うよ。はい、こっち向いて」と私の顔をわずかに横向きさせる。

　そして、取ってくれようとしているのか、彼は椅子から立ち上がると──、

「ここ」

　唇の端に、微かな吐息と、温かな感触と、リップ音。

「うん、美味しい」

「い、いい、いち君!?」

　慌てて頬を押さえると、いち君がしてやったりといった顔で微笑む。

「ごめん。美味しそうだったからつい。今度はちゃんと食べさせてね」

「な、なにを!?」

　強く速く脈打つ鼓動。

　顔も間違いなく真っ赤になってるはずだけど、今はそれにかまっていられないほど慌てていた。

「それはもちろん沙優のくちび──」

「ああ、ほら！　時間！」

　言わせないようにわざと大きな声で遮る私に、いち君は悲しそうに眉をひそめた。

「キス、くれないつもりなんだ？」

　こ、これは、ずるいやつだ！

　段ボールに入れて捨てられた子犬の如き表情。

　雨の中震える子犬を置き去りにできるほど冷徹になれない私は、白旗を上げるしかない。

「い、いつか、は……」

　どうにかそれだけ答える。

　でも、今日のいち君は満足いかないのかさらに甘えるように首を傾けてる。

「今は？」

　しかし、ここは譲れず私は「また今度！」と、ぐいっと彼を押し退けた。

　そうすれば肩を揺らして笑ういち君。

「仕方ないな。また今度にするよ」

　肩をすくめて言いながら、玄関に向かう姿を見て私は緊張していた体の力を抜いた。

　いち君と付き合ってから、まだ数日。

　けれど、振り回される回数は確実に増えている。

　劣勢から抜け出すべく今のように対抗してみてもいち君には効かず、私の黒星の数は増えていくばかり。

　きっと、土曜日のデートもドキドキさせられるのだろうと思うと、戸惑いのため息が零れたのだった。










プレミアムデイ




　気持ちよさそうに風に揺れる椰や子しの木。

　夏を主張するかのごとく元気に咲いているのは、鮮やかな色が印象的なハイビスカスだ。

　太陽が照りつける街には、楽しげな雰囲気の人々が往来している。

　私はその光景を車のウィンドウ越しに眺めていた。

　冷房の効いた涼しい車内には、ラジオから流行りの曲が流れ、いち君が「あ、この歌うちのＣＭで使ってるんだよ」なんて教えてくれる。

　いつもならここで「この曲いいよね！」なんて話に乗るところだけど、だんだんと目的地が近づいてきて別のことが気になってる今は「そうなんだ……」としか答えられない。

　私の返事に彼は苦笑した。

「そんなに嫌なら別の所に行こうか？」

　提案され、けれど私は首を横に振る。

　だって行きたいのだ。

　高校以来ずっとご無沙汰だった。

　そのうち行きたいなと思っていたし、だから行きたい。

　ましてこんな最高なロケーションは逃したくない。

　でも、勇気が出ないのだ。

「……露出度の低いのはあるかな？」

「あるんじゃないかな？　でも、沙優なら大丈夫だよ」

「見てないからそんなこと言えるの！」

　人前で、いち君の前で。

「なかったら服のまま砂浜にいるし」

　水着になる勇気が。

　そもそも、最初は海に行く予定なんてなかった。

　金曜の夜、残業していたらいち君からメッセージが入ってきて、どこに行きたいか聞かれたので、【暑いから涼みたいね】と返した。

　そうしたら、【行先は俺に任せてくれる？】と聞かれてＯＫした私。

　涼むわけだから屋内だろうと勝手に予想していたから、今朝、彼が『海に行こう』と言った時、軽く三秒は停止した。

『なにをしに？』

『もちろん泳ぎに』

『み、水着持ってきてないよ』

『大丈夫。向こうで買ってあげるよ』

　すでにプライベートジェットをチャーターしてあり、今から羽田に向かうと言われ、理解が追いつかないまま、いち君の車に乗り込んだ。

　空港に到着して、いち君の手に引かれながら初めて乗り込んだプライベートジェットは、思いのほか揺れは少なく乗り心地がよくて快適だった。

　渋滞も気にせず移動できるとか最高すぎやしませんかと、今さらながら御曹司パワーに圧倒され、二時間後、到着したのは沖縄。

　空港でレンタルした車を運転するいち君が、服のまま砂浜から動かないと宣言をした私に「やっぱりプールだけにしようか？」と聞いてくる。

　いち君に、プライベートヴィラを予約したから、海に行かなくてもプライベートプールもあるよと教えてもらったけれど……。

「ここまで来てそれはもったいないな」

　夏の沖縄まで来て海に行かないというのはありえない。

　というか、プールを使うなら結局水着になるわけで、いち君には披露しないといけないわけで。

　ああ、ダメだ。

　もうウジウジ悩んでいても仕方ない！

　とにかく水着を見てみよう。

　水着になるかどうか決めるのはそれからだ。

　腹をくくると、私は背筋を伸ばす。

「水着はさておき、最大限に楽しまないとね」といち君の言う通り、ここまで来たのだ！

　楽しまなければ損！

　ましてや、今日は付き合って初めてのデートなのだから。

「ところで、プライベートヴィラってなに？」

「戸建ての宿泊施設だよ」

「へぇ～！　別荘みたいな感じかな？」

「そうだね」

　……ん？

　宿泊施設？

　宿泊施設を予約ってなに。

「ごめん、いち君。確認だけど、今日って泊まりなの？」

　駐車場に入り、空いているスペースを探す彼に問いかける。

　すると彼は平然と「泊まりだよ」と言った。

「聞いてなーい！」

「当たり前だよ。言ってないし」

　あははと笑ういち君は、助手席シートの後ろに手を回して車をバックさせている。

　まるで抱き寄せるような錯覚に陥るその仕草に一瞬胸が高鳴ったけど、流されるまいと唇を動かした。

「最初から言ってよ！　私、なにも用意してないよ」

　そうなのだ。

　泊まりとなればいろいろと準備がある。

　最低限のメイク道具は欲しいし、下着だって替えが欲しい。沖縄の海なら日焼け止めも！

　もちろん買うことはできるけど、ひと言言ってくれれば、わざわざそんなに時間もお金もかけずに用意できるっていうのに。

　……て、いやいや落ち着こう。

　問題はそこじゃなかった。

　泊まりの部分だ。

　付き合って六日でお泊まりデートとかどうなの？

　いち君は強引だけど軽くはない。

　だから信用はしている。しているけど……。

　なぜいきなり泊まりなのか。

　気晴らしがしたいとか、かな。

　もしくは、少しでも長く一緒にいたいという気持ちから？

　悶もん々もんと考え込む私の肩をポンと軽く叩くいち君。

「大丈夫。こっちでほぼ用意してあるから心配しないで」

　さあ、行こうかとエンジンを切って先に車から降りる彼に、私は仕方なく助手席の扉を開ける。

　そのとたん、私を迎えたのはむわっとした夏の熱気だ。

　ジェット機から降りた時も感じたけど、沖縄は東京や横浜に比べると日差しが強い。

　けれど、ビルに囲まれてサウナのように蒸し暑い都会に比べると、こちらは風が爽やかに抜けて気持ちいい。

　ピピ、と車にロックがかかる音が聞こえて、私は広い青空を見上げていた視線をいち君へと移した。

　トランクから取り出したスーツケースを右手に持ち、空いている左手でいち君の手が自然と私の手を取る。

　するとなぜか、彼はクスクスと肩を揺らした。

「どうしたの」

「うん、完全に頭にないんだなと思って」

「え？　なにが？」

「なんでもないよ。とりあえず、ベッドルームは二つあるから、いざとなったらそこに逃げ込めばいいんじゃないかな？」

「……逃げ込むようなことするつもりなの？」

「どうかなー？」

　からかうように目を細めて微笑むいち君を軽く睨むと、彼は楽しそうに笑って「ロビーはこっちかな」なんて話を変える。

　冗談なのか本気なのか。

　けれど、私の嫌がるようなことをするわけがないので、からかわないでと肩でいち君を押せば、彼は愛おしむように見つめて破顔した。




　──そこは、花火を見た時の部屋とはまた違う、南国らしい豪華さで私を圧倒した。

「すっごい！　いち君、すっごい海、綺麗！」

　パーティーができるほどの広い庭付きのスイートルームからは青く煌めく海を一望でき、私はその景色の素晴らしさに興奮してしまう。

　頭の中からあれだけ悩んでいた水着とか泊まりとかの問題が、花火大会の時と同様、一気に吹き飛んだ。

　それはもう綺麗さっぱり。

　いち君は喜んでもらえてよかったと笑って、バトラーと呼ばれるこのヴィラ専任の付き人さんから荷物を受け取っている。

　バトラーさんにもニコニコと見守られ、はしゃぎすぎたかなと恥ずかしくなった私は、愛想笑いを浮かべて会釈した。

　バトラーさんはウェルカムドリンクをリビングのローテーブルに用意すると、ビーチやゴルフ場、温泉等に移動の際はカートでお送りしますと言い残し、部屋を速やかに退出した。

　バリ製の家具で統一されたリビング。

　茶色のカウチソファに腰を下ろしたいち君は、テラスに立つ私を手招きする。

　私はリビングとテラスが一体化するように開け放たれた窓から中に入ると、彼はスーツケースからピンクと白の二つの箱を取り出した。

「沙優が心配している宿泊グッズだけど、コスメはこれを使って」

　そう言って、ピンク色の箱の蓋を持ち上げると、現れたのはメイクアップコフレセットだ。

「わ、明倫堂のだ！」

「うちで評判のいいものを選んできたんだ。ぜんぶプレゼントするから使ってよ」

「……いいの？」

　目を丸くすると、いち君はもちろんだと頷く。

「強引にここまで連れて来たし、お詫び」

「嬉しい！　ありがとう」

　なんて素敵なの、とテンションが上がるも、ここまで連れて来られた経緯を思い出すと微妙な心境になる私は心が狭いのだろうか。

　いや、でも本当に振り回されていたしなぁと遠い目になりかけていると、彼はもうひとつの白い箱を開けた。

「着替えの服はこっち」

「可愛い！」

　いち君があててみてと勧めてくれたのは、シフォンのマキシ丈ワンピだ。

　白一色でまさにサマーワンピースといったそれを立ち上がって体にあてれば、丈もちょうどいい。

「これもプレゼントだから」

　そう言われて私は慌てて首を振った。

「そんな、こっちまで悪いよ！　ちゃんとお金払うから。いくら？」

「大丈夫。沙優はもらえる権利があるから」

　ニッコリと微笑むいち君は箱を片づけにベッドルームに消えていく。

　もらえる権利……？

　それは、いち君の彼女だから、ということだろうか。

　そうだとしたら、私はそんな付き合い方は望んでいない。

　彼から貢いでもらうために付き合ったんじゃないのだ。

　だけど、私がなにか意見をする前に、とりあえず足りないものを買いに行こうかと、ショップエリアに移動することになった。




　いろいろと揃う広いショップで購入したのは下着と水着だ。

　選ぶ時、恥ずかしいからと別行動にしてもらい、代金も自分で支払った。

　いち君はお金は自分がぜんぶ出したのにと言ってくれたけど、それは私の性に合わないからと伝え納得してもらった。

　というか、ここの宿泊費、ジェットのお金とかもろもろ考えても、相当出してもらっているはずだ。

　さすがにそれらを「払う」なんて簡単には言えないので、せめて自分が着るものくらい自分で払わせてほしい。

　あとは、問題の水着。

　これは幸いにして露出度の少ない水着があったので、その中からウエストが細く見えるビスチェビキニをチョイス。

　ブルーを基調にした派手すぎない花柄で子供っぽくないのが決め手だ。

　フロントの裾に入っているスリットがアシンメトリーなデザインになっているのも気に入っている。

　さらに、水着の上から羽織る白いパーカーもゲットした。

　というか、今後はこういう時のためにダイエットをしなくては……。

　心に強く誓い、一度部屋に戻った私たちはビーチに向かう支度にかかった。

　そして、太陽がてっぺんに昇り切る少し前。

「それ、羽織ったまま入るの？」

　白い砂浜と太陽の光を反射する透き通った海。

　寄せては返す波打ち際で、私を振り返ったいち君はもちろん水着姿だ。

　細いだけかと思っていた彼の体にはきちんと筋肉がついていて、なんとなく恥ずかしくて視線を外してしまう。

　同時に、彼の引き締まった体に身勝手にも嫉妬。

　自分ももっとダイエットしておけばよかったと、再び後悔が押し寄せる……。

　パーカーを着て海に入ってはいけないというルールはない。

　けれど、ラッシュガードではないので動きづらくなるだろうから脱いでおきたい。

　しかし最後の勇気が出ない私は、しばし「どうする？」と首を傾げているいち君と見つめ合い……。

「あ、あんまり見ないでね！」

　お願いしてからパーカーのファスナーを下げた。

　すると、いち君がパッと笑顔を咲かせる。

「水着、すごく可愛い。沙優に似合うよ！」

「あ、ありがと……」

「肌も綺麗だし、スタイルだっていいじゃないか」

「だから見ないで！」

「はいはい。ほら、乗って」

　子供をなだめるように大きな浮き輪をポンポンと叩いて先に乗るように促すいち君。

　私は脱いだパーカーをパラソルの下に置くと、打ち寄せる綺麗な海に足を濡らした。

　パシャと海水が跳ねたのを見ていたずら心が湧いた私は、水を軽く蹴っていち君に飛ばす。

　すると彼は少し目を見開いてから、あははと笑う私に水を蹴って飛し沫ぶきを返し、笑みを浮かべた。

　それからいち君は、私の乗った浮き輪に掴まりながら泳いで、少しずつ浜辺から離れていく。

　浮き輪を押してくれる彼の顔が自然と近くなって、私は密かにドキドキしつつ、「気持ちいいね」と久しぶりの海の涼しさを堪能していると。

「沙優、そっちに行ってもいい？」

「え？」

　言うや否や、彼の姿が海の中に消えたかと思うと、浮き輪の中に入って来た。

　驚いたのも束の間、密着する互いの肌に、先ほどよりも鼓動が激しくなる。

　すぐ目の前で濡れた髪をかき上げる仕草には色気があり、私は思わず視線を斜め下に落とす。

「さすがに狭いか」

「そ、そうだね」

「でも、沙優が近くて最高だな」

　指の背で頬を撫でられ、恥ずかしさにますます視線を上げることができない。

　すると、いち君が「これは、我慢できなくなるかも」なんて零してから、また海中へと身を沈め、浮き輪の外側へ戻る。

　そして、貝殻でも探そうかと微笑まれて、私はなにが我慢できなくなるのといろいろ想像してしまいながら、彼と共に砂浜へと向かって足を蹴った。

　二人で貝殻を探したり、また波の上に浮かんだりしたあと、まったりと会話を楽しんで。

　少しお腹が空いたので軽くなにか食べようかという話になった。

　海辺の近くにブッフェレストランがあったので、そちらに向かうことに。

　砂に足を取られながら歩いていた私は、パーカーを忘れたことに気づいて、繋いでいたいち君の手を離す。

「ごめん、先に行ってて。パーカー取ってくる」

「一緒に戻るよ」

「大丈夫！　すぐに追いつくから」

　それだけ伝えて踵を返し、人影がまばらなビーチを駆けて自分たちが使っているパラソルまで戻る。

　そして、ビーチチェアにかけていたパーカーを羽織った時だった。

「可愛いなー。君、ひとり？」

　男性は色黒で、高そうなゴールドのネックレスやキラキラの腕時計を身に着けている。

　サングラスをかけていて顔はよくわからないけど、話し方は軽薄だ。

「よかったら俺の船でさ、波間、漂っちゃわない？」

　そして、なんてダサい誘い文句。

「結構です」

　早いところいち君と合流しようと一歩踏み出すと、相手も一歩踏み出して行く手を遮った。

「いい船なんだよー？　美味い酒も用意してあるし、おいでよー」

「いえ、お酒は得意じゃないので」

　苦笑して一歩横にずれてみたけど、どうやら逃してくれないらしく、男性は大して色気もない声で囁く。

「夜明けの地平線、君と見てみた──」

「見ませんよ」

　いつの間に追ってきてくれていたのか。

　アート展の時のように、いち君が割って入ってくる。

　しかし前回と違うのは、相手の肩を掴んで強引に私から離したことだ。

　彼は私を見ると、小さくため息を零す。

「戻ってこないから探しに来たんだ。君はひとりにすると、すぐ男といるから困るな」

「ちょっと、人を尻軽みたいに言わないでよ」

「そんなに俺にヤキモチを妬かせたいのかな」

　そんなわけないでしょと突っ込むと、いち君は私の手をとって指を絡めて繋いだ。

　そして、王子様スマイルを浮かべる。

「彼女が魅力的ですみません。でも、俺がいるので残念ですが、諦めていただけますか」

　キラキラ～と効果音を放ちそうな爽やかな笑顔に、たじろぐ男性。

「くっそ、眩しいな。でも俺の船に乗ればこの子もイチコロに──」

「さぞ素敵な船なんでしょうね。いつか、あなたの船ではなく、あなたの心に惹かれる方に巡り会えることを僕も祈っています。では、失礼します」

「え？　あ、はい。どうも、頑張ります」

　そうして、私たちはひとり呆ける男性を残して砂浜を踏む。

「なんていうか、あの人、たぶん悪い人じゃなさそうだよね」

「頭が少し弱いだけかな」

「……いち君、敵とみなすと辛しん辣らつになるところあるよね」

「心外だな。かなり遠慮したつもりだけど」

　いや、中学の時、学年一の秀才とか言われていた男子にいっつも突っかかられて、笑顔でしれっとひどいこと言っていたのを私は覚えています。

　というのは口にせず、空笑いだけしたのだった。




　さすが高級リゾート。

　どれもこれも美味しいブッフェに舌鼓を打ち、再びビーチに戻って波の音を聞きながらパラソルの下でゆったりと過ごした私たちは、まだ日が高いうちにスイートヴィラに帰った。

　夕食の前に潮を洗い流しておこうという話になり、いち君は一階のジャグジーつきのバスルーム、私は二階の温泉付きバスルームを使うことに。

「夏の温泉もオツだよ。俺にかまわずゆっくり入ってて」と言われ、のぼせてしまうからそんなに入れないよと思っていたのだけど……。

「ふぁー……まさしく楽園」

　露天風呂を、完璧に満喫している私。

　海を眺めながらの温泉なんてなかなか入れないし、すぐに出てしまっては損だと思い、湯船から出たり入ったりを繰り返していた。

　でも、どうやらやりすぎたらしい。

　そろそろ上がろうかと湯船から立ち上がったとたん、目の前が真っ暗になった。

　そして、やばいと思った時には手遅れ──。

　私の意識は、途絶えてしまった。




　ひたり、と。

　おでこに冷たさを感じて、沈んでいた意識が引っ張り上げられる。

　いつの間に眠っていたのか。

　うっすらと瞼を開くと「沙優」と名前を呼ばれ、ぼんやりとしていた意識が覚醒した。

「……あれ……私……」

　出した声は少し掠れている。

　見慣れない天井から視線を動かすと、心配そうに私を覗き込むいち君の顔があった。

「気分は、どう？」

　問われて、そこで私は少し体が重たいことに気づく。

「なんとなくだるい……気はするけど、大丈夫」

　寝起きのせいかもしれないし、彼を安心させたくて伝えれば、いち君は安堵した息を吐いて微笑んだ。

「よかった。でもまだもう少し休んでて」

「私、どうしたの？」

　ベッドに寝転んだ記憶がなくて尋ねると、彼は私のおでこの上に乗せていた濡れたタオルを手に取った。

「お風呂でのぼせて倒れたんだよ」

　教えられて初めて思い出す。

　靄もやがかかっていたのが、さっと晴れるように「あ……そうか」と。

「ビックリしたよ、いきなり大きな音がしたから駆けつけたら倒れてて」

「ごめん……」

　さぞかし驚かせてしまっただろうと謝罪を口にした時、私ははたと気づく。

　湯船から立ち上がって、倒れたのだ。

　ということは。

「い、いち君が、その、私を運んでくれたの？」

「もちろん」

　頷かれて、私は変な声を上げそうになり、けれどこらえてさらに確認する。

「み、見た？」

　なにを、とは言わなくてもいち君はすぐに察したようでニッコリと笑った。

「一応タオルで覆ったし、うつ伏せだったから大丈夫」

「そ、そう……」

　仰向けだったら完全にアウトだった。

　いや、お尻見られてるのも恥ずかしいけど、前よりマシだ。

　うつ伏せに倒れた私、ナイス。

　なんて安心したのも束の間……。

　今度は自分がバスローブを着ていることに気づき、再度確認しようとすれば、聞かれると思っていたのかいち君は頷いて「俺が着せたよ」と言った。

「ひいいいい！」とついに変な声が出てしまい両手で顔を隠す。

「大丈夫。なるべく見ないようにしたから」

　そんな風に励ましてくれるけど、なるべくだなんて、少しは見たと言ってるようなものだ。

「やだ……。もう、恥ずかしい……」

　零すと、いち君は私の頭を優しく撫でて爽やかな笑みを浮かべる。

「まあ、そのうち見ることになるんだし」

「ちょっ……そういうこと言わない！」

「じゃあ、俺のも見ておあいこにする？」

「しません！」

　素早く、テンポよく突っ込むと彼は声に出して笑った。

「うん、沙優、元気だね。よかった。朝から引っ張り回したし、疲れもあったのかな。ごめんね」

　気遣うように眉を下げて微笑んだいち君に、私はゆるりと首を振って否定する。

「謝らないで。私がお風呂に入りすぎちゃったせいだから」

　だけど彼は肯定も否定もせず、私の頬に手のひらを当ててから立ち上がった。

「夕食はどうする？　さっきバトラーが作ってくれたよ」

　尋ねられてベッドルームの窓に視線をやれば、すでに日は傾いていて太陽が地平線に沈もうとしていた。

「バトラーさんて、料理までできるの？」

「ここのバトラーはね。で、君のは負担にならないようにフルーツやリゾットとか用意してもらったから、食べられそうなら言って」

　頷くと、いち君はお水を持ってくると言い残し、部屋から出ていった。

　広い部屋にはエアコンの送風音が聞こえているのみ。

　私はおでこに乗ったタオルを取ると、ゆっくりと上体を起こし息を吐いた。

　やっぱりまだ少しだるい感じがするけど、動けないほどではなさそうだ。

　……目が覚めたら、いち君がいた、ということは。

「ずっと、側についててくれたのかな……」

　手にした白いタオルを見つめ声を零す。

　しばらく彼の優しさに心を打たれていると、階段を踏みしめる短い音が聞こえて、再びいち君が部屋に入ってくる。

　その手には透明なグラスに注がれたお水と、カットされたフルーツが盛り付けられた木のお皿。

　彼はそれらをベッドサイドテーブルに置いて、ベッドに腰掛けた。

　きしり、とスプリングが音を立てる。

「フルーツ、食べられそうかな？」

　ほのかに甘い果実の香りが鼻をくすぐり、私は首を縦に振った。

　そして、伝えていなかったと口を開く。

「いち君、ありがとう」

　助けてもらったこと。

　ここに連れて来てくれたこと。

　お礼を言うと彼は微笑んで、優しげな声で話す。

「助けるのは当然のこと。それと、ここに連れて来たのは、本当は理由があるんだけど……まだ、気づかない？」

「理由？」

　思い当たらず小首を傾げると、彼はクスクスと笑った。

　そして、私の手に水の入ったグラスを乗せる。

「あとでわかるから、今はそのためにゆっくり休んで」

　そう言うと、いち君の手が今度はフォークに伸びる。

　次いでカットされたフルーツを刺すと、笑顔で言った。

「はい、あーん」

　自分で食べるとか、今はいらないという言葉は通じることなく、私は耳を赤くしながら楽しそうないち君にお世話されたのだった。

　そうして、体調もよくなり、乱れていた髪を整えるためにベッドから下りたのは、そろそろ深夜０時を回る頃だ。

　いち君のあーん攻撃のあと、また少し横になった私は疲れていたのか寝てしまった。

　いち君は一階にいるのか、気配はない。

　バスローブのままなのもどうなのかと思い、彼からもらったシフォンのワンピースに着替えて階段を下りる。

　広いリビングを見渡しても、そこにいち君の姿は見えない。

　そういえば、ベッドルームは二つあると言っていたから、もしかしたら彼はそこで寝ているのかもしれないと私はリビングの窓に手をかけテラスへと出た。

　頭上では、淡く光る星と少し欠けた十六夜いざよいの月が優しく夜を照らしている。

　鼓膜をくすぐるのは、遠くない場所で打ち寄せる波の音。

　太陽も眠るこの時間は、昼間の熱もすでに落ち着き少し肌寒いくらいだ。

　ぶるりと体を震わせた直後、ふわりと肩になにかがかけられた。

　同時に香る、優しく爽やかなフローラルの香り。

　驚いて振り向くといち君が微笑んで立っている。

「風邪ひくよ」

「ありがとう」

　おそらくいち君のカーディガンなのだろう。

　薄手の柔らかな生地を落ちないよう手で押さえれば、彼は「そのまま、後ろ向いてて」と告げた。

　どうして？

　それを問いかける間もなく私は彼に背を向けさせられる。

　すると、後ろから腕を回されたかと思えば、首元に冷んやりとしたなにかがあたった。

「少し早いけど……」

「なに？　え？」

　それは、ハート形のダイヤが月の光に照らされて輝くネックレス。

　驚いて振り返ると、いち君は小さく笑う。

「まだ気づいてないんだ。明日、なんの日？」

「日曜日？」

「じゃあ、何月何日？」

「八月……えっと、そう、五日で──あ！」

　その日付が意味するものに気づいた私は口を開けた。

　すっかり忘れていたのだ。

　正確に言えば、先月の半ばあたりには一度思い出した。

　仕事のスケジュールを立てる時に、ふとそういえばもうすぐだと思ったのだ。

　でも、ここ数年は仕事が忙しくて両親や友人からメッセージをもらって気づくことも多かった。

　そして、今年もさっぱり綺麗に忘れていた。

「誕生日！」

「そう、君の誕生日だよ」

　甘く端正な顔に笑顔を浮かべて、いち君は言葉を続ける。

「ワガママで申し訳ないけど、君の誕生日には一番にお祝いを言いたくてここまで連れて来たんだ」

　ああ、そうか……。

　彼は私のためにこのプライベートヴィラを予約し、ジェット機までチャーターしてくれたのか。

　服やプレゼントまで用意して、祝おうとしてくれていた。

　たぶん、私がバスルームで倒れてしまったからいち君の描いていた予定とは違ってしまったのだろう。

　だけど、それでも。

「ありがとう、いち君。嬉しい」

　一番に祝いたいという彼の想いに、私は胸が苦しくなる。

　だって、彼がいなくなる前は毎年祝ってくれていたのだ。

　中学一年生の誕生日では、ワインレッドのリボンバレッタをもらって、嬉しくて毎日つけていたっけ。

　一番に祝いたいからと、朝、プレゼントを持って家まで迎えに来て『おめでとう』と言ってくれていた。

　それを、私はまた聞くことができる。

　嬉しくて、苦しい。

　そう、苦しくなるほどに、私は──。

「私、いち君のことが好きだよ」

　また、あなたに恋をした。

　言葉と共に、彼の背中に腕を回して抱きつく。

　初めて、私から想いを告げて。

　初めて、私から彼の温もりを求めた。

　そのとたん、とうに捨てたはずの痛みが蘇る。

　しまい込んでいた、忘れた振りをしていた痛みを、今癒いやせというように。

　だから私はまた声にする。

　──本当はきっと、ずっと、あなたを好きだったと。

　頭上で、彼が息を飲む気配がする。

　胸元に寄せた耳から、ドクドクと彼の鼓動が忙しなく動く音がして、その速さに安堵した。

　私の想いに、行為に、彼が喜んでくれているのだと。

　いち君は、涙交じりの声で私の名を呼ぶと、掻き抱くように私をその腕に閉じ込めた。

「ずるいな、沙優は。体調が万全でない君に、なにもできないってわかっててそんなこと言うのは、ずるいよ」

　嬉しそうに、幸せそうに囁くいち君。

「俺もね、君だけに恋して、君だけが欲しくて。十二年の間、会いたくて気が狂いそうだった」

　──だから、今、嬉しいのに、あり得ないくらい苦しい。

　吐き出した彼の想いに、私は頬を緩めた。

　同じ想いを持っている。

　苦しいのに、心地よかった。

　そして……。

「沙優、誕生日おめでとう」

　０時になり、久しぶりのその言葉を、一番に聞くことが叶った。

　ソファに二人で腰掛けて、彼の腕に抱かれて。

「ありがとう」

　微笑むと、額にそっと唇が落とされる。

　彼の指先が私の髪を梳すいて、優しげに瞳を細めた。

　キュン、と胸が切なく締めつけられる。

　彼の唇が触れた額が、熱い。

　足りない、だなんてふしだらな想いが生まれたのは、私だけじゃなかったようだ。

　いち君は私の肩に顔を埋めるようにする。

　耳元に熱を持った吐息がかかり、私の肩がわずかに跳ねると彼は甘ったるい声で言った。

「もう少しだけ、いい？」

　もう少しとはどこまでなのか。

　けれど、そんな野暮なことを聞ける雰囲気でもなく、もう少しと望んでいるのは私も一緒で。

　だから、うん、と消え入りそうな声を返せば。

　ありがとうと、囁いたいち君の息が唇を撫でる。

　ゆっくりと、優しく、噛みつくように。

　初めて交わした彼との口づけに、私は呼吸を忘れていた。










真っ直ぐな眼差し




　ああ、楽しかった。

　美味しいケーキも食べて、大輪のひまわりの花束ももらって。

　離れていた十二年分の誕生日を埋めるほどの充実した二日間。

　その余韻に浸りながら、朝の満員電車に揺られる。

　胸元にはバースデープレゼントにもらったダイヤのネックレス。

　今日はブラウスの中に隠れて見えないようにしている。

　理由はもちろん、事務所のみんなに絶対に勘ぐられるからだ。

　明倫堂の御曹司からもらったのでは、なんて言われて違いますと嘘をつくのも心苦しい。

『毎日つけてくれると嬉しいな』

　口づけのあと、囁かれて頷いた私はその時考えもしていなかった。

　いち君との約束を守るには、洋服に気をつけなければいけないなんて。

　今日、早く上がれたらデパートにでも寄って、首元が隠れる服を買って帰ろう。

　幸せな気分で、私は熱気溢れる電車から降りた。




「お疲れ様でしたー！」

　頑張った。

　企画会議が少し長引いてしまったけれど、他の仕事をマッハで片づけてどうにかお店が閉まる前にオフィスを出ることができた。

　お気に入りのブランドに使えそうな服があるといいなと心を躍らせて。

　最寄り駅のデパートを目指して歩いていた私の前に、見覚えのある眼鏡をかけた女性が現れた。

　タイトなスーツを纏う彼女は、私に向かって丁寧なお辞儀をする。

「突然申し訳ありません。真山沙優さんですね」

「はい……」

「私、明倫堂、東條社長の秘書をしております坂さか巻まきと申します。少しお時間よろしいでしょうか」

　笑顔ひとつ浮かべず淡々と話す坂巻さんは、こちらへお願いしますと、道路の脇に停まっていた黒いリムジンの後部座席の扉を開けた。

　──東條社長の、秘書。

『最近は秘書とも付き合ってるらしいよ』

　以前、いち君が話してくれたお父さんの女癖。

　その時に名前までは聞いていなかったけど、坂巻さんが社長の相手なのではと憶測して、思わずじっと彼女を見つめてしまう。

　こんな真面目そうな人なのに。

　彼女は社長が浮気性だということを知っているのだろうか。

　そして、なぜ社長秘書の彼女が私に声をかけてきたのか。

　わけもわからず、とりあえず促されるままにリムジンに視線を向けると、車内で足を組んで座るその人を見て目を丸くする。

　東條社長だった。

「いきなりすまない。君と話がしたいんだ」

　私はなんの用なのかと訝しく思いながらも車に乗り込む。

　車は動かない。

　話が済めば降ろしてくれるのだろう。

　ただ……なぜか、いい予感はしない。

　目の前に座る東條社長は微笑みを携えてはいるけど、瞳が笑ってないのだ。

　彼は黒いビジネスバッグからかさりと音を立てて、分厚い封筒を取り出すと私に差し出した。

「これを、受け取ってほしい」

　なんですか、なんて聞かなくてもわかる。

　お金だ。

「三百万入っている。申し訳ないが、これで一と別れてもらえないかな」

　ガン、と。

　鈍器かなにかで頭を殴られたに等しいショックが私を襲う。

　手切れ金だなんて、ドラマか映画の話だと思っていた。

　でも、衝撃を受けたのはお金にではない。

　別れろと言われたことにだ。

「……なぜですか？」

　私は封筒を受け取らずに尋ねる。

　すると、社長は一度封筒をシートの上に置いた。

「一にいい縁談の話が来ていてね。それを逃したくないんだ。だが、あの子は私の話を聞かないから、君が身を引いてくれるなら、一も諦めがつくと考えた」

　続けて、お見合いの相手が次期総理候補の娘だと打ち明けられた。

「金が少ないなら上乗せしよう。君はいくら欲しいんだ？」

　そう問われて、私は眉根を寄せた。

　もしかして……。

『家に父が押しかけてきて勝手なこと言い始めたから、追い出してすぐ沙優に連絡したんだ』

　あの日、いち君がいきなり会いたいと私の家に来たのはこれが理由だったのかもしれない。

『私にできることはある？』

『あるよ』

『なに？』

『早く、結婚してくれること』

　だから、あの時、いち君は結婚と言ったんだ──。

　私は、気づけなかった上に冗談だろうって笑って流してしまった。

　なんてひどいことをしたのだろう。

　その時のいち君の気持ちを想像すると、胸がずきりと痛んだ。

　でも、彼はその縁談を受けるつもりはない。

　そうだとしたら、私の取るべき行動はひとつ。

「一円もいりません」

「別れないということかな？」

　そう。私は別れるつもりはない。

　でも、もしもいち君が自分で悩み、自分の意思で縁談を受けるというのなら……、私は苦しくても、彼の手を離そうと思う。

　彼を縛るものに、なりたくはないから。

「彼の人生は彼が決めることだと思います。彼がその縁談を受けると判断したのなら、私は黙って身を引きます」

　彼の人生は彼のもの。

　だから、もうひとつだけ少しの勇気を振り絞り、言わせてもらう。

「もし、彼の人生に東條社長が立ち入るのであれば、あなたも父親として彼を苦しみから解放してくれませんか？」

　いち君や美波ちゃんの心が少しでも晴れるように、彼らの願いを叶えてあげてほしい。

　東條社長は、ははっと声に出して笑う。

「なるほど、道理だ。私のすることについて、家族に口出しはさせなかった。ただ、君の言うこともわかるが私はあの子たちの親なんだよ」

「親だからこそ、彼の中の捨てきれない気持ちを、どうか汲み取ってあげてください。親だと言うのなら歩み寄ってください」

　社長は私を生意気だと思うだろうか。

　いち君は余計なことをと思うだろうか。

　それでも、幼い頃に初めて出会ってから、そして再会してからの今日までの彼の表情や態度、葛藤を見てきた私にできるのは、これくらいだから。

　負けまいと、言いくるめられないようにと気を張り、背筋を正す。

　すると、東條社長は目元の皺を深めて微笑んだ。

「君は、真っ直ぐな目をしている。そして、妻が亡くなった翌年……私に交渉してきた一の目も、とても真っ直ぐだった」

「交渉……ですか？」

「そう。私の出した条件をクリアできれば、一の望みを叶えるという交渉だ」

　そう零し、社長は封筒を鞄にしまう。

「では、息子と話し合ってみようか。だが、あまり一を信用しすぎないように」

「え？」

「条件をクリアしたとたん、節操なく君に逢いに行ったくらいだ。私の血を継いでる証拠だろう？」

　嫌味を口にして笑う社長。

　でも、私は頭を振った。

「節操がないもなにも、彼と展示場で再会したのは偶然です。なにより、私は彼を信じています」

　そうすれば、東條社長は目を細めてため息を吐く。

「……君は彼女に似ていて、見ていると逃げたくなるよ」

〝彼女〟とは誰のことなのか。

　測りかねていると、車のドアが開いて生温い空気が入り込む。

「失礼します」

　社長に頭を下げて、車を降りて。

　私は去っていくリムジンを見送りながら長く息を吐き出した。

　そして、このことはいち君には言わないでおこうと心に決める。

　知ったらきっと、彼は父親をひどく責めることになるだろうから。

　いち君の負担を軽くするために私ができることはこれくらいしかないと考えた刹那、脳裏に夢の中に現れた彼のお母さんの姿が浮かぶ。

『よろしくね』

　頼まれて、頷いたのに。

　これくらいしかできない私は、役立たずだ。




　いち君から彼の父親のことを聞いたのは三日後。

　仕事が終わり、帰宅して。

　入浴を済ませた直後にベッドサイドテーブルで充電中のスマホが彼からの連絡を告げた。

　メッセージではなく着信だったので、ディスプレイに表示されている通話ボタンをタップする。

『お疲れ様。家に着いた？』

　いつも帰る前にいち君に【これから帰るよ】というメッセージを送っている私。

　もちろんいち君も同じように教えてくれるのだけど、私の場合は必ず連絡するように言われている。

　理由は単純明快。

　きちんと帰れたのかが心配だから、だ。

　ちょっと過保護な気もするけど、彼の気持ちは素直に嬉しい。

　それに、こうしたやり取りも恋人らしくて私自身が嫌ではないのだ。

「うん。もうお風呂にも入ったよ」

『のぼせて倒れたりしなかった？』

　からかい交じりの声に、私はつい最近の失態を思い出し苦笑する。

「してません」

『ごめん、冗談。でも、俺がいないんだから気をつけて。お風呂で寝たりしないように』

　助けてあげられないからねと釘を刺されて、私は素直に「はーい」と返事をした。

　電話の向こうのいち君はなにか飲んでいるのか、コトリとグラスを置いたような音がした。

『実は、ちょっと変なことがあってさ』

「変？　どんな？」

『父がいきなり、望むことはあるかと聞いてきたんだ』

　その報告に、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出そうとしていた手が思わず止まる。

「それで、なにかお願いしたの？」

『なにも。要は、俺の望みを叶える代わりに、父の頼みを受けろってことだったから。その頼み自体、なにを言われても俺は受けないつもりだからさ。でも、なんでいきなりそんなこと言い出したのかがわからないんだ』

　彼は怪訝そうな声に、私は「そうなんだね」と冷静を装って返した。

　でも、内心はとてもホッとしている。

　いち君は、なにを言われても縁談を受けないと決めてくれているのだ。

　けれど、あの社長がおめおめと引き下がるとは考えられない。

『──沙優、疲れてる？』

　うっかり吐き出した深い息は、いち君にしっかりキャッチされてしまった。

「あ、ううん。ごめんね。今日は少し忙しかったから」

　これは嘘ではない。

　実際忙しかった。

　明日いち君に見せる予定の、シャルマントの印刷見本が上がってきたのだけど、色味が微妙に違っていたので、印刷会社に修正を依頼。何度かやり取りした末、再度上がった色校正を、直接印刷会社に行ってもらってきた。さらに事務所に戻ってからは、ノベルティに使うはずだった紐を替えるということで、チーフディレクターと一緒に店を何軒も回ったのだ。

　ほとんど終日外出していたおかげで足はくたくた。

　昼食もまともに食べてないけれど、夏バテしてるのかあまり食欲が湧かないので、とりあえず冷蔵庫に入っている作り置きのマリネをつまんでおいた。

　ペットボトルの蓋を開けると、いち君が『疲れてるのにごめん』と謝る。

　そんなことはない、声を聞けるのは嬉しいからと伝えれば、彼は『俺もだよ』と優しい声を返してくれた。

『ところで今週の土曜だけど、よかったらうちに来ない？』

「いち君の家に？」

　首を傾げると、いち君が短い声で頷く。

『沙優を招待したことないから、なにかおもてなしでもさせてもらおうかなって』

　むしろ私がなにか手土産を、と考えたところで思いつく。

「それならまたタルトタタンを持ってお邪魔しようかな」

『いいの？』

「いち君さえよければ」

　それに、美波ちゃんにもまた作ってくれって言われたのだ。

「美波ちゃんも呼ぶ？」

　彼女がどこに住んでいるのかは知らないけれど、もし来れそうなら、と思ったのだけど。

『それは却下。俺は沙優と二人で過ごしたいんだ。沙優は、美波がいたほうがいい？』

　いや、会えたら嬉しいけど、いたほうがいいかと聞かれれば。

「そ、れは、ねえ？」

　好きな人と二人きりで過ごす時間を大切にしたいに決まってる。

　でも、口にするのは少し恥ずかしくて曖あい昧まいに答えると、いち君は気に入らないのかからかっているのか。

『はっきり言ってくれないとわからないな』

　冷たく、けれど期待を込めて促した。

「い、いち君と二人が、いいです」

　答えた瞬間、羞恥にカッと体が熱くなる。

　私はやっぱりいち君には敵わないなと眉を下げながら、満足げに『合格』と放つ彼の声を聞いていた。










秘密に触れて




　蝉せみの鳴き声が聞こえる。

　短い一生を力いっぱい謳おう歌かするような響きを耳に、私は明倫堂のエントランスに入った。

　ここに訪れるのは今回で三度目。

　いち君と付き合ってからは初めてだ。

　今までも仕事の時はある程度、節度を持って接していた。

　関係がステップアップしたからといって、なにか変わるわけじゃないけれど、なんというか、やっぱり意識はしてしまうと思う。

　改めて気を引き締め、吉原さんの案内で会議室に向かう。

　そして仕事に集中すべく、扉の前でゆっくりと息を吸い込んだ。




　──印刷会社に出向いたかいがあった。

「色のぼやけもないし、蓋の切り込み部分も浅くてアネモネが綺麗に見えますね」

「そうですね、東條さん。光沢感もあってチープに見えないですし、シャルマントらしくて完璧です──」

　いち君を始め、吉原さんたちからも色彩に満足してもらえ、私は胸を撫で下ろしウェイティングスペースの長椅子に腰掛ける。

　実は、打ち合わせが終わった直後、いち君に声をかけられたのだ。

「真山さん、少し相談があるので二階で待っててもらえますか？」

　色校正に問題はなかったし、どんな相談だろうと考えていると──。

「真山さん、お疲れ様でした」

　いち君ではなく、吉原さんが現れた。

　彼女は今日も極上の美女オーラを放ち、私へと向かって歩いてくる。

　キュッとくびれた細い腰。

　タイトなスカートからスラリと伸びる綺麗な足。

　魅惑的なバラの香りを漂わせながら、私の隣に腰を下ろした。

「あの、実は真山さんにお伺いしたいことがあって」

「はい！」

　仕事のことだろうと予測し、私はシャキリと背筋を正す。

　すると、彼女は艶やかな唇を動かして言った。

「一さんとは、どんな関係なんですか？」

　──え？

　はじめ、さん？

　おかしい。

　彼女はいち君を『東條さん』と呼んでいて、いち君も『吉原さん』と彼女を呼んでいた。

　さっきの打ち合わせ中でもそうだった。

　そして、特別親しい雰囲気が見られたわけでもない。

　二人はごく普通のスタッフ同士といった様子で、お互いの会話も敬語。

　じゃあなぜ今、一さんと呼んだのか。

　しかも、なぜ、私といち君の関係を聞いてくるのか。

　もしかして、私と同じように仕事とプライベートの呼び方を分けているの？

　そうだとしたら、いち君と吉原さんは親しい関係、ということ？

　……親しいって、どういうことと考えたところで、ふと、吉原さんはいち君を慕っているのではないかと思い至る。

　それで、仕事以外では呼び方を変えたりしてアピールを頑張ってる、とか。

　そうであれば、私にとって恋のライバルになるわけだけど……。

「え、と……」

　混乱し、答えあぐねていたら、吉原さんは「ごめんなさい。忘れてください」と微笑んだ。

　いや、忘れられるわけがない。

　ダメだ。

　待って、ここは落ち着こう。

　気になるならいち君に確認すればいい。

　幸いというか、これからいち君と会うわけだし。

「失礼しますね」

　吉原さんは立ち上がると、エレベーターホールへと足を動かした。

　もしも彼女がライバルだったら、付き合っている私のほうが優勢のはずなのに敵う気がしない。

　いち君の気持ちを疑うわけではないけれど、あれだけ完璧な吉原さんが本気を出したら、さすがのいち君も一瞬くらい揺らぐのでは……なんて、いつの間にか手元に落としていた視線をまばたきと共に上げたちょうどその時。

　廊下の奥、エレベーターホールからいち君がこちらに向かってやって来るのが見えた。

　迎えようと、椅子から立ち上がりかけたと同時、吉原さんがいち君を呼び止める。

　声は聞こえないけれど、いち君が彼女になにか話していて、その顔は優しい。

　彼女はこちらに背を向けて立っているので表情はわからない。

　でも、楽しげな雰囲気は見ていて感じ取れた。

　こうしてみると、美男美女でお似合いだ。

　……いけない。

　ここに来ると綺麗な人が多いからどうしてもネガティブな思考になってしまう。

　余計なことは考えまいと、追い出すように頭を振って、私は……驚き、目を見開いた。

　吉原さんの手が、いち君の頬に触れて。

　いち君が、彼女の顔へと、自身の顔を近づけたのだ。

　そう、まるで。

　──キスをするように。

　足が震える。

　意味もなく指先が動いて、息が詰まった。

　悲鳴を上げるように暴れる鼓動。

　ここにいたら、心臓が壊れてしまう。

　私はよろめきそうになる足をどうにか動かして、彼らに背を向けた。

　帰ろう。

　早く、ここから離れよう。

　涙が零れ落ちる前にと、にじむ景色の中を私は必死に足を動かして。

　ヒールの音を響かせながら、現実から逃げた。




「おい、真山。大丈夫か？」

　チーフディレクターから心配そうに声をかけられたのは、残業中のことだ。

　時刻はそろそろ午後十一時を回る。

　マウスに手を添え、パソコンに向かっていたら背後から覗き込むようにされた。

　どうやらぼんやりしていたようで、パソコンの画面はスクリーンセーバーを映し出している。

「調子悪いならそろそろ帰れよ」

　背中をポンと叩かれ、私は笑みをつくって「はい」と頷いた。

　帰り支度をしながら頭に思い浮かべるのは昼間のこと。

　いち君から連絡があったのは明倫堂のビルから出た直後で、私は震えそうになる声を必死に誤魔化しながら伝えた。

『ごめんなさい。すぐに、事務所に戻らないといけなくて』

　彼は納得してくれた。

　実は仕事の用事ではないからいいよと。

　せっかく会えたから、外で少しお茶でもできないかと聞きたかっただけなのだと、彼は笑った。

　私を誘うために下りてきて、それで吉原さんとなにをしていたの？

　その質問はできなかった。

　信じてると東條社長に言い切ったのに、私は今、いち君を疑っている。

　自分の弱さに苛立ちを覚えて、私は席を立つと事務所を出た。




　金曜日のこの時間は、仕事終わりに一杯ひっかけてきたであろうサラリーマンも多く、時々、上機嫌で笑う声が聞こえていた。

　……いち君はもう、家だろうか。

　それともまだ会社で仕事をしているのかな。

　薄暗いオフィスで、吉原さんと一緒に……。

　また、ため息が落ちて、夏のじっとりとした空気に溶けて消える。

　そうして、意気消沈しながら駅に向かって歩いていると、トントンと肩を叩かれた。

　足を止め、振り向いた先に立っていたのは、以前、いち君が酔い潰れた時に連絡をくれた羽鳥さんだった。

　ダークグレーのジャケットの袖をロールアップにした彼は、安心したように目を細める。

「ああ、よかった。やっぱり君だ」

「羽鳥さん……」

　もし人違いだったらやばかったと無邪気に笑う羽鳥さんに、とりあえず私は「こんばんは」と挨拶した。

「顔だけでなく名前まで覚えてもらえてたとは。もしかして俺に惚れたのか？」

　からかう羽鳥さんに、私は「はぁ～……」と深いため息を吐く。

「そんなにあきれないでくれよ。冗談だから」

「わかってます。でも今は突っ込む余裕がなくて」

　すみませんと謝ると、羽鳥さんは「なんだ、悩み事か？」と私の隣に並んで歩き出した。

　彼にならって私も再び足を進める。

「で？　悩み事ってもしかして一？」

　ズバリ当てられて、私は言葉に詰まってしまった。

　けれど、それを肯定ととった彼はクククと喉を鳴らして笑う。

「付き合うことになったと聞いたけど、なんだうまくいってないのか」

　道路の向こうに見える緑が風に揺れるのを、私は唇を軽く噛みながら眺める。

「なにがあったか、聞いても平気？」と尋ねる彼は、もちろん一には言わないと続けた。

　そう言われて、私は唇を開く。

　たぶん、私も誰かに聞いてほしかったのだ。

　その相手がいち君が仲良くしている友人なのは、幸運なのかもしれない。

　私は視線を落とし、昼間見た光景を説明した。

　あまり思い出したくない、あの光景を。




　信号が赤になり、私たちは横断歩道の前で足を止める。

「一が、なぁ」

　私から話を聞いた羽鳥さんは、腕を組んで唸った。

　暗い気持ちで行き交う車を見つめていると、彼は教えてくれる。

「とりあえず、俺はそういった話は聞いてないけどな。俺があいつから聞く女の名前は君だけだ」

「そ、そうなんですか？」

　驚きと、喜びと、少しの優越。

　それらが混ざり、まばたきをしながら羽鳥さんへと視線を動かせば、彼はニッコリと笑んだ。

「そうだよ。高校で一と仲良くなったのも、君の名前がきっかけだし」

「え？」

　なぜ私の名前が関わってくるのか疑問に思い、彼をじっと見つめてしまう。

　すると、あいつに怒られるかなと笑いながら教えてくれたのは、私の知らないいち君のこと。

　高校二年の時、いち君のクラスに私と同じ〝さゆ〟という名前の子が転入してきたらしい。

　それまで、いつも穏やかで悩みなんてなさそうに過ごしてたいち君が、彼女の名前を聞いたとたん、辛そうな顔をしたという。

「最初はその〝さゆ〟って子となにかあったのかと思ってからかってたんだけどな。ある日、ずっと大切に想ってる子と同じ名前だって打ち明けられたんだ」

　優しい声色で羽鳥さんが打ち明けてくれたのは、いち君の想いだった。

　真っ直ぐで切なくて、苦しい、私への想い。

「実は、その話を聞くまで一は完璧すぎてつまらないやつだって思ってたんだ。でも、違った。一は思い通りにいかない中で、それを誰にも見せずにもがいてた。いつかまた、君に会うために」

　電車の通過を告げるアナウンスが聞こえる中、私は今までのことを思い出す。

　いち君も、美波ちゃんも言っていた。

　ずっと私に会いたかったと。

　私のために頑張ったのだと。

　そして、今また羽鳥さんも同じことを言う。

　羽鳥さんは私を見つめて笑顔で告げる。

「あいつの頭はいつだって君でいっぱいだ。心は真っ直ぐに君に向かってる」

　わかっていたはずだ。

　彼の想いは嘘じゃない。

　向けられた言葉にも、確かな愛情を感じていた。

「じゃあ、なんで……」

　過去の彼の想い、今の彼の想いが真実であるというのなら、なぜ吉原さんと。

　私の落胆した声に羽鳥さんが、少し困った顔をする。

「……そこは俺にもわからないし、あいつももう大人だから、無責任になにもないとは笑って言ってやれない。ただ、なにかあったとしても君に対する気持ちだけは本物だから、そこは疑わないでやってくれ」

　正直に話してくれた羽鳥さんに、私は弱々しい笑みを浮かべて頷いた。

　私へと向かういち君の気持ち。

　それを信じながら、昼間のことをどう受け止めるか。

　とても、とても難しい問題。

　いち君に彼女との関係を聞けば答えてくれるだろうか。

　でも、あの時なにをしていたのか聞いて、返ってくる答えや態度が私の望まないものだとしたら……。

　その時私は、どうしたらいいのか。

　駅に着いて、羽鳥さんにお礼を告げて。

　結局、なにも答えは出ないまま、いち君からの連絡にも返事を返せないまま……。

　私は、空が白むまで、悩み続けていた。










零れ落ちる、恋




　朝──。

　まだ少し早い時間だったけれど、私はいち君にメッセージを送った。

　体調がすぐれないから、今日いち君の家にお邪魔するのはまたの機会にしたいと。

　突然のキャンセルに彼は少しも落ち込むでも怒るでもなく、逆に心配して電話をくれた。

　俺のことは気にしなくていいから、ゆっくり休んでと、優しい声で。

　罪悪感に、じくじくと痛む胸。

　でも、今は会いたくないという気持ちが強いからこそだった。

　会えばきっと、なにかをきっかけに責めてしまいかねない。

　冷静に考える時間が欲しかったのだ。

　タイミングがいいことに、今日からお盆休みに突入している。

　私も明日から実家に帰省する予定なので、彼とはしばらく会えなくなる。

　ゆっくり家族と過ごせば、気持ちも整理できるのではないか。

　ただの勘違いじゃないのかと、そう考える自分もいる。

　でも、吉原さんの言葉のあとにあの光景を見てしまったら、やっぱりなにかあるとしか思えなかった。

　薄暗い部屋にため息が落ちる。

　せめて光を入れて気持ちを少しでも上げていこうと、クリーム色のカーテンに手をかけた時だ。

　室内に、玄関チャイムの音が鳴り響いた。

　時計を見れば針はそろそろ午前十時を指す頃。

　宅配便かなにかかもしれないと、手早くカーテンを開けて部屋を明るくすると、私は玄関越しに「はい」と声をかける。

　すると、応えたのは。

「沙優、ごめん。いちです」

　会いたくないと思っていた相手の声だった。

　扉越しに会話するのもおかしいので、私はゆっくりと深呼吸してからドアノブを捻る。

　すると、太陽の陽に髪を照らしたいち君が申し訳なさそうに微笑んだ。

「ごめん、いきなり来て。その、心配だったからお見舞いと、あとこれ、適当に買ってきたんだ」

　そう言って持ち上げた手には紙袋。ちらりと見えた中には、飲み物や果物等が入っている。

「ありがとう……」

　返すわけにもいかず、紙袋を受け取ると私は彼に上がるように言った。

　でもやはり、彼の瞳をいつものように見ることはできず、私はなるべく別の所を視界に映す。

「体調はどう？」

「少し疲れが溜まってるだけだから、大丈夫」

　気遣う声に私は愛想笑いを浮かべながら、テーブルに荷物を置いた。

　いち君は手伝うよと言って、袋の中の物を取り出してくれる。

「風邪のひき始めかな。他になにか必要なものはある？」

　スポーツドリンクのペットボトルをテーブルの上に置く彼の綺麗な指から視線を外し、私はそれらを冷蔵庫にしまいながら首を横に振る。

「大丈夫。そこまで心配しないで」

　そう言って振り返った直後、いち君が「熱は？」と口にしながらこちらに腕を伸ばしてきた。

　触れられる。

　そう思った刹那。

　──パシン！

　私は思わず、彼の手を振り払ってしまった。

　いち君の顔が驚きに染まり、動きを止めている。

「あ、ご、ごめんなさい」

　謝ると、彼は動揺し瞳を揺らしながら手を引っ込めた。

「いや、俺も、いきなりごめん……」

　違う。

　いち君。

　私が欲しいのは謝罪じゃない。

　あれは違うよという否定と、バカだなって安心させてくれる笑顔なのだ。

「えっと、熱はない？」

　触れることはせず、言葉だけで確かめてくる彼に私は小さく頷いた。

　たぶん、私の様子が体調だけでなく、なにかおかしいことに気づいたのだろう。

　いち君は心配そうに眉を下げて私の顔を覗き込む。

「沙優？　本当に平気？　悩みでもあるとか」

　優しい優しいいち君。

　それは、私だから？

　それとも誰にでも？

　もしかして、吉原さんにも？

　胸の奥からせり上がる感情が唇を動かす。

　私は我慢して目をつぶっていられるいい子では、いられなかった。

「……そうやって、誰にでも手を伸ばすの？」

「え？」

　いち君が再び驚いた顔を見せる。

　なにを言ってるのかわからないと、丸くなったその瞳が語っていた。

　ごめん、なんでもない、と。

　今なら引くことはできる。

　だけど、私の唇はそれを紡がない。

「あの人の手が触れるのも受け入れて、キスまでするの？」

　次から次へと溢れ落ちる言葉は、あの日の二人がしていたこと。

　息苦しさにうつむくと「沙優？」と彼の戸惑う声が聞こえて、私は逃げるように視線を斜め下へと向けた。

　吉原さんの髪は、いつだって艶があって、メイクも上手で。

　服だって素敵なものばかり。

　笑い方も上品で、振る舞いも優雅で。

　女性として素直に憧れる女性だ。

　どう考えたって、私よりも彼女のほうがいち君と釣り合っている。

　コンプレックスと嫉妬が容赦なく私の心を、黒く醜く覆い尽くしていく。

　前向きに考えなければならないのに、その意思が芽生える余地もないほど、急速に黒が深く濃く、思考さえも悲しみに塗り潰して、気づけば足元を写している視界が涙でにじんでいた。

　これ以上はもう無理だ。

　泣いて取り乱して責めることだけはしたくないと、私はうつむいたまま彼に告げる。

「ごめんなさい。今日は帰って」

「待ってくれ、沙優」

「お願い」

　震える声で懇願すると、彼は仕方なく言葉を呑んだ。

　そして、しばしの沈黙のあと。

「わかった。でも、今度きちんと話を聞かせて」

　彼からすれば、いきなりはねつけて、責めて、帰れと言われて機嫌を損ねてもいいくらいなのに。

「……今日は急にごめん。ゆっくり休んで」

　扉を閉める直前まで、その声色はとてもとても優しくて、なぜこうなってしまったのかとひたすらに悔やむ。

　せめて、あの時、別の場所にいて見なければ、知らなければよかったのにと心が叫んで。

「っ……ふ、……ぅ……」

　涙が、止まらなかった。




　どのくらい、泣いていたのだろう。

　朝食も昼食も摂らずに、ひたすらベッドで横になっていた体をゆっくりと起こした。

　泣きすぎたせいか瞼も頭も重い。

　カーテンの隙間から見える空は、すっかりとオレンジ色に染まっている。

　は、と短く息を吐き出してベッドに腰掛けた。

　ダイニングテーブルの上には、いち君が買ってきてくれたお惣菜や果物が載っている。

　ベッドのスプリングを軋ませて腰を上げると、テーブルの前に立ってそれに手を伸ばした。

　今日は夕食を作る気力も出そうにないので助かるなと、彼の気遣いに感謝する。

『今度きちんと話を聞かせて』

　彼はそう言っていたけど、その機会は訪れるのか。

　真実を知る前に、逃げることもできるのだと、弱い私が囁く。

　いち君に別れを告げればいいのだと。

　でも、怖い。

　彼とまた離れるのは辛い。

　そうかといって、真実を尋ねる勇気もない。

　ああ強くなりたい。私は弱い。

　人は弱いから優しくなれると、いつかどこかで聞いた。

　優しくありたいけれど、今欲しいのはなにがあっても前を向ける強さだ。

　ひとりになれば、さっきは前を向きかけたように感じた心が再び塞ぎ込んでいく。

　もう、今はなにも考えないようにしよう。

　これ以上、彼を疑うことをしたくない。

　私は彼がお見舞いに買ってきてくれたリンゴを手にして、ひと口かじる。

「……美味しい」

　なにも食べていなかったから、余計に。

　視界がにじむけど、これはいち君と吉原さんのせいじゃない。

　リンゴが甘くて美味しすぎるせいだ──。










真実に触れる夜




　──ああ、懐かしいな。

　青い夏空の下、実家に帰省した私は休憩もそこそこに家を出て歩いていた。

　いち君との、思い出が溢れているこの街を。

　彼と初めて出会った小学校は、改築されて新校舎になっていた。

　当時は木材を取り入れた温かみのあるデザインだったけど、今はコンクリートばかりのスッキリとした校舎になっている。

　けれど、運動場は遊具が少し新しくなっているくらいで、他は当時と大きく変わった所はないようだった。

　いち君の手をひいて、笑い合いこの正門をくぐって帰ったことを思い出して、私は自然と頬を緩める。

　それから、小学校から歩いて十分ほどの場所にある中学校へと移動した。

　蝉の合唱を耳に、なだらかな坂を上がると、ほどなくして中学校の校舎が見えてくる。

　外壁は塗り替えられて綺麗になっているけど、他は当時とあまり変わっていない。

　真新しい制服を纏って並んで歩いた校門前の桜の木も、今は緑の葉をつけて風に枝をしならせている。

　私はここで、いち君への恋心をずっと温めていた。

　別々のクラスになっても、他の男子と話していても、いち君だけが好きだった。

　いつか想いが実ればいいなと、彼との幸せな未来を願って。

　転校したと聞かされた日……。

　私は、初めて学校をさぼった。

　いても立ってもいられずに、鞄も持たず、気づけばこの校門から走り出ていち君の家に向かっていたのだ。

　そして、誰もいない屋敷の前で、涙を流して。

　彼を探して次に走ったのは……。

　私は、当時のことを思い出しながら踵を返す。

　向かう先は、タイムカプセルを埋めた場所。

　もちろんそこにはマンションが建っているので、なにも残っていない。

　……いや、ひとつだけある。

　私はマンションの前に立つと、あの日、いち君の名前を零しながら泣いていた自分を思い出した。

　ここに残っているのは、彼を深く想いながら涙を流すしかなかった当時の私の悲しみ。

「……せっかく、再会できたのにね」

　あの頃、ここで泣いていた自分に語りかけるように呟いて自嘲する。

　二度と、手を離したくはないのに。

　私は彼への想いを募らせながらため息を落とし、マンションに背を向けた。

　彼の手に触れて、笑みを交わした甘く穏やかな日々を思い出し、寂しさに震える唇を引き結ぶ。

　このまま終わりたくない。そう、切なく願いながら。

　その日のこと。

　夕陽の差し込むリビングのソファに腰掛けた私に、母が「そういえば……」と思い出したように話す。

「実は先週、東條さんの秘書さんからうちに電話があって、沙優が一君と結婚するような話があったら反対するように言ってくれって頼まれたのよね。なんだか頭にきたからハッキリ断ったけど」

　それを聞いて私は顔をしかめた。

　まさか実家にまで手を回していたとは。

　いつの間に付き合ってたの、なんて母に聞かれて苦笑する。

　まあ、これからどうなるかはわからないのだけどと心の中で呟いて、私はキッチンに立つ母の隣に並んだ。

「手伝うよ」

「ありがとう。じゃあ、このキャベツを千切りにしてね」

　包丁を手渡されキャベツを切っていると、母が「東條さんは、相変わらず自分勝手なのかしら？」と零した。

　母はいち君のお母さんと仲がよかった。もしかしたらなにか相談を受けていたのかもしれない。

「……ママは、いち君のお母さんとお父さんのことどう思ってた？」

　尋ねると、母はひと呼吸置いて「一君のお母さんは、とても綺麗な人だったわね」と声色に懐かしさをにじませて教えてくれる。

「優しくて、温かくて。弱いけれど、強くあろうとしていた。今考えてみればそんな彼女から、東條さんは逃げてたのよね。親同士が決めた結婚だったらしいけど、彼女は尽くそうとしていた。なのに東條さんは好き放題やり放題。いくら仕事ができたって、家庭が円満じゃなきゃダメなのよ！って、言ってやったことがあったわ」

「え!?　社長に!?」

　驚いて危うく指を切るところだった。

「そうよぉ」

「いつ？」

「一君のお母さんが亡くなった時ね、たまらなくて」

　私も若かったわなんて苦笑する母。

「でもね、ママ見ちゃったの」

「……なにを？」

「彼女の葬儀が終わって忘れ物をね、取りに戻ったら、東條さんが彼女の棺の前に立って『すまなかった、すまなかった』って」

　当時のことを思い出しているのだろう。

　母は少し苦しそうに息を吐いて、また言葉を紡ぐ。

「今さらなによって思ったけど、まあ、夫婦にしかわからないものとか、東條さんなりのなにかがあったのかもって思ってね」

　声をかけることなく、母は葬儀場をあとにしたのだと言った。

　そうか……。

　以前、いち君は、いち君のお母さんが亡くなった時に社長は涙も流さなかったと話していた。

　でも、本当はひとりで泣いていたのかもしれない。

　母の言う通り、二人にしかわからないなにかがあったのかもしれない──と、そこまで考えて、ふと思い出す。

　社長の言葉を。

「……逃げたくなるって、言ってた」

「え？」

「私が、〝彼女〟に似てて逃げたくなるって」

　あの時は誰の話かわからなかったけど、もしかして……。

「〝彼女〟って、いち君のお母さんのことかな？」

　母に尋ねると、ええ？と怪訝そうな顔をされる。

「一体どこが似てるのかしら」

「いや！　それは私もわかってるけど！」

　あんなに綺麗な人と私が似てるなんておこがましいのは百も承知だ。

　でも、あの時は確か真っ直ぐな目の話をしていた気がする。

　それを伝えると、母は少し考える素振りを見せた。

「まあでも、そうね。確かに真っ直ぐで綺麗すぎて……東條さんには眩しかったのかもね」

　呟くと、ちょうどそのタイミングでお酒やスイカを買いに出ていた父が玄関から声を張り上げる。

「ただいまー！　ママ、ちょっと、手伝ってくれー」

　母がそれに「はいはい」と答えて、エプロンで手を拭きながらキッチンから出て行った。

　綺麗で真っ直ぐな心根を持っていたいち君のお母さん。

　そんな母親に似たいち君。

　東條社長は、苦しかったのだろうか。

　そしてもしそうならば、今も苦しいのだろうか。

　答えはわからない。

　きっと、教えてもらえるものでもないだろう。

　だけど今、少しだけ東條社長の気持ちが理解できる。

　外見も心根も綺麗ないち君に、私は釣り合わない。

　どんと構えていられず、取り乱して中途半端に責めるような私では、きっと。

　釣り合うためには、努力しなければならなくて。

　でも、努力することに疲れてしまったら？

　東條社長は、どこかでボタンをかけ違えてしまい、だから謝罪したのではないか。

　そんな予想を勝手にして、まな板に包丁を置いた。

　私は、私のままでいい。

　わかっているのに、吉原さんの存在が私を焦らせる。

　私はリビングに入って来た両親にバレないようにそっとため息を吐き出して、大きくて立派なスイカを見せて笑う父に、笑みを返したのだった。




　困ったことになった。

「とりあえず帰りなさい。スマホは見つけたら宅配便で送るから」

　母に言われ、私はうなだれて電車に乗り込んだ。

　そう、私はスマホを失くしてしまった。

　気づいたのは父の実家の墓参りのあとだ。

　行方不明になり、すでに二日。

　いち君から連絡がきているとすれば、なぜ返信がないのかと不審に思っていることだろう。

　ひとまず、新しいスマホを用意しないと明後日からの仕事にも支障が出るかもしれない。

　帰る時間も遅くなりそうだし、明日の朝一番で携帯ショップに出向こう。

　もう本当に、いち君とのことといい、ここのところついてない。

　お祓はらいにでも行こうかと電車の座席に座りながら、私はひっそりと自嘲した。

　そして、二時間後。

　私はまた肩を落とすことになる。

　最寄り駅を出てすぐ、ゲリラ豪雨に襲われたのだ。

　すでに日は落ちて空は暗く、それもまたどんよりする気持ちに拍車をかける。

　なぜ今、このタイミングで降るのだと心の中で悪態をつき、急いでコンビニに駆け込みビニール傘を購入。

　アパートが少し遠くに見える頃には、履いていたスキニーパンツがびしょ濡れになっていた。

　まだ夏でよかったと思いつつ、ボストンバッグを肩にかけ直して足を止める。

　近所のパーキングに見慣れた白いスポーツカーを見つけたのだ。

　……いや、違うはずだ。

　今日は彼と会う約束はしていないと、車から視線を外して、再びアパートを目指す。

　ローヒールのミュールはデニムパンツと同じく濡れている。

　歩くたびにぐしゅりという嫌な感触がするけれど、気になるはずのそれがあまり気にならないのは、今しがた見たスポーツカーが頭の中にあるからだ。

　運転席には誰もいなかった。

　ひどい雨だし、もし、万が一彼がうちまで来ているとしても、普通は車内で待っているだろう。

　だから違う。

　そう、思うのに。

　予感があった。

　だって、スマホを失くした私との連絡が取れないから。

　彼ならもしかしたら、心配して家まで会いに来るかもしれないと。

　具合の悪い私を心配して、わざわざ訪ねて来たように。

　だからかもしれない。

　アパートの前に立ついち君の姿を見ても、あまり驚かなかったのは。

　でも、彼の状態には思わず目を見張り、慌てて走り寄る。

「いち君！」

　傘もささずに大雨に打たれていたのだ。

「なにしてるのっ？」

　急いでビニール傘の中に入れて、彼を正面に見上げた。

　髪の毛からは雨の雫しずくが滴り、頬や肩を濡らしていく。

　いつからここにいたのか。

　羽織っている紺色のジャケットはすっかり色を濃くして重そうだ。

「お帰り。今日帰ってくるって聞いてたけど、連絡とれなかったから待ってたんだ」

「ずぶ濡れじゃない！　玄関の前で待ってればいいのに」

　玄関の前にはひさしがあるから、確実に雨をしのげたはずだ。

　けれど、いち君は眉を下げて微笑む。

「実は玄関の前に立っていたら、隣の部屋の人に怪しまれちゃって……」

「それなら、車の中は？」

「雨で外が見えにくいから、沙優が帰ってくるのを見過ごすかもしれないし」

「もう……。風邪ひいちゃうから上がって」

　私はずっといち君に対して怒っているわけじゃない。

　ただ、彼を見ると吉原さんとのキスシーンを思い出して苦しくなるし、責めてしまうのが嫌なだけなのだ。

　いや、今はとにかく、お風呂に入ってもらい、服を乾かさなければ。

　雨が建物や地面を叩きつける音を耳に、アパートの階段を上がっていると、いち君が覇は気きのない声で「……よかった」と漏らす。

　なにがよかったのかと傘を畳みながら彼を見れば、わずかに眉を寄せて言った。

「もう、沙優に嫌われたかと」

　ポタリ、とまた彼の髪から雫が落ちる。

　まるで泣いているかのように、頬を伝って流れた。

「ごめんね。二日前からスマホ失くしちゃっててなにもできなかったの。私、いち君の電話番号も覚えてなくて……。帰ったら、連絡するつもりだったんだけど……連絡、くれてたよね」

「そうか、スマホを失くして……。でも、謝りたいのはそれだけじゃなくて──」

「まずは中に入ろう。本当に風邪ひいちゃうよ」

「……わかった」

　鍵を差し込む手がわずかに震えていて、悟られないように、手早くドアを開けた。

　彼が『謝りたい』ということは、吉原さんとのことを認めるようなものではないか。

　認められたら、弱い私はもう嘘でも笑ってはいられないだろう。

　みっともない私を見せたくない。

　ただでさえ、話をさせまいと逃げているのだから、もうこれ以上は。

　けれど、玄関の扉が閉まる時に漠ばく然ぜんと思った。

　どんなに私が話をしたくないと望んでいても、きっといち君は聞いてくれと頼むだろう。

　雨の中、待っていたのはそのためなのだろうから。

　そして私は嫌でも辛い真実と向き合わなければならない。

　覚悟をする時間もままならずに。

　密かに息を零す。

　苦しくて、たまらない。

「タオルはこれを、着替えはお父さんので悪いけどこれ使ってね」

　先日新調したふかふかのタオルと、父が東京に来た際に使っていたルームウェアを手渡す。

　いち君は先に沙優がシャワーに入ってと頼んでいたけれど、どう見てもいち君の方が濡れているから、彼を脱衣所に押しやって扉を閉めた。

　やがて、シャワーの流水音が聞こえ始めて、私は自分の服を着替える。

　幸いにも濡れているのはデニムパンツのみなので、とりあえず私も彼に合わせてスウェットのショートパンツを履いた。

　彼がバスルームから出てきたら、どんな顔をして迎え、どうするべきか、なんてこの期に及んでまだ避ける方法を考えてしまう。

　会いに来てくれたのだ。

　謝りに来てくれた。

　いち君が話し合いを望んでいるのなら、私は恋人としてしっかりと受け止めなければならない。

　ちゃんと、向き合おう。

　ううん、向き合いたい。

　彼は、私にとって大切な人だから。

　少ししていち君は、髪の毛が濡れたままで出てきた。

　早く私にもシャワーに入ってもらおうと急いだらしい。

　私はそんなに濡れていないから大丈夫だと伝え、彼に椅子に座って待つように声をかけるとドライヤーを手に戻った。

　そして、彼の後ろに立ちスイッチを押して温風を濡れた髪に当てる。

　いち君から私と同じ香りがして少しこそばゆい。

「沙優、自分でやるからいいよ」

「いいの。やらせて」

　いち君を正面に話をするのが怖くて私はこんな方法を取ったのだ。

　けれど、どう切り出すべきかわからずに、彼の柔らかな髪に触れ続けていたら。

「樹……羽鳥から、聞いた。君がなにを悩んでるのか」

　いち君のほうから沈黙を破った。

　ぐ、と喉の奥が詰まるような感覚がして、私は酸素を求めて息を吸う。

「そう、なんだ」

　いち君が相談したから話したのか、心配で自らいち君に伝えたのか。

　どちらにせよ、羽鳥さんに悩んでないで動けと言われている気になる。

　湿っている髪を探してさらに乾かしていく私に、いち君はハッキリと言った。

「吉原さんとは、なにもない」

　……なにも、ない？

　あんなに親しそうにくっついて、なにもないなんて。

「信じられるわけ、ないよ」

　だって私は見たんだから。

「吉原さんが、いち君の頬に触ってた。いち君だって、笑いながら彼女に……っ」

　キスをしたでしょう？

　最後まで声にならずに、私は震える唇を噛み締めた。

　いち君が椅子を少し引いて体ごとこちらを振り返る。

　その双眸は真剣で、彼の手がドライヤーを掴むとスイッチを押して停止させた。

「なにもないよ。あの時吉原さんは、俺の顔に汚れがついてると言って、少し屈むように頼まれただけだ」

　言い終えると、彼の喉元がコクリと上下する。

「吉原さんが、いち君のことを、一さんて呼んでたのは？」

「彼女から直接名前で呼ばれたことはない。というか、樹から聞いて、おかしいと思ったんだ。顔に触ってくるのも変だったし。彼女に聞いたら……そうするように仕向けられたんだって、話して謝ってくれた」

　いち君が苦虫を噛み潰したように眉をひそめ、瞠どう目もくする私に教えてくれたのはあまりにも勝手な話。

「秘書の坂巻さんが……脅してきたらしい。会社を辞めたくないなら俺と君が別れるように動けって」

「なぜ──」

　と、言いかけて、東條社長のことを思い出した。

　別れさせたい理由なら十分あったのだ。

「私、あなたのお父さんから別れるように、言われたの……」

「それも聞いた。昨日、ぜんぶ坂巻さんに確認したよ」

　そうか。吉原さんは、私たちのことに巻き込まれただけだったのだ。

　なにも知らなかったとはいえ疑ってしまい、彼女に申し訳ない気持ちになる。

　いち君に、社長が頼んだことなのかと聞いたら、どうやら坂巻さんが自己判断で動いたことらしい。

「信じて、くれるかな？」

　上目遣いに眉尻を下げる彼。

　ここまで細かく説明されて信じないわけがない。

「疑ってごめんなさい」

　謝ると、いち君は心から安堵したように長い息を吐き出した。

「よかった……。俺は沙優以外の人なんて考えたことはないよ」

　そう言って、切なげに微笑む。

　吉原さんとのことはこれで解決した。

　だけど、モヤモヤしたものが残っていて、どうしてなのかと思考を巡らせた瞬間、その原因に気づく。

　モヤモヤの原因は、案外簡単だった。

「……そもそも、いち君は勝手すぎるよ」

　私は、彼の側から離れて、シェルフに飾られたドライフラワーを眺めながら唇を動かす。

「なにも言わずに転校して姿を消して、連絡が取れなくなって、私がどれだけショックだったか」

　いち君の家に行ってもそこにはもう誰もいなくて。

　携帯電話だって解約されてて。

　誰に聞いても、行方はわからなかった。

　ずっと、ぶつけたかったのだ。

　昇華したかった。

　過去の悲しみを。

　それは、もういいよなんて笑って許せるような悲しみではなかった。

　苦しくて、呼吸さえできないような錯覚を覚える日々は、今思い出しても切なくて胸が痛くなる。

　たとえ、いち君も同じように苦しんでいたとしても、そこにある別れの理由なんてなにも知らない私は、目標もなくただ悲しみに明け暮れるしかなかったのだ。

「ごめん……」

　謝り続ける彼に、もういいよと言ってあげられない私はなんて狭きょう量りょうなのか。

　そう思うのに、言葉は溢れて止まらない。

「それで、今度は急に現れて、結婚だなんて言われて」

　どこまで勝手なの。

　そして、それでもまた彼に恋に落ちるなんて、私もたいがい愚かだ。

「本当に、好きだったの」

　私に向けられるとろけるような微笑みも。

　優しく差し伸べられるその手の温かさも。

　私を呼ぶ、柔らかい声も。

　いつだって味方でいてくれた、私を気遣ってくれる心も。

　いち君を形作るもの、ぜんぶ。ぜんぶが好きでたまらなかった。

　過去の私の想いを乗せるように声にすると、鼻の奥がツンとする。

　同時に、いつの間にか私の背後に立った彼が、腕を伸ばして、優しく、壊れ物を扱うかのように私を抱き締めた。

「だから、賭けたんだ」

「……え？」

　耳元で、囁く声に私は瞳を潤ませながら続きを待つ。

「伝わってたから、沙優の気持ち。だから、応えたくて……君と、離れた」

「……意味、わかんない」

　結局、まだ本当のことを話してはくれないのだ。

　落胆した私を、彼の腕が違うんだと言わんばかりに強く抱き締めて。

「ぜんぶ、話すから。付き合ってほしい所がある」

　いち君の穏やかな声には決意が込められていて、私は小さく、けれどしっかりと頷いてみせた。




　向かう場所はどこなのか。

　それを聞いても、着いてからのお楽しみと言われていなされてしまう。

　いち君はこれ以上私を悩ませたくないからと、車に入っていた出張用の私服に着替えてすぐに出発しようと言った。

　実家から戻ったばかりだけど、幸い、まだお互いに休暇のさなか。私は、いち君の思いを知りたいという気持ちに引っ張られて、行くことを了承する。

　車で二時間ほどかかる場所なので、目的地着く頃には日付を越えるだろうといち君は話した。

　夜中でも行ける場所がどういう所なのか、まったく予想もできないまま、私はいち君と共に車に乗り込んだ。

　あれほど強く叩きつけていた雨はすっかり止み、今は驚くほど綺麗な夜空が広がっている。

　月までもが姿を見せて、雨に濡れた夜の街を淡い光を放ち優しく見下ろしていた。

　高速道路を走ってどれくらい経ったのだろう。

　いつの間にか眠ってしまっていた私は慌てて背筋を正す。

「ごめんね、寝ちゃってた」

　いち君は、ちらりとこちらを見て微笑んだ。

「いいよ。沙優の可愛い寝顔が見られたし。そういえば、寝言も言ってたな」

「えっ、なんて？」

　幻滅されるようなことを口走っていないかヒヤヒヤしていると、彼はニッコリと笑う。

「いち君のことが好きって言ってたよ」

「嘘っ」

　それはそれで恥ずかしい！

　けれど、ハンドルを握るいち君の様子をよく見れば、そこはかとなく笑うのをこらえてるような気がして、私は疑いに目を細めた。

「その顔は嘘でしょ」

　少し声を低くする私に、いち君は「バレたか」と小さく笑う。

「ごめん。でも、俺のことを好きなのは嘘じゃないって思っていいかな？」

「う……」

　嘘じゃない、けれど、数時間前まで不機嫌になっていた私としては素直に頷けなくて、彼の横顔から視線を逸らした。

「その質問には、いち君の話を聞いてから答えます」

「残念だな」

　意地悪だったかなと心配になり、彼を盗み見る。

　でも、とくに落ち込んでるわけでもなさそうでホッと胸を撫で下ろした。

　車の時計を見ると、時刻は間もなく深夜０時を迎えようとしている。

　ふと外に流れる夜の景色の中、その文字を見つけた私は声を漏らした。

「……伊豆？」

　ちらほらと見える宿や店の看板に〝伊豆〟と表記されていて、私の声にいち君はそうだよと答える。

　やがて車が灯りの少ない道を進んでいくと海沿いに出た。

　そして、停まったのは白い大きな邸宅のガレージ。

「ここは？」

　尋ねると、いち君は外から助手席の扉を開けて教えてくれる。

「うちの別荘」

　先週、美波が友達と来たみたいだよと話しながら、彼は大きな鉄の門の横についているセキュリティを解除して、門扉を押し開けた。

　なだらかな坂のアプローチを歩き、玄関まで来るといち君は鍵を差し込んだ。

　暗くて確認はできないけど、海が近いようで背後からは波の音が聴こえてくる。

「中庭に行くから、靴を持って」

　そう言われて、私は玄関に上がると脱いだパンプスを手にする。

　いち君はこっちだよと案内し、ベンチシートのダイニングセットが置かれたリビングに入ると電気をつけた。

　パッと視界が明るくなって、なんとなく安堵していれば、いち君が庭に続く窓を開け放つ。

「沙優、あれ、覚えてる？」

　問われて、私は窓際に立ち淡いライトが照らす庭を眺めた。

「え……あの木って……」

　私は驚き、固まった。

　もうなくなったと思っていた思い出が、そこにそのまま残っていたのだ。

「マンションが建つ計画を聞いて、業者に頼んで移してもらったんだ」

　タイムカプセルの目印にしたクリーム色の花の咲く木が。

「タイムカプセルも？」

「もちろん」

　庭に出ようと言われて、私は差し出された彼の手を握り、木の前に立つ。

「この木はサネカズラっていうんだ。タイムカプセルを埋めた時は知らなかったんだけど、花言葉は【再会】なんだよ」

　私たちの未来を約束するような花言葉に思いを馳せていると、いち君が棚からスコップを二つ持って来て、ひとつを私に手渡した。

「掘り起こそう」

「うん……」

　私は頷くと、しゃがみ込んでいち君が教えてくれた辺りにスコップを突き立て土を掘っていく。

　あまり深くには埋めてないと言っていた通り、すぐにステンレス製の箱が二つ出てきた。

　思い出が詰まったその箱をいち君と一緒に取り出して、被っている土を手でどける。

　どちらにもそれぞれの名前が彫られていて、その文字にも懐かしさを覚え指でなぞった。

「いち君からこれを渡された時、なにを入れようかすごく迷ったんだよね」

　思い出して笑みを零すと、私は銀色の蓋を開けた。

　出てきたのは、少し色褪せた手作りの金賞メダル。

　それは、小学生の頃、リレーのために頑張った私へと、いち君からプレゼントされたものだ。

「え……これ？」

　驚くいち君に、私ははにかんだ。

「そう、すごく嬉しかったから、私の中では宝物だったの」

「うん……大事に思ってくれてありがとう」

「いち君はなにを入れたの？」

「俺が入れたのは手紙なんだ」

　いち君は蓋を開けて中から一枚の封筒を取り出した。彼の手元を見つめていると、そのまま私に差し出される。

「君宛てに書いたんだ」

「私に？」

　開けていいのかと瞳で尋ねると、いち君は微笑みと共に首を縦に振る。

　私は、そっと封筒を開けて、中の手紙を丁寧に広げ、まだ少し幼い彼の文字を追った。
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　Ｄｅａｒ 真山沙優

　君がこれを読む時、君は何歳になっているかな。

　俺は、ちゃんと君の隣に戻れているかな？

　突然、転校することになって、沙優とも連絡がとれないようにしてごめん。

　実は、俺には許嫁がいます。

　小学校に上がった頃に、父に決められた許嫁です。

　会ったこともないけれど、俺はその子と結婚しなければならない。

　でも、嫌なんだ。

　俺は沙優のことが好きだから、父に縁談を断りたいと頼んで、最初は断られたけど、諦めないで何度も交渉したら、父はこう言いました。

「許嫁との結婚をやめるのなら、覚悟を見せなさい」

　それは、君と会うことをやめること。

　今の学校を離れ、君だけでなく友人すべてを捨て、父の息子として相応ふさわしい教養を身につけること。

　それができないのなら諦めろと言われて、俺は承諾しました。

　この約束も、父の許しが出るまでは他言してはいけないことになっています。

　こんな風に別れることになって、俺は君を傷つけてしまったはずだ。

　恨まれても仕方ないと思う。

　だけど、父から認められるように頑張るから、必ず迎えに行くから。

　再会できたその時、沙優、どうか俺のお嫁さんになってください。

　Ｆｒｏｍ 東條一
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　……言葉に、ならなかった。

　胸が痛くなるほどの真しん摯しな愛情に、熱い息を漏らす。

　いち君は私のために、たくさんのものを犠牲にして、努力していたのに。

「私、ぜんぜん知らなくて……」

　絞り出した声は、湿り気を帯びて震えてしまった。

「当たり前だろ。話してないんだ。だから、沙優は変に背負わないでいいから」

　片膝をつき、柔らかい声で微笑まれる。

　私は与えられた優しさに甘え、ゆっくりと頷いた。

「展示会で会った時、運命だと思った。再会する少し前に、父から出された条件をぜんぶクリアして、沙優を迎えに行けることになってたんだ」

　大学で経営学等、企業のトップに立つために必要なことを学び、入社後、五年のうちに大きく実績を上げること。

　いち君は売り上げが落ちていたシリーズのデザインを一新させ、爆発的にヒットさせてお父さんを頷かせたらしい。

　けれど、迷ってもいたのだと彼は話した。

　ずっと連絡もせず、今さら会いに行って嫌われたりしないかと悩んだのだと。

「あの日、偶然沙優に会えて、動けって言われてる気がした」

　我慢できずに抱き締めてごめんと謝られて、私は頬を緩める。

　彼の選んだ道は、私のためでもあり、彼のためでもあるのだろう。

　彼が諦めないでくれてよかった。

　再会できて、よかった。

「でも、もっと早く教えてくれてもいいじゃない」

　すんと洟はなをすすって拗ねると、いち君は困ったように笑う。

「これを先に知らせるのは、さすがにずるいだろ？　だから、沙優が結婚してくれると決めてくれたらぜんぶ話そうと思ってたんだ」

　確かに、最初からこの手紙を見せられたら、気持ちは早く結婚に傾いていたかもしれない。

　けれどそれは、今のいち君ではなく、過去のいち君との結婚。

　愛情ではなく感傷による想いのほうが大きいだろう。

　そして、こうして結婚を決める前に見せてくれたのは、過去に負った私の傷を癒そうという彼の優しさの表れだ。

　けれど、いち君は自分のワガママだと言う。

「今の段階でこれを見せるのもずるいとは思っていたけど、でも、君を他の誰かに渡したくないし、俺には君だけしかいないから」

　私の心を捕らえておくためなのだと、これ以上ないほどの甘やかな笑みを浮かべた。

　キュウッと切なく胸が締めつけられて、私は頭を振る。

　ずるくないよ、と。

　すると、いち君は手紙を広げたままの私に「本当言うと、嬉しかったんだ」と告げた。

　なにを指しているのかはかりかねていれば、彼は秘密を漏らすように形のよい唇を動かして……。

「君が苦しんでくれたのが。愛してるって、言われてるみたいだったから」

　切なげな瞳で、口元を綻ばせた。

　トクントクンと胸が高鳴って、想いが溢れていく。

　心が彼への愛情で満たされていく。

　苦しいのが嬉しい、なんて。

　恐ろしい言葉だけど、ああ、その通りだと思った。

　私の中の苦しいという痛みは、愛しさから生まれたものだから。

　大切に思うから、苦しい。

　けれど、苦しくても……、

「だって、愛してるもの」

　愛があるから、いち君の側にいたいのだ。

　私の告白にいち君はとろとろにとろけた顔をし、片膝をついたままの体勢で私を抱き寄せた。

　しゃがんで手紙を開いていた私は当然のごとくバランスを崩し、彼に体重をかけてしまう。

　尻餅をついたいち君は、そんなことおかまいなしに私を離さないとばかりに抱き締めて耳元で囁いた。

「俺も愛してる」

　苦しくて、どうにかなりそうなくらいだと泣きたいような笑いたいような声色で続けると、こめかみに、額に、頬に、柔らかな唇を落とす。

　そうして、視線が甘く絡み合えば、私たちは約束の木をバックに、どちらからともなく互いの唇を重ねた。










今夜、ラブレターを




　口紅のパッケージが完成した。

　店頭に並ぶのはもう少し先になるけど、初めて一から任せてもらえた商品なだけに、今から楽しみで仕方ない。

　でも、それと同じくらいに不安もある。

　それは、お客の反応が悪かったらどうしよう、というものだ。

　先日、ふとそんな弱音を零したら『社内でも評判がいいからきっと大丈夫。うちの広報もシャルマントの新作を売り出すのを楽しみにしてるよ』と、いち君に励まされた。

　私は彼のことを思い出し、腕時計を確認する。

　明日は土曜日。

　いち君とのデートをする予定の日だ。

　いつもは当日に待ち合わせをするのだけど、今回は前日、つまり今夜からの約束になっている。

　彼の家に一泊して、明日はのんびり過ごす予定なのだ。

　事務所内でディレクターがクライアントと電話で話す声が聞こえる中、腕時計を確認する。

　現在、午後六時二十六分。

　この調子なら八時には帰れそうだと、いち君に知らせるべく私は鞄からスマホを取り出した。

　ちなみに、失くしたスマホは私が自宅に戻った日、車を掃除していた父が後部座席のシートの隙間に入っていたのを見つけてくれたらしく、別荘で一泊して帰宅したところに速達で送られてきた。

　おかげで新しく購入しなくて済み、お礼にと父の好物である中華街の肉まんを郵送したら、母が私のはないのかといじけたことは記憶に新しい。

「……いち君も早く上がれるんだ」

　彼から送られてきていたメッセージを見て思わず小さく声を零す。

　タイムカプセルを掘り起こした夜。

　私たちはそのままいち君の別荘に泊まった。

　そしてその夜、私はいち君と初めて肌を重ね合わせ、翌朝、彼の腕の中で目を覚ました。

　タイムカプセルに入っていた手紙のこともあるのか、彼の体温や、彼に愛される喜びを知ってしまったからなのか。

　私は、以前よりもあきらかにいち君のことが好きでたまらなくなっている。

　今も油断していると口元が綻んでしまいそうで。

　本当に私はかなりいち君に心を奪われてしまったなと心の中で苦笑しつつ、マウスを握ったのだった。




　──ぐん、と腕を上げて伸びをする。

　あとは来週の企画会議で使う資料を人数分に分けてまとめるだけ。

　二十分もすれば帰れると、最後の力を絞り出すようにマイタンブラーを口につけた時だ。

「あの、真山さん、東條さんがいらしてますよ」

　事務の女性が私に耳打ちして、思わず紅茶を吹き出しそうになる。

　慌てて立ち上がれば、クラシックなスーツを纏ういち君が、ニコニコ笑顔の社長とオフィスの中へ入ってきた。

　彼がいるだけで一気に事務所の雰囲気が華やぐ。

「申し訳ありません、突然。外で待たせてもらうつもりだったんですけど」

「いえいえ。夜とはいえ外は暑いでしょう。それで、真山に用でしたかな？」

　頷いたいち君が、私を見つけると微笑んだ。

　私は小走りで二人の元に向かうと、顔をニヤつかせている社長に愛想笑いを浮かべ、いち君の腕を引き端っこへと移動した。

「ど、どうしたの？」

　声をひそめて尋ねると、彼も合わせて話してくれる。

「沙優が早く終わりそうだって言ってたから、迎えに来たんだ」

「ごめんね。あと少しかかりそうなの」

　遅くてもあと三十分と伝えると、彼は腕を持ち上げて時間を確認した。

「じゃあ、隣のカフェで待っててもいいかな？」

「うん、早めに終わらせるから」

「いいよ、ゆっくりでも。明日は土曜だし、昼までベッドで寝てようか？」

「い、いち君！」

　顔を真っ赤にした私の姿を見て、彼は満足そうに笑う。

　そして、クルリと社長に向き直ると「それでは、失礼します」と一礼し、オフィスのみんなにも頭を下げて事務所を出た。

　彼を見送る背中に、ひしひしと感じる視線。

　振り返った私は、誰とも一切目を合わせずに席に戻る。

　そして、「真山、ご祝儀はうんとはずむからな！」と浮かれる社長の声をでき得る限りシャットアウトし、ファイリング作業に勤しんだ。

　そろそろいち君と付き合ってることを公表しないと気疲れしそうだなと、苦笑しつつ事務所を出ると、蒸した熱気が私を迎えた。

　この辺りは繁華街から少し離れてるので金曜日の夜とはいえ、比較的人の往来は落ち着いている。

　いち君を待たせているカフェに早足で向かい、店の入口の扉に手を伸ばそうとしたら──。

「真山、沙優、さん」

　力のない、女性の声に呼ばれて足を止めた。

　ビルとビルの間に立つ電柱の陰からすっ……と、人影が現れて私は身を固くする。

　その人は、白いブラウスに黒いミモレ丈のスカートを履いていて、のそり、こちらへと一歩踏み出した。

　長い髪は乱れていて、その隙間から覗く瞳には覇気がない。

　クマに縁取られた目が、私を真っ直ぐに捉えていて恐怖に体が竦すくむ。

　けれどその面影には覚えがあって、記憶の引き出しを開け閉めし……すぐに気づいた。

「さか、まきさん？」

　──そうだ。

　彼女は社長秘書の坂巻さんだ。

　いつもキリッとした印象がある彼女が、なぜこんなにも憔しょう悴すいしきっているのか。

　ひとまず知っている人物であることに安堵し、私は「どうしたんですか？」と声をかける。

　すると、彼女は声を震わせて言った。

「あなたが……別れてくれな……ら、私、捨てられたんです」

「え？」

「一さんが彼に余計なこ……言うから、私、彼に叱られて」

　いち君が、誰に？

　私は、車の行き交う音で彼女の声を聞き漏らさないようにと耳を傾ける。

「彼のためによかれと思ったのに。私のせいで息子にまた嫌われたって……」

　息子に、と確かに聞こえた。

　ならば〝彼〟とは東條社長のことではと推測する。

　いち君と私を別れさせようと吉原さんを利用したのは、坂巻さんの独断だった。

　それを社長に叱責されたということ？

　頭をフル回転させながら、彼女の様子を窺った。

　話すうちに興奮してきたのか、先ほどよりも口調が強くなる。

「あなたのせいよ！　あなたが！　あの時お金をもらっていれば！　私はこんなことには！」

　……ああ、そうか。

　彼女はきっと、社長に感謝してもらいたかったのだ。

　よくやったと。

　努力してくれてありがとうと。

「坂巻さん。あなたの気持ちはわかります。でも、社長は一さんに歩み寄ろうとしていたんだと思います。だから、あなたを責めてしまったんじゃないでしょうか」

　坂巻さんは、社長のためを思って行動した。

　けれど、息子に嫌われたと零したのが本音であれば、社長もいち君との関係をいろいろと考えていたのかもしれない。

　それがうまくいかなくなり、腹を立てたのだろう。

「そ、そんなわけないわ！」

　ギロリと鋭い目つきで睨まれて、私は半歩後ろに下がった。

　本当は、社長との溝が少しでも埋まることでいち君の心が軽くなったかもしれないと思うと少し悔しい。

　でも、好きな人のためを思ってなにかしたかった、という彼女の気持ちもわかるから。

　刺激しないように、穏便に話せるよう願いながら口を開く。

「きっと、今からでも謝って気持ちを伝えればわかってもらえると──」

「うるさいっ！」

　ヒステリックな声と共に彼女が一気に私との距離を詰めて手を上げる。

　反射的に瞼を強く閉じた私の耳に、カフェの扉が開く涼やかな鈴の音が滑り込んだ。

　次いで「沙優！」といち君の切羽詰まった声がして、私の体は心地よいフローラルの香りを纏う彼に抱き寄せられる。

　そして──。

「息子の大事な女性に手を上げないでもらえるかな」

　聞こえたのはいち君の声ではなく、彼女の腕をがしりと掴む東條社長のものだった。

　いち君が私を庇うように、彼女との間に立つけれど、その背中は戸惑っている。

「父さん……」

「ふむ。こういうことだな。私がいつまでも勝手なことをしていると、これから家族になるやもしれない者まで傷つけると。確かにこれは一度考えを改めなければならないな」

　呆然と社長を見つめる坂巻さん。

　社長は彼女を部下らしき男性に預けると、私たちをその視界に捉えた。

「坂巻のことはこちらで話し合う。沙優さん、すまなかった」

「い、いえ……」

「一」

「はい」

　いち君の声は硬いけれど、やはりいつもより困惑しているようだ。

「面倒をかけた詫びとして、約束通り、お前の好きなようにしなさい」

「は、はい。ありがとう、ございます」

　東條社長はいち君の返事を聞くと、すぐに踵を返して坂巻さんを連れて車に乗り込む。

　それを見送りながら、私はいち君が着るシャツの袖を引っ張った。

「つまり？」

　それだけ問いかけると彼は振り返って肩をすくめてから微笑む。

「父が持ってきた新たな縁談は白紙にする。君との結婚に向けて好きなようにやれってことかな？」

　社長の悪い癖が収まるきっかけになればいいけど、まあそれは様子見かな、なんて続けたいち君は少し嬉しそうだ。

「いち君、よかったね」

　私は彼の隣に立ち、去っていくリムジンを見つめる。

　いち君も同じように自分の父が乗る車を見送りながら呟いた。

「そうだね……まあ、父さんも年を取ったのかも」

　今までのわだかまりは簡単に解消されないかもしれないけど、きっといい方向に向かうだろう。

　そんな予感を胸に秘め、私たちは手を繋ぐと微笑み合った。




　──意識に霞がかかる。

「まだ発売まで日はあるけど、完成品だよ」

　そう言って、私がデザインしたパッケージに包まれる口紅を優しい手つきで唇に塗ってくれたのはもう何十分前だったか。

　わからない。

　いち君の優しい香りが染み込んだダブルベッドのシーツを掴んでいた手を、彼の背に回す。

　きっと、もうとっくに口紅も薄れてしまっているだろう。

　繰り返される彼の甘く噛みつくような激しい口づけによって。

　いち君の望むままに愛されていく私の体が、与えられる熱を傍受し翻弄され、膨れ上がって弾ける。

「沙優……」

　熱に浮かされた声で名前を呼ばれ、私は閉じていた瞼をゆっくりと開いた。

　飛んでた意識が徐々に引き戻されて、気づけばまた柔らかい彼の唇が私の唇を塞ぐ。

　可愛い。愛してる。

　何度も囁かれ、満たされた私の頭はまだぼんやりしているけど──、

「結婚、してくれる？」

「え!?」

　その問いに、捻って返す程度の意識はあった。

「それ……口紅の効果？」

　口紅のコンセプトである〝唇にプロポーズ〟。

　魅力的になった唇に、思わずプロポーズしたくなったのかという意味で問うと、いち君は小さく笑って今度は頬に唇を落とす。

「今回の新作は、沙優にプロポーズするつもりで作ったんだ」

　突然暴露された制作秘話に私はまたもや「えっ!?」と声を上げる。

　いち君は優しく目を細めた。

「君の人生は君のものだ。俺が無理矢理奪っていいものじゃない。だから、どんな決断でも受け入れるよ」

　けれど、言葉とは裏腹にイエスの返事を強ね請だるように首筋に唇を這わす。

「それ、前と言ってることが違う……」

　指摘すると、いち君は耳元に唇を寄せた。

「だって、君はもう迷ってないはずだから」

　確信してるからこその言葉だと、そんな言い方をしている彼に笑ってしまう。

　でも、もっとずるいのは甘い甘い口づけで思考をとろけさせて、色よい返事を引き出そうとしていること。

「それで、答えは？」

　とろけていようが寝ぼけてようが答えはひとつだけ。

　彼の頬を両手で包み込んで、自分から軽く唇を合わせると「お受けします」と微笑めば。幸せでたまらないとばかりに私を強く抱き締めるいち君。

　そして、彼は囁き、愛を誓う。

「まだ幼い頃、ひとりでいた俺の手を君が掴んだあの日、君は俺の心も掴んで、それからずっと掴み続けてる。今度は俺の番。しっかりと握って掴んで二度と離さないから、覚悟してて」

　低く甘い声で紡がれた想いに、私のほうこそ死んでもいいなんて思えるくらい幸せなんだけど、それを言葉にするのは恥ずかしい気がするから。

　だから、今夜あなたが寝静まった頃に綴ろうか。




　あなたに贈る

　初めてのラブレターを。
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「結婚式は二人だけで挙げよう」




　遅めのブランチをとりながらいち君が提案したのは、彼の家でプロポーズを受けた翌日だ。

　ガラスのダイニングテーブルの上にはできたてのオムレツが乗ったお皿。

　私は、昨夜のうちにいち君が作ってくれたアイスティーをグラスに注ぐと、トースターからちょうどいい具合に焼けた食パンを取り出す彼を見た。

　とくに異論はなかったのだけど、なぜ二人がいいのかと尋ねた私に彼はにこやかに言ったのだ。

「花嫁姿の沙優を独り占めしたいからだよ」

　グラスを手にしながら目を伏せ、器用に口づけて。

　相変わらず独占欲の強いいち君に、苦笑して承諾したのだけど……。

「明倫堂の次期社長として示しがつかない。きちんと身内やゲストを招待するべきだ」

　いち君の実家へ結婚の挨拶に伺った時、東條社長……お義父さんに、一刀両断されて空気が凍ったことは今思い出しても身震いしてしまう。

　お義父さんもいち君も頑固で、自分のしたいことを貫き通そうとする。

　なので両者共に譲らず静かな睨み合いが続き、私はここで破談になったらどうしようかと肝を冷やした。

　結局、美波ちゃんが間に入って味方してくれたことや、うちの両親が好きにしてかまわないと言ってくれたこともあり、式は新婚旅行を兼ねてバリ島へ。

　帰国後、日を改めて結婚披露パーティーを行うことになった。




　それから数ヶ月後の翌年、二月。

　私たちは二日後に控えた挙式のためにバリ島へやって来た。

　太陽を浴びた海はキラキラと輝き、光のプリズムを放っている。

　以前、いち君と訪れた沖縄のリゾートもとてもよかったけれど、エキゾチックな雰囲気を醸し出しているバリ島もまた素敵で、結婚式兼新婚旅行ということもあり、飛行機を降りてから気分は上がりっぱなしだ。

　現地に到着したのが午後を回ってからだったので、初日はホテルに直行。

　式の翌日からは、豊かな自然を満喫しつつビーチで海水浴をしたり、観光スポットでもある寺院を訪れたりする予定だ。

「式の時間だけは降らないといいな」

　レストランで夕食をとっていた時にいち君が零す。

　雨季真っ只中のこの時期、一日に一度はスコールが発生するらしい。

　実は、今回お世話になる海上チャペルはバージンロードの半分が外にある。

　しかもバージンロードも海の上に続く道をチャペルに向かって歩いて行くつくりになっているのだ。

　空と海が織りなす青の中に建つチャペルの写真は透明感に満ちていてとても素敵だった。

　文句なしの最高のロケーションだけれど、唯一の懸念がそのスコール。

　私はぷりっとしたロブスターを味わって飲み込むと、個室の窓から見える星空を見上げる。

「そうだね。てるてる坊主でも作ろうか」

　こればかりは神頼み。

　私の提案にいち君はクスクスと笑う。

「それは名案だな。部屋に帰ったらすぐに製作しよう」

　グラスワインに口をつけて話に乗った彼。

　私が「ひとり、ひとつずつね」とノルマを言い渡すと、彼は微笑んで頷く。

「心を込めて作るよ」

　そうして、私たちは笑い合い、引き続き地中海料理を堪能したのだった。




　──うなじにくすぐったさを感じて、夢の中にあった意識が浮上する。

　まどろみながらも、背中に寄り添う寝間着越しの体温の心地よさに思わず頬を緩めれば、いつから目覚めていたのか。

　肩に、背中に、そっと唇が落とされていく。

　甘えるような行為に身じろぐと、耳元で甘くて優しい声がした。

「おはよう、沙優」

　ああ、いち君だと、私は寝返りをうって彼の腕の中に閉じこもる。

　その首元に頭を擦り寄せれば、頭頂にもキスがひとつだけ落とされた。

　瞼を開くと、ぼんやりとした視界の中にいち君の鎖骨が見える。

「……おはよ、いち君」

　挨拶を返してまた目を閉じると、頭上から「いい夢は見られた？」と尋ねる声が降ってきた。

「どうだろう……覚えてないや」

　いい夢かどうかはわからないけれど、なにか見ていた気はする。

　でも、それは覚醒と同時に消えてしまったのか、よく思い出せない。

　手を伸ばしても掴めず、霧む散さんするのみだ。

「いち君は？」

　なんだか機嫌がよさそうだし聞き返しながら見上げると、彼は目を細めて背中に回していた手を解き、私の頬に指を滑らす。

「俺は夢を見る暇もなかったな。昨夜は沙優をたっぷり堪能した──むごご」

　なにを言うつもりだったのか察した私は、両手でいち君の口を塞いで軽く睨んだ。

　ふっと、笑う息が指の隙間から漏れて、彼の手が私の手を優しく掴む。

　そして、そのまま指先にリップ音を立てながらキスをした。

「ごめん。でも、沙優と付き合うようになってから、よく見ていた夢を見なくなったんだ。とくに、君からもらったあのラブレターを読んでから眠ると、本当に幸せな気持ちで熟睡できるんだよ」

「そ、それはよかったです」

　突然、私が送ったラブレターの話を出されて、私は顔をうつむかせる。

　プロポーズされた夜、出会ってから今まで、彼からもらったたくさんの手紙や花束、そこに込められた想いに応えたくて、私は眠る彼の腕からこっそり抜け出し手紙を書いたのだ。

　もちろん、思いついたばかりなので便せんの用意はなかったけれど、整頓された彼のデスクに、以前彼からもらったことのあるレターセットが置かれているのを見つけて、それをこっそり拝借。

　想いが伝わるようにと必死にペンを動かして、書き終わったそれを封に入れ、なにも言わずにデスクの上に置いておいた。

　いち君が手紙を見つけたのは、私が自宅にたどり着いた頃。

　喜びたまらなくなった彼は、別れて三十分も経たないというのに、車を走らせてまた私の家まで会いにやって来たのだ。




　ありがとう。

　可愛い。

　好きだよ。

　愛してる。

　早く結婚したい。




　甘い言葉をひたすら繰り返し、耳も心も一緒に溶かされ、結局そのままうちに泊まって早朝に帰宅した……という、そのあとのことまで思い出してしまい、私は照れてしまう。

「恥ずかしくなった？」

　からかう口振りに、私は密かに唇を尖らせた。

　あきらかにいち君は楽しんでいる。

　こういう状況下で逃げようとすれば、彼の手に阻まれ、ベッドに体を縫い止めるようにされて、砂糖菓子のごとく甘い言葉と口づけを与えられるのを私は身をもって知っていた。

　さきほど、いち君も言おうとしていた通り、昨夜は情熱的に求められてかなり体力を消耗している。

　今日は式の打ち合わせもあるし、また彼のペースに持っていかれると困るので、私は「その話はおしまい！」と告げ、どんな夢を見ていたのかと問いかけた。

　すると、いち君は私を腕枕したまま仰向けになる。

　そうして、天てん蓋がいベッドにかかる白い布越しに天井を見つめ、呟いた。

「なんにも見えない真っ暗な空間をひたすら歩く夢。どこを目指していいかもわからなくて、歩き疲れて目が覚めるんだ」

　でも、沙優が癒しになってくれてるから、最近は本当に見なくなったと、彼は優しく瞳を細めて笑う。

　私という存在が彼の癒しになれているのなら、とても嬉しい。

　役に立ててよかった。

　そう伝えると、いち君は腕枕をしている腕で肘をつきわずかに上半身を起こす。

　そして、自然な動きで私の唇を柔らかく塞いだ。




　身支度をし、朝食も済ませた私たちは手を繋いで式の打ち合わせをすべく、チャーターした車でチャペルへと向かう。

　ドライバーさんは現地の方だけど、英語が堪能なようでいち君と流りゅう暢ちょうに英会話を交わしていた。

　私は英語が苦手なので、こうしたいち君の姿を見るたびに密かにときめいている。

　チャペルへは車で二十分ほどかかるようで、私たちはとりとめもなく会話をしていた。すると、いち君が「そういえば」と少しだけ背筋を正す。

「実は、若い子をターゲットにした新しいブランドを立ち上げる予定なんだ。それでまたデザインを沙優の事務所にお願いしようと思うんだけど、どうかな？」

　私は苦笑いで応える。

「それは金子社長が歓喜するね」と。

　なんせ、うちの社長は私がいち君と結婚することになった報告をした時、感極まって私を抱き締めたくらいに喜んでいたのだから。

『よくやった！　定年までぜひうちで働いてくれ』と、背中をバシバシ叩かれたのだ。

　会社の利益のためにそこまで開けっぴろげに喜ぶ人もなかなかいないだろう。だけど、もうなんだかいっそ清々しいほどで、その時私は『頑張ります』なんて答えた。

　社長のことはさておき、私としてもまたいち君とお仕事できるのは嬉しい。

　だから、正式に決まったらぜひ社長にお話をよろしくお願いしますと、ちょっとだけ仕事モードを醸し出して頭を下げたのだった。




　打ち合わせは滞りなく行われた。

　ウェディングドレスやタキシードといった必要な品物も無事に届いていて、段取りを兼ねた予行練習も問題なく終えて。

　少し早めに夕食をとった私たちは、日が完全に落ちた頃にホテルに戻ってきた。

　車から降りて、ロビーに入ったところでいち君が突然歩みを止める。

　繋いでいる手にキュッと力が入ったのを感じて、どうしたのかと彼の横顔を見上げれば、じっと前方を見つめながら眉根を寄せ困惑していた。

「いち君？」

　呼びかけると、彼の唇が「父さん」と小さく動く。

　その言葉に私は慌てて彼の視線の先をたどり、目を丸くした。

　そんなバカなと思ったけれど、見間違いではなさそうで。

「偶然だな」

　革のソファから腰を上げたその人に、私は驚きつつもどうにかお辞儀をした。

　なぜ、バリに、このホテルにお義父さんがいるのか。

　というか、偶然なの？

　バリまで来て偶然会うとかアリなの？

　しかも宿泊先だ。

　お義父さんの手には、買い物でもしてきたのか大きな紙袋がぶら下がっている。

「急ぎの用件ですか？」

　そう、そうだ。

　なにか火急の用があるのではと思うのが当然だ。

　けれど、お義父さんからはとくに急いでる素振りも見られない。

　それどころか「用件、か」と歯切れ悪く声を零す。

「父さん？」

　いち君が怪訝そうに眉の皺を深めると、お義父さんはひとつ頷いて。

「まあ、なんだ。偶然会ったわけだし、少し付き合いなさい」

　また〝偶然〟を強調した。

　どう見ても偶然ではなさそうなのに。

　埒らちがあかないと思ったのか。

　いち君がはぁ、と短いため息を吐く。

「申し訳ありませんが、明日は式があるので、急ぎでなければ帰国してからでもいいですか？」

　少し冷たく突き放すような彼の言葉に私は内心焦った。

　いち君とお義父さんの関係はまだまだ微妙なものだ。

　坂巻さんの一件でお義父さんの意識は少しだけ変化したし、息子の気持ちに寄り添うつもりでいるというのは私からも見てとれる。

　けれど、じゃあこれからはうまくやっていきましょうとは簡単にいくものでもない。

　子供の喧嘩とはわけが違うのだ。

　長い年月を経て蓄積された悲しみ、苦しみ、不信感。

　そういったマイナスの感情は、未だにいち君の中にあって彼の瞳に影を落とすこともある。

　氷が溶けるように、少しずつ関係を築いていければいいとは願っているけれど、今の二人を見ているとなかなか手強そうだと考えてしまう。

　帰国後にと提案されたお義父さんは、渋るように眉間の皺を深めた。

　その様子に、はたと気づく。

　もしかして、なにか伝えたいことがあるのではないかと。

　けれどうまく切り出せない。

　そんな風に見えて。

「いち君。少しくらいならいいんじゃない？　私もご挨拶の時以来、お義父様とゆっくり話せていないし」

　勝手な思い込みで勘違いかもしれないけど、助け船を出すつもりで言った。

　いち君は少しだけ渋い顔をしながらも「沙優がそう言うなら……」と引き下がってくれて、私たちはとりあえず宿泊している部屋へと場所を移す。

　私物はマスターベッドルームに置いてあり、リビングは昼のうちに掃除に入ってもらっていたので綺麗に整えられていた。

　お義父さんは荷物を足元に置くと、弾力のあるひとり掛け用のソファに腰を下ろし、いち君はその反対側に座る。

　私が部屋に備えつけられているコーヒーメーカーで三人分のコーヒーを用意していると、式場はどうだったのかとお義父さんが尋ねた。

「とても素敵な所で、明日が楽しみです」

　そう答え、「ね、いち君」と話を振るも、彼は「そうだね」と笑みも淡く相づちを打つだけ。

　お義父さんは気にしていないのか、さらに「写真は撮るのかな？」と質問を投げかけた。

「ええ。できあがったら記念にプレゼントさせてくださいね」

「ありがとう。それと、改めて、東條家を支える家族の一員としてよろしく頼むよ」

　キリッとした目尻をわずかに下げられ、私はコーヒーの香りに包まれながら硬くなりすぎない程度にお辞儀をする。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　私たちのやり取りを、いち君は黙って見つめているだけ。

　きっとお義父さんがここに訪ねてきた真意を探しているのだろう。

　お義父さんは世間話を続けた。

「沙優さん、仕事は今の所で続けるのかい？」

「そのつもりです」

「一は、異論はないのか？」

　ここに来て、お義父さんが顎あごに手を当てていち君に問いかける。

「ええ。沙優の希望は叶えてあげたいので」

　淡々といち君が答えると、お義父さんは肩をすくめた。

「うちで働かせればいい。そのほうが好都合だろう」

　その言葉にいち君はすっ、と瞳を細める。

「私は、自分や会社の都合を彼女に押しつけたくはありません」

　まるで、あなたのようにはなりたくない。

　そんな風に聞こえて私はヒヤリとする。

　お義父さんも嫌味と受け取ったのか、フンと鼻で笑った。

「お前は自分の都合で縁談を断り、沙優さんを選んだのだろう」

　負けじと言い返され、いち君は一瞬ピクリと眉を引きつらせた。

　お義父さんはコーヒーカップをテーブルに置くと、いち君の目を真っ直ぐに見つめる。

「人間はワガママな生き物だ。欲があり、そのために動く。私は会社が一番だから、会社の利益を優先した。お前の母親もそうだ。会社や家のために決められた許嫁だった」

　母親の話が出てくるとは予想していなかったのだろう。

　冷めた目つきをしていたいち君の表情が戸惑いの色に染まった。

　私はそんな彼の前にもコーヒーを置き、隣に腰を下ろす。

　お義父さんは過去へ思いを馳せるように瞳を閉じた。

「望まぬ結婚。だから、必要なことだけをこなし、あとは互いの好きなようにしようと私は提案した」

「……母さんは、それを受け入れたのですか？」

「受け入れたよ。だが、私を、家族を愛すると決めたと言っていた」

　お義父さんは、それでは結婚という鎖で縛りつけられてしまうだけだと眉をひそめたらしい。

　でも、いち君のお母さんは微笑んで『もう決めたんです』と笑ったそうだ。

　は、と心のつかえを吐き出すように息を落としたお義父さん。

「彼女の心は純潔すぎて、苦しかった。一緒にいると自分が醜くて弱い人間と思い知らされるようだった。だから、近づきすぎないようにしていたよ。彼女を愛したら、私はきっと会社をおざなりにする。だから、彼女の愛を拒絶した」

　自分の心に負け、為なすべきことを為なせなくなる。

　だからこその非情な選択に、不器用すぎて切なくなり、胸が締めつけられる思いがした。

「なんて、勝手な……」

　吐露された父親の思いと決断に、いち君が悲しげに眉を寄せる。

　今まで語られることのなかった両親の過去に、彼は責めるような声を上げたけれど、瞳は揺れていて戸惑っているのがわかった。

「そう、私は勝手だ。だが、お前も勝手だ」

　お義父さんは、私にちらりと視線を寄越す。

　家のために許嫁と結婚するのではなく、私との結婚を選んだことを勝手だと言っているのだ。

　それはいち君にも伝わっていて、彼は唇を引き結ぶとお義父さんを真っ直ぐに見つめた。

「私……俺は、沙優も会社も支えてみせる」

　その決意と覚悟に満ちた表情にお義父さんは、ははっと声に出して笑う。

「できるだろう。お前は彼女と、私の血を引いてるんだ」

　愛情深い母親と、経営者としてやり手の父親。

　その二人の血を受け継いでいるのなら、きっと器用にこなせるはずだと私も小さく頷いた。

　そして、私もいち君の力になろうと改めて決心する。

「会社のことはでき得るかぎりはサポートしよう。それが、父親としての私のやり方だ。そして、彼女──母親からはこれを」

　そう言って、足元にあった大きめの紙袋をコーヒーテーブルの上に置いた。

「これは？」

　いち君が問うと、お義父さんは袋の中から真っ白な四角い箱を取り出す。

「子供たちが結婚する時に渡してくれと頼まれていた」

　開けてみなさいと促され、いち君は一度私に頷いてみせてから蓋を開けた。

　すると、現れたのは淡い紫や青色の花が可愛らしいプリザーブドブーケとブートニア。

　しかも、それはアネモネの花で私はいち君と共に刮かつ目もくする。

「手作りだそうだ」

　お義父さんは言いながら箱の中に入っていた白いメッセージカードを私たちに差し出した。

　いち君が受け取りそっと開く。




【一へ

　結婚おめでとう。

　きっと素敵な男性に成長したことと思います。

　愛するあなたが歩む人生を、天国から見守ることしかできずにごめんなさい。

　頑張り屋さんの一。

　どうか、沙優ちゃんと末永く幸せに。




　母より】







「えっ!!」

　綺麗な文字の中に私の名前が書かれていて。

　そのことに私といち君が驚くと、お義父さんは小さく笑う。

「彼女は、一が許嫁を沙優さんにしたいと言い出した時点で、予感していたらしい」

『ワガママを言わないあの子が、泣きそうな顔で許嫁なら沙優ちゃんがいいと訴えたの。私に似て我慢強い子で、あなたに似て頑固だから、本当に沙優ちゃんがお嫁さんになると思うわ』

　だから、もしも私が相手ならこのメッセージカードをプレゼントと一緒に渡すように言われていたと、お義父さんは話してくれた。

　沙優ちゃん、沙優ちゃんと。

　透き通るような優しい声で呼んで、柔らかな笑顔をくれたいち君のお母さん。

　ありがとうございます、と目尻を濡らして天国にいるお義母さんにお礼を口にする私に、いち君もまた少しだけ目を赤くしながら私の背中をそっとさすった。

　そして、微笑み合ってからふと湧いた疑問を口にする。

「いち君、私を許嫁にしたかったの？」

　そんな話は初耳だった。

　タイムカプセルにあった手紙にも書かれていなかった。

　尋ねられたいち君は「弱ったな」と眉を下げる。

「まだ中学生だったから、許嫁イコール結婚だと思ってて。それなら沙優がいいって何度も交渉してたんだ」

「それはもうしつこくて、私が根を上げて交渉を受けてしまったくらいだ」

　肩をすくめて大変さをアピールするお義父さんに、私は苦笑した。

　けれど、そこまで想ってくれていたことが嬉しくていち君にありがとうと告げると、彼は目元を優しく細める。

　そしてその視線をまたブーケに移すと、彼は形のいい唇を動かしお義父さんに確かめた。

「もしかして、これを届けにここまで？」

「中身を知らなくてな。式のあとでいいだろうと思っていたんだが、式の前に渡せと頼まれていたのを思い出したんだ。ギリギリで悪いが、差し支えなければ使ってやってくれ」

　コーヒーに口をつけるお義父さんに、私は「もちろんです。ありがとうございます」と頭を下げた。

　中身を確認して焦ったよと笑うお義父さんに、いち君もお礼を口にしてから。

「……父さん。あなたは、母さんを──」

　そこまで声にして口ごもり、迷うように視線を落としてゆるりと頭を振る。

「いえ、なんでもないです」

　けれど、お義父さんにはなんとなく伝わっていたのだろう。

　立ち上がると、いち君を見下ろして言った。

「私は最低な男だ。それは事実だ。否定しない。だが、そのうち誕生する孫にとっては最高のおじいちゃんになりたいから、努力はしようと思う」

　眉を持ち上げるように笑みを浮かべたお義父さんに、いち君が微笑む。

「十分です」

　彼の返答にお義父さんもまた微笑んで。

「ではまた」と、立ち上がったので、私たちはロビーまで見送った。

　ホテルを出て行く大きな背中を見つめる私の手を、いち君の手が包むようにして繋がる。

　心の氷が溶けていく。

　いち君がお義父さんを見送る表情は穏やかだった。




　肌触りのいいシーツの中、私を抱き締める彼の眠りを妨げないようにそっと背を向けるように寝返りをうつ。

　キシ、とベッドが音を鳴らすと、彼の体が私を追うように横向きになった。

「……眠れない？」

　眠ってはいなかったのか。

　いち君の静かな声が深夜の寝室に柔らかく溶ける。

「うん、ちょっと緊張してるのかな」

　明日はいよいよ私たちの結婚式が行われる。

　一生に一度しかない大切な日。

　二人きりとはいえ、なにか失敗しないか、雨は降ったりしないか。

　そんな不安がとりとめもなく浮かんでは消える。

　けれど、それだけじゃない。

　たぶん……いち君のお母さんからのサプライズプレゼントとメッセージが私の気分を高揚させている。

　実は、少しだけ気にしていたのだ。

　いち君のお母さんは、私をいち君のお嫁さんとして認めてくれているのだろうか、と。

　結婚が決まってからお墓に報告はしたけれど、こちらから語りかけるだけ。

　当たり前だけれど返事はない。

　あの日見た夢を都合よく受け取ることはできるけど、図々しい気もしていて。

　だから、あのメッセージカードに私の名前が書かれていたことが、認められていた証のように感じられて嬉しかった。

「──じゃあ、少し話でもしようか」

　いち君の提案に、私はありがとうと告げて体の向きを彼のほうへと戻した。

　彼の背後では、四角い窓にぶら下がる二つのてるてる坊主が、三日月に柔らかく照らされている。

「あのね、私、いち君と付き合う前に、夢の中であなたのお母さんにお願いされたの。いち君のこと、よろしくねって」

　ただの夢かもしれないんだけど、と続けた私に、彼は優しく微笑んだ。

「あのメッセージカードを見ると、沙優の夢に出てきたのは本当に母さんだったのかもしれないね」

　突拍子もない話を受け入れ、肯定されて、心のつかえが消えていく。

　代わりに、浮上してきたのは、少しだけ垣間見えたお義父さんの気持ちだ。

「私、思ったんだけど、お義父さんはお義母さんを愛していたんじゃないかな」

　愛してしまえば他をおざなりにする。

　それを想像して、仕事や他の女性に逃げるくらいに、いつの間にか愛していた。

　怖がって、傷つけて、傷ついて、失って。

　だから、すまない、と。

　病に倒れ、永遠の眠りについた妻に謝罪した。

　いち君は考えるように瞼を伏せる。

「そう、かもしれないけど、だとしても、母さんは泣いていた。俺は父の愛し方は理解できない」

「そうだね……」

　けれど、いち君のお母さんは気づいていたのかもしれない。

『お父さんを理解できる人は少ない』と、いち君に零していたのだ。

　夫からの愛がないわけではない、と。

　だから、耐えられた。

　けれど、恨みもした。

　互いの求めるものが違うことに、苦しんで、泣いていた。

「いち君は、結婚して私になにを求める？」

　お義父さんは互いに縛られないことを望んだ。

　愛し合っての結婚ではないから、義務だけはこなし、他は好きにしてほしいと。

　いち君も私の意思を尊重すると言う。

　仕事も今のまま続けてかまわない。

　それは今日も話にも出ていた。

　でも、私は東條家に嫁ぐのだ。

　やはり嫁としての義務はあるはずで。

　お義父さんだってそこに期待はしているだろう。

　たとえば子供を作ることもそうだ。

　じゃあ、もしもそれが叶わなかったら？

　後継ぎが産めなかったら、必要ない？

　そんなマイナスな思考に至った時、いち君の長い指が私の髪をすくった。

「俺の隣で笑ったり怒ったり、自然なままの沙優で俺を愛してくれること、かな」

　……それは、あまりにもささやかで、優しい願い。

　どうやら私はいつの間にか東條家に嫁ぐことにプレッシャーを感じていたようだ。

「私もそうだよ。ありのままのいち君でいてくれればいい」

　伝えると、彼は嬉しそうに微笑んですくった髪に口づけて。

「あと、もうひとつ」

　と、言いながら私の髪を耳にかけて、そのまま頬に添える。

「俺に甘えてくれるかな？　沙優は俺にあまり弱音を吐かないから」

　だから、もっと頼ってほしいと頼まれて私は思わず瞳を揺らした。

「苦手、なの」

　自分をアピールするのも、気持ちを素直に伝えるのもうまくできない。

　メイクやファッションも、努力してみても空回りしているようで結局中途半端で終わってしまう。

　それでも、いち君に喜んでほしくて彼の好みに合うよう意識はしているけれど……。

　甘えることは相手の負担になるのでは、なんて考えてしまうのだ。

　私の返事にいち君は小さく笑う。

　それは、バカにしているわけではなく、愛しさを込めたもの。

「うん、知ってるよ。でも、俺は明日から君の永遠の恋人だから甘えていいんだ」

　そう言うと、彼は起き上がってベッドの上に座る。

　そして、私に向かって両手を広げた。

「はい、おいで」

　甘えて、ということなのだろう。

　ふわりと目を細めて私を待つ彼に、私は照れてつい「い、いいよ」なんて断ってしまった。

　でも、いち君は微笑んだまま首を傾げる。

　月の光を浴びた髪がさらりと揺れて、ふと、ああ、いち君には月が似合うなと思った。

「実は、俺が沙優を抱き締めたくて仕方ないんだ。大人しく抱かれてくれる？」

　静かに輝き、私を優しい気持ちにさせてくれるお月様。

　わざと甘えさせてくれる彼に、私は頬を緩めて起き上がる。

「仕方ないなぁ」

　言葉とは裏腹。

　私がすり寄るように彼の腕の中に収まると、幸せだと言わんばかりに強く抱き締められる。

「ありがとう、いち君」

　囁けば、彼は少しだけ体を離し額と額をくっつけた。

「こちらこそ、ありがとう」

　鼻先が、彼の鼻先と優しくぶつかる。

　互いの吐息が触れて、唇が重なって。

　やっぱり私は幸せだなと、彼に綴ったラブレターの一文を思い出す。

　いち君に出会えてよかった、と──。




　よい時も悪い時も。

　富める時も貧しき時も。

　病める時も健やかなる時も。

　死が二人を分かつまで、愛し慈しみ貞節を守ることを、ここに誓います。

　──祝福の鐘が鳴る。

　神父様の優しい眼差し見守られながら、私はいち君と二人、海上に建つチャペルに並び立った。

　ガラス越しに降り注ぐ光は清すが々すがしく、私を見つめる彼の瞳はどこまでも優しく慈愛に満ちている。

　唇を彩るのは彼が企画し、私がパッケージをデザインした口紅。

　互いの薬指には永遠の愛の証であるマリッジリング。

　そして、手にするブライダルブーケは、海の色を映したような青色と、夕から夜へと移りゆくような藤色のアネモネ。

　いち君の胸ポケットを飾るブートニアも、彼のお母さんが心を込めて作ってくれたもの。

　純白のウェディングドレスだけでなく、愛する人との思い出を纏い彼の妻になれる。

　この奇跡に、諦めずに私に会いに来てくれた彼の愛に、私は深く感謝した。

　そうして、溢れるほどの愛を持って誓いの口づけを交わす。

　──幸せに。

　アネモネの花が、祝福するように潮風に優しく揺れた。











＊　＊



　Ｄｅａｒ 東條 一様

　お手紙を書くのは苦手だけれど、たくさんの幸せをくれるいち君にお礼を言いたいので筆を取りました。

　うまく伝わるかわからないけれど……。

　タイムカプセルを埋めようと言い出したいち君に、あの時、なぜもっと理由を問わなかったのか。

　私はそのことをずっと後悔していました。

　けれど、あなたの覚悟と大きな決断を知った今は、もう後悔はしていません。

　あるのは感謝ばかり。本当にありがとう。

　毎日、あなたの名前を呼んで。

　毎日、あなたが私の名前を呼んでくれる。

　手を繋いで、抱き締め合って。

　大好きなあなたの声が、体温が、鼓動が、笑顔がいつだって側にある。

　それは私にとって、当たり前のようでいて奇跡の日々です。

　今、共に過ごせることが幸せでたまりません。




　いち君、出会えてよかった。

　死が二人を分かつとしても、私はあなただけを愛しています。




　Ｆｒｏｍ 真山沙優


＊　＊






　休日、もうだいぶ大きくなったお腹を優しくさすりながら、ソファに座る彼に近づくと、その手に以前書いたラブレターがあることに気づいた。

「あ、もう！　またそれ読んでるの？　恥ずかしいから私がいない所でって──」

　取り上げようと背後から手を伸ばしたら、振り返った彼に後頭部を掴んで口づけられる。

　私の声はいち君の口の中に消えて、代わりに彼が囁くように紡ぐ。

「俺も、愛してるよ」

　死が二人を分かつとしても、その愛で繋ぎ直してしまうほどに。

　告げて、愛しそうに私のお腹に触れる。

「早く会いたいな」

　ポコポコと、彼の声と温もりに反応するお腹の子に、私たちは微笑みを交わした。





ＦＩＮ．












あとがき




　こんにちは。和泉あやです。

　この度は「いとしい君に、一途な求婚～次期社長の甘い囁き～」をお読みくださいましてありがとうございます。

「ちょっと強引な甘い王子様～御曹司を添えて～」のお味はいかがでしたでしょうか。

　個人的には飄々とした雰囲気のある男性が好みなのですが、王子様な人も素敵だということが書いていてわかりました。

　ただ、今回私が書いたいち君は、爽やかで甘い王子様じゃなく、少しワガママさが入っています。そして、時には容赦なく毒も吐きます。笑顔で。

　その辺り、人間味があって魅力的だなと感じていただけたら嬉しく思います。

　それから、個人的な好みですが、私は自分の小説のキャラクターには少しダメでいて欲しい願望のようなものがあります。

　どんなに幸せそうに見えても、どんなに完璧に見えても弱い部分が必ずある。その弱さが切なくて愛しい。なので、作中の登場人物たちが持つ弱さを、読んでくださった皆様に共感したり愛着を感じてもらえたらとても嬉しいです。

　それと、今回のオフィスラブには前二作よりも切なさを多めに入れこんでいます。

　いち君の家庭環境や中学の時に訪れた二人の別れのシーンは、自分で書いていて胸が締め付けられました。

　番外編を含め、別れを乗り越えた二人の結末に切なくもほっこりしていただけたら幸いです。

　最後に、いつもご尽力くださいますスターツ出版の皆さま、編集でお世話になりました中尾さま、中澤さま、本当にありがとうございました。

　そして、上品で甘さのある素敵なイラストを描いてくださった白崎小夜先生。いち君と沙優だけでなく、コスメや衣装も細部までこだわって描かれていて、どれも現実にあったら欲しいと思えるほど魅力的で幸せです。ありがとうございました。

　また、ＳＮＳを始めとした様々な場所で応援してくださる皆さまに、心から感謝を申し上げます。

　いつかまたお会いできる日を祈って。





和泉いずみあや
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